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身
体
検
査
行
な
わ
れ
る

十
二
日
に
入
学
式

三
月
二
十
七
、
二
十
九
日
の
両
日
、

今
年
度
入
学
試
験
合
格
者
全
員
を
対
象

に
身
体
検
査
が
行
な
わ
れ
た
.

二
十
七
日
は
、
理
学
部
・
工
学
部
を

除
く
全
掌
部
で
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

二
時
近
く
ま
で
身
体
検
査
が
行
な
わ
れ

二
十
九
日
に
は
残
り
の
理
・
工
岡
学
部

で
も
同
様
に
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
両
日
の
身
体
検
査
の
間
に
は
、

学
内
の
サ
ー
ク
ル
。
自
治
会
・
闘
争
委

員
会
、
各
戦
縁
な
ど
が
活
発
に
新
入
生

に
対
し
て
情
宜
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。

今
後
の
新
入
生
の
予
定
は
履
修
指
導

(大
学
当
局
に
よ
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

コ
ン
)
が
四
月
初
頭
に
各
宇
部
ご
と
に

行
な
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
工
学

部
で
は
履
修
指
導
は
身
体
検
査
当
日
に

行
な
わ
れ
た
。

卒
業

式
、

三
年

ぶ
り
に

医
学
都
は
九
月

京
召
大
学
の
四
十
五
年
度
卒
業
式
が

三
月
二
十
四
日
午
前
ト
時
か
ら
本
恥
人

ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
、
医
掌
部
を
の
ぞ
　

く
八
学
部
二
干
百
八
十
八
名

(う
ち
女
r

子
百
十
一
名
)
が
卒
業
し
た
。
京
大
の
「

卒
業
式
は
、
一昨
年
、
昨
年
と
、
京
大
}

闘
争
お
よ
び
そ
の
波
及
に
よ
っ
て
中
止

さ
れ
て
お
り
、
三
年
ぶ
り
、
医
学
部
は

九
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

配
一…

る第三 ・四・六地点不 当撤去 之さ

貞
尽
新
国
際
㍗
港
嬉
齪
L
釆
春
開
港
を
自
己
の
飴
運
を
か
け
て
行
な
わ
ん
と
す
る
政
府
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
三
月
二
十
五
日
、
四
千
メ
ー
ト
ル
滑
走
路

内
に
あ
る
第
一次
代
執
行
対
象
地
内
の
第
三
、
四
、
六
地
点
の
地
下
壌
砦
と
を
暴
虐
の
か
ぎ
り
を
っ
く
し
て
撤
去
し
た
。
こ
れ
を
も
ワ
て
第
一
次
強
制
収
用

の
笑
質
的
代
執
行
は
終
了
し
た
と
し
て
、
今
後
六
月
上
旬
に
第
二
次
代
執
行
を
行
な
お
う
と
し
て
い
る
。

二
月
末
以
来
の
要
塞
先
守
攻
防
戦
を
闘
い
抜
い
て
き
た
農
民
、
労
働
者
、
学
生
の
ス
ク
ラ
ム
は
、
今
、
団
納
小
屋
の
補
強
、
要
塞
の
再
構
築
を
日
々
進
め

つ
つ
、
人
民
鋤
圧
空
港
粉
砕
闘
争
と
し
て
全
国
的
に
疲
及
し
よ
う
と
し
て
い
る
.
三
堅
塚
闘
争
文
援
労
組
会
議
の
組
畿
化
あ
る
い
は
、
三
里
塚
へ
の
砕
石
輸

送
阻
巳
闘
争
と
し
て
、
労
働
者
反
戦
派
を
推
蕗
軸
に
労
働
者
の
組
戦
的
な
三
里
塚
へ
の
璽
場
も
行
な
わ
れ
ん
と
し
て
い
る
。

三
里
塚
画
争
は
、
七
二
隼
沖
縄
施
政
椹
遊
遠
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
全
敷
治
社
会
妖
序
の
抜
本
的
改
編
11
近
代
化
攻
勢
の
中
で
、
そ
れ
に
仇
す
る
労
働

者
、
字
生
、
農
民
の
一
大
蜀
点
と
し
て
、
七
一
年
の
政
宿
過
程
に

〃沖
縄
"
と
と
も
に
現
わ
れ
ん
と
し
て
い
る
.

な
お
四
月
六
日
、
日
比
谷
野
琶
で
三
曜
塚
闘
争
勝
利
全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
る
、

ス
ク
'フ

ム
で
阻
止
線

へ
突
入

鉄
塔
築
き
戦
線
の
再
構
築

へ

「
q
「ド
ム
日
、
㌍
画
公
団
の
職
員

カ
ー
ト
マ
ン
四
百
人
、
干
葉
県
警
の
機

勅
隊

干
人
は
}
朝
四
時
す
ぎ
、
駒
井

野
周
辺
に
あ
ら
わ
れ
、
こ
の
日
、
タ
カ

ハ
時
ま
で
に
今
回
の
代
蚊
行
対
象
地
の

う
ち
弟

「
四
、
六
地
貞
の
地
ド
機
を

舷
壊
し
甲
に
い
た
農
民
、
労
働
看
、
¥

引
亡
ひ
ざ
だ
し
、
i九
名
を
小
」
逮
捕

し
た
。
・て
れ
ま
で
、
成
田
馴
識
ヘ
ム、
干
葉
県

甲起
会
、
町
村
会
の
あ
っ
せ
ん
案
を
期

行
し
何
と
か
「
政
萢
的
解
決
」
を
模
禦
ヒ一

し
L
い
た
卯
葉
県
ー
全
魁
公
団
-
政
暦
▼

プ
ル
ノ
ゴ
ア
ノ
ー
は
、
反
対
h
盟
が
あ

っ
せ
ん
桑
を
と
お
し
ん
中
間
的
解
決
を

い
っ
」い
拒
臼
し
微
底
血
戦
の
構
え
を

周
爆
明
b
か
に
し
た
た
め
、

一
-
四

日
、
反
君
回
田
に
-カ
つ
く
で
」
ざ
ん

こ
2
を
撤
ム
9
る
と
通
告
し
、
こ
の
目

の
こ
んこ
つ
融
ム
胴
泉
と
ね
っ
た
も
の

て
あ
勾
。

'

早
瑚
か
b
の
公
団
、
県
警
機
効
豚
の

か
入
を
F
U
し
た
反
対
同
盟
、
こ
れ
に

釧
圃
ゴ
0
講

省
P生
は
、
こ
の
口
午

朗

財
駒
井
野
団
柏
小
屋
削
に
紬
集

し
、
⊂
こ
で

㌧
農
邊
疎
阻
皿
を
か
か

ノご
、
豊
衆
-
地
卜
寡
を
な
に
が
な
ん

て
も
九
」
9る

こ
と
を
愈
ふ
規

、

ご
れ
そ
れ
の
D
馬
に
つ
き
、
戦
闘
態
勢

,
を
と
と
の
え
た
。

午
削
四
時
す
ぎ
、
丁
蚊
を
甲
心
と
す

る
全
関
果
か
ら
勤
員
さ
れ
た
機
勤
隊
靭

一千
五
白
人
は
、
今
回
の
代
執
行
対
象

地
と
駒
井
野
団
結
小
屋
を
す
っ
ぽ
り
と

り
囲
み
、
七
の
中
を
公
団
ガ
ー
ド
マ
ン

職
員
と
機
動
豚
が
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
;
、

ン
ぼ
ベ
ル
カ
ー
を
つ
か
っ
て
、
パ
リ
ケ

ー
ド
の
撤

を
行
な
っ
た
。
バリ
ケ
ー

ド
前
に
座
り
込
ん
で
い
た
農
民
、
少
ヰ

㎜行
動
隊
は
、
機
勤
隊
の
掘
と
靴
で
蹴
ら

れ
な
が
ら
、
現
場
か
ら
排
除
さ
れ
た
。

今
回
の
対
象
地
の
中
で
も
、
四
干
耕

滑
走
路
予
疋
地
内
に
あ
る
、
第

一、
四

地
点
で
ガ
ー
ド
マ
ン
、
機
動
隊
の
行
動

は
、
暴
病
を
き
わ
め
た
。

落
盤
の
危
険
、
中
に
た
て
こ
も
っ
て

い
る
人
た
ち
の
生
命
の
危
険
を
全
く
無

悦
し
、
何
トノも
あ
る
血
代
装
禰
の
ソ
」

ベ
ル
カ
ー
な
ど
で
、
み
さ
か
い
な
く
、

ざ
ん
こ
つ
を
切
り
く
ず
し
て
い
き
、
穴

か
ら
公
の
見
え
た
展
民
を
ひ
き
ず
り
だ

す
。こ
の
様
な
公
団
、
権
力
側
の
暴
虐
は

こ
れ
ま
で
、
「
娠
に
は
い
っ
て
居
る
人

に
ち
の
生
命
の
危
険
を
考
え
て
、
反
対

同
謹
と
詰
し
.口い
た
い
」
と
口
っ
て
き

だ
公
団
-
政
肘
ブ
ル
ノ
ゴ
ア
ノ
ー
の

「晶
し
.]い
」
路
線
が
、
ほ
ん
と
つ
は

「4
命
の
危
険
】
な
ど
争
く
考
え
て
も

お
b
ず
、
た
だ
%

畜
(丁
葉
県
巾
長

会
な
ど
)
の
提
小
す
る
あ
っ
せ
ん
を
も

と
に
、
空
港
建
詮
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
な

い
に
い
と
い
つ
こ
と
を
嚢
露
し
た
と
い

え
る
だ
ろ
つ
。

壕
に
こ
も
っ
た
農
氏
は
、
膿
の
切
り

く
ず
し
と
と
も
に
だ
ん
だ
ん
奥
へ
と
引

き
つ
づ
、
竹
ヤ
リ
で
機
動
隊
に
攻
撃
し

た
が
、
第
二
、
四
、
六
地
点
の
地
下
壌

の
ル全
破
鰻
の
副
に
、
展
民
、
少
葺
付

勤
隊
、
ぜ
乱
、
労
働
百
は
排
除
さ
れ
た

一
ゐ
、
字
生
部
隊
は
、
こ
の
日
剰
四

白
名
が
結
桀
し
た
。
学
生
部
隊
は
、
地

下
壕
に
部
分
的
に
は
こ
も
っ
た
が
、
主

要
に
は
、
幾
重
に
も
張
ら
れ
た
機
動
隊

の
阻
止
線
に
突
人
し
、
す
き
を
つ
い
て

現
場
に
到
る
と
い
う
行
動
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
現
地
で
最
敢
も
果
に
闘
い

抜
い
て
い
る
プ
ロ
統
(酉
ヘ
ル
)
、
反

帝
学
戦
(緑
ヘ
ル
)
を
中
心
と
す
る
部

隊
は
、
第
五
地
点
裏
か
ら
阻
止
線
に
突

入
し
た
が
、
圧
劉
的
な
機
動
隊
に
粉
砕

さ
れ
た
。
ま
た
、
同
部
隊
の
特
殊
ゲ
リ

ラ
部
隊
は
、
公
団
頁
材
置
場
に
突
人
、

火
炎
び
ん
で
ブ
ル
ド
ー
ザ
⊥
二
台
番
焼

い
た
他
、
公
団
分
室
へ
の
攻
華
も
し
か

け
た
。
ス
ク
ラ
ム
に
よ
る
阻
止
練
突
入
闘
争

と
、
ゲ
リ
ラ
闘
争
の
他
は
、
学
生
部
隊

は
、
何
ら
の
組
融
的
行
動
が
で
き
な
か

っ
た
。
地
下
壕
で
竹
宣

な
ど
で
抗
戦
し
た

十
九
名
の
農
民
、
学
生
が
「戚
力
菓
獅

妨
害
罪
」
「
公
務
執
行
妨
署
罪
」
で
不

当
に
も
遼
彌
さ
れ
た
.
こ
の
日
の
闘
争

で
は
、
結
局
、
第
三
、
四
、
六
地
点
の

地
下
壕
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
だ
け
で

あ
と
、
四
干
摺
禍
走
路
外
に
あ
る
第

一
、
二
地
颪
の
攻
撃
は
完
全
に
は
行
な

わ
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
こ
の
日
午
前
八
時
す
ぎ
、
機

動
隊
は
、
二
月
二
十
五
日
は

一月
入
、

八
日
の
闘
争
の
際
、
遼
捕
し
た
学
生
の

証
拠
裏
付
け
と
称
し
て
、
闘
争
本
部
の

駒
井
野
団
結
小
屋
と
、
農
民
放
送
稽
を

不
当
捜
索
し
た
。
居
合
わ
せ
た
学
生
、

展
民
の
抗
議
も
、
機
動
隊
の
乱
入
に
は

も
ち
ろ
ん
こ
た
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

反
対
同
盟
は
、
「闘
い
は
こ
れ
か
ら

だ
。
今
度
は
駒
井
野
団
結
小
屋
の
横
に

局
さ
一一十
泌
ぐ
ら
い
の
鉄
脅
の
塔
を
築

き
、
全
国
的
な
人
衆
運
動
の
∫
軸
と
し

て
、
今
後
も
闘
い
ぬ
く
」
と
い
う
決
意

を
表
明
し
て
い
る
。

}
収
容
公
開
審
理
を
粉
砕

㌫

干
葉
県
遭
幣
を
六
月
上
旬
に

東
京
新
國
霞
空
酒
の
来
年
響
幽
彪
を

め
ざ
す
政
府
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
二

十
五
日
の
第
三
、
四
、
六
地
点
の
地
下

壌
撤
去
を
も
っ
て
、
第
一
次
土
地
収
用

強
制
代
執
行
は
塞
買
的
に
終
了
し
た
と

し
、
護

第
二
次
強
制
代
執
行
生
ハ
月

上
旬
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
に
先
だ
っ
て
三
月
二
寸
一一一、
四

日
の
二
日
冊
、
干
粟
市
内
県
体
育
紹

で
、
第
二
次
対
象
地
な
ど
の
収
照
讐
理

を
行
な
つ
た
め
の
干
葉
県
収
用
委
の
公

開
審
理
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
に
は
、
反
帝
学
評
、
反
帝
掌
戦

議
の
前
に
、
収
用
委
は
こ
の
日
の
審
理

を
打
ち
切
っ
た
。

あ
く
る
二
十
四
日
は
、
学
生
を
一
切

排
除
し
農
民
席
を
桟
動
隊
が
囲
む
甲

で
、
事
業
計
囲
を
公
団
側
が
説
明
し
た

だ
け
で
、
何
「
つ
討
訟
は
行
な
わ
れ
な

か
っ
た
。

収
用
蚕
は
、
奴
用
裁
決
期
限
の
四
月

三
日
ま
で
。
審
理
は
行
な
わ
な
い
こ
と

を
決
足
し
た
。

想欄
撫
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唖曝
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弱
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狂
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QO

円
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ー
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弁
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噺
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闇

存

在

と
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劔晋

蝋
福
綴
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八
三嘱

獣

理

想

社

き
を
と
り
今
の
と
こ
ろ
、
六
月
上
旬
、

蓬

袋
行
裁
萎

季
続
廼

次
代
彗

行
葦

。
で
あ

3.

団
結
小
屋
結
成
集
会
開
く

臨
羅
灘
嚢
棚縣
響
膿灘講

は
、
内
容
な
ど
か
ま
わ
ず
審
理
を
闘
い

で
、
二
十
八
日
、
午
後
一時
か
ら
、
三

た
と
い
う
形
式
を
整
え
る
授
関
に
し
か

里
塚
闘
争
支
援
労
組
会
議
主
催
の
、
団

す
ぎ
な
い
と
墨
露
し
、
空
港
壇
設
阻
止

結
小
屋
結
成
果
A藷

催
さ
れ
、
労
働

闘
争
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
日
の
審
理

者
、
農
民
学
生
約
二
百
名
が
結
集
し

を
壇
上
占
拠
で
粋
砕
し
た
。

た
。

二
十

}日
に
は
、
学
生
部
隊
が
演
塚

駒
井
野
団
結
小
屋
裏
に
た
て
ら
れ
た

を
占
拠
し
、
団
交
に
も
ち
こ
も
つ
と
す

新
し
い
団
結
小
屋
は
、
三
里
塚
闘
争
を

醸
轟
灘
躇
諸
籔
一蠣
謎
蕪
靴
義
馳

支
援
労
組
会
議
主
催
で

派
の
下
か
ら
の
突
き
上
げ
を
と
お
し
て

労
組
支
部
、
青
年
婦
人
段
階
で
組
織
さ

れ
て
い
る
三
里
塚
闘
争
又
援
労
組
会
誠

が
、
今
後
の
三
里
塚
で
の
闘
争
拠
点
に

建
て
た
も
の
で
あ
る
。

三
月
七
日
の
、
総
評
骨
対
部
ま
催
の

胸
井
野
集
会
に
お
い
て
推
進
軸
と
な
っ

た
こ
の
部
分
の
、
今
後
の

一里
塚
闘
争

へ
の
か
か
わ
り
は
、
庄
目
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
日
の
果
会
で
は
「七
一
年
の

政
治
課
題
と
し
て
の
沖
級
闘
箏
と
と
も

に
、
三
里
塚
闘
争
を
、
人
民
仰
圧
空
港

羅

鍵

嚢
ー

磐

薩
阻
止
闘
争
を
栃
木
な
ど
の
拠
点
で
闘

い
ぬ
く
」
と
い
う
決
意
表
明
が
な
さ
れ

た
。な
お
、
こ
の
日
、
午
微
二
時
か
ら
、

革
共
同
軍
マ
ル
派
系
の
労
働
者
、
学
生

は
二
里
埠
第
二
公
園
で
桑
会
を
も
ち
、

大
漕
水
を
と
お
っ
て
、
駒
井
野
ま
で
千

三
百
名
の
デ
モ
を
行
な
っ
た
。

こ
の
日
の
支
援
労
組
会
議
土
催
の
集

「
会
に
養
加
を
串
し
人
れ
て
い
た
同
派

は
「
こ
れ
ま
の
三
里
塚
へ
の
か
か
わ
り

を
総
括
せ
よ
」
と
い
う
反
対
周
盟
の
、

共
闘
の
原
則
〃確
認
し
た
上
で
の
参
加

拒
色
に
あ
い
独
目
の
集
会
を
も
っ
た
わ

け
で
あ
勾
。

全
手
連
(洞
田
委
貝
長
)
大
会
の
た

め
全
国
か
b
栢
樂
し
た
≠
生
部
隊
を
中

心
と
す
⑳
こ
の
日
の
デ
モ
で
は
、
途
中

さ
せ
な
い
」
と
い
つ
一
咽
の
前
に
、
約

一
百
名
の
旗
千乱
旗
乞
含
む
干
一㎜百
各
の

隊
列
は
突
入
を
あ
さ
ら
め
、
デ
モ
を
続

け
て
い
っ
た
。

六
月
⊥
旬
に
予
疋
さ
れ
て
い
る
第

一

次
強
制
代
執
行
に
対
し
て
、
同
派
は
、

何
ら
か
の
形
で
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
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3

劉
道
昌
君
支
援
京
都
集
会

ヒ月

一

↓目
、
「
劉
遭
昌
昌
又
援

厭
蔀
集
会
」
が
、
泉
大
ー
本
総
合
館
に

お
い
て
鼠
都
劉
闘
委

(準
)
の
⊥
催
に

ょ
り
、
全
墓
融
よ
り
二
白
名
の
労
働

.只

u∫
生
を
鞘
策
し
て
膏
な
わ
れ
た
。

こ
の
集
会
は
、
劉
道
昌
召
の
吾
留
朋

限
切
れ
を
四
月

一
ー
一
日
に
ひ
か
え
、

○

京
都
劉
闘
委
を
結
成

無
条
桝
で
コ
勾
ピ
ザ
」
獲
得
へ
む
け

全
国
朗
な
闘
争
体
制
荷
築
の
一
環
と
し

て
設
走
さ
れ
、
駅
都
に
お
け
る
恒
常
的

闘
噴
組
織
と
し
て
の
夙
都
劉
闘
委
の
結

成
を
か
ち
と
る
べ
く
行
な
わ
れ
た
。

集
会
は
ま
ず
、
泉
都
劉
闘
委
(準
)

よ
り
次
の
様
な
嬰
旨
で
廼
調
報
告
が
石

な
わ
れ
た
。

昨
耳
の
†
二
月
二
i
虹
日
の
ビ
ザ
以

得
を
、
劉
君
は
二
重
の
犯
非
件
と
し

て
、
つ
ま
り
「
長
い
も
の
に
ま
か
れ

る
」
こ
と
を
拒
舎
し
て
き
た
臼
分
目
身

に
対
す
る
裏
切
り
、
そ
れ
以
上
に
入
営

体
制
下
で
も
の
を
口
つ
こ
と
さ
λ
で
き

な
い
で
い
る
多
く
の
在
日
朝
鮮
人
、
中

国
人
に
対
す
る
裏
切
り
行
為
と
し
て
厳

し
く
問
い
返
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
劉
葛
に
ビ
ザ
取
得
を
余
儀
な
く
さ

せ
た
わ
れ
わ
れ
の
運
動
の
弱
体
性
、
破

の
防
衛
を
自
己
目
的
化
し
て
し
ま
う
運

動
の
質
を
厳
し
く
間
つ
て
い
る
。
劉
君
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己

.沖
縄
復

帰
対
策
要
網

(第
二
次
分
)
を
正
式
決
定

'ゆ 、

 

新

全
総

"
の

政
府
は
二
十
二
日
、
沖
縄
復
帰
対
策

関
係
閣
僚
協
議
会
一語
囲
き
、
ム
る
ー
五

日
事
務
レ
ベ
ル
で
ま
と
め
ら
れ
た
ゆ沖

鵜
褒
帰
対
策
要
綱
第
二
次
分
を
を
原
案

ど
お
り
了
承
、
引
き
続
き
行
な
わ
れ
た

閣
識
も
頻
案
通
り
決
疋
し
た
。

こ
の
ゆ第
二
次
分
σ
は
一
体
化
路
綴

の
推
進
に
伴
つ
本
ゴ
の
制
度
適
用
に
当

っ
て
の
過
渡
的
方
葉
と
基
本
的
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

骨
子
は
①
沖
縄
県
お
よ
び
市
町
村
②

琉
球
政
層
の
関
係
機
関
③
新
全
国
総
合

開
発
汁
画
、
新
経
済
杜
会
窺
展
計
画
の
一

改
定
導
④
沖
綱
振
興
開
発
公
順
⑤
教
宵

文
化
◎
厚
弓
。
汐
働
の
瞳
業
・
軽
路
⑲

運
輸
・
画
』
ゆ
司
法
・
法
務
⑩
免
評
資

格
⑪
在
沖
外
国
人
の
倉
留
質
格
の
寸
一

部
、
乱
ー
五
事
項
か
ら
威

っ
て
い

㊧
。

ず
股
的
貰

給

罐

は
「窃

な
」

と
か
、
必
聖
な
」
措
置
を
講
ず
る
と
な

"

論
評
沖
縄
に

於
け
る
政

拓
櫓
カ
ー

鴇
僚
的
軍

事
的
統
治
機
構
の
移
行
と
肉
編
成
へ
向

う
制
度
的
楓
障
と
し
て
の
法
則
面
で
の

一俸
化
、
更
に
P
A
1
「
A

(ノ
ノ
ノ

太
平
ハ
自
由
貿
易
圏
)
構
葱
へ
の
国
内

的
推
澄
鯨
と
し
て
産
茅
場
編
成
の
駅
盤

整
薦
乃
針
で
あ
る
日
本
列
鳳
ノ
」
ー
ノ

化
の
南
力
拠
魚
と
し
て
の
「沌
縄
県
っ

く
り
」
が
、
へ.回
の
復
周
対

.嬰
綱
の

核
心
的
内
～ぞ
あ
る
。

一

る拠
点

へ

っ
C
お
り
、
持
別
借
置
の
期
聞
に
し
て

も
「
一
㎡期
間
」
と
抽
象
的
な
表
現
が

使
わ
れ
て
お
り
、
貝
体
策
は
こ
れ
か
ら

要
綱
に
お
い
て
は
、
新
全
国
総
合
朋

発
引
画
に
沖
縄
を
組
み
入
れ
る
際
の
基

本
的
考
え
力
と
し
て
「沖
縄
を
独
立
し

た
一
ノ
ロ
ッ
ノ
と
し
て
扱
う
」
と
副
画

の
部
分
的
改
定
を
卸
ち
出
し
て
い
る
。

新
全
総
の
め
ざ
す
新
産
叢
再
編
力
式

は
そ
の
畢
礎
条
件
と
し
て
中
枢
管
蝉
機

能
の
繁
積
と
物
的
流
通
の
機
樹
を
体
系

化
す
勾
た
め
に
人
都
巾
(七
人
都
巾
)

と
制
U
地
域
を
一
つ
の
幽
と
し
て
新
し

い
不
ノ
ト
ソ
ー
ノ
で
結
合
さ
せ
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
沖
縄
を
一
プ
ロ
7
ノ
へ
ζ
-

イヒ

 

則
・閏め
Φ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
沖
縄
県
お
よ
び
巾
町
村
」
で
は
、

復
帰
俊
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
ま
で
の
間

日
本
列
島
八
ノ
ロ
ノ
ノ
化
構
想
の
「
環

と
し
て
独
自
的

〃醐
"
を
形
成
す
る
と

い
う
窟
見
は
日
本
独
占
資
本
の
沖
縄
へ

の
虐
出
を
促
進
し
、
政
肘
の
杜
会
資
本

ル
成
へ
の
足
場
を
つ
く
る
布
仁
に
他
な

ら
な
い
。

要
綱
の
具
体
的
内
各
に
則
せ
ば
、

「翻

讐

併
」
は
・
地
饗

同
絵

編
と
し
て

「
」
づ
、
北
倉
、
乗
嗅
合

併
」
「
浦
渥
村
巾
制
転
化
一
に
見
ら
れ

る
ユ
と
く
、
丁
場
港
湾
建
設
ー
仔
油
」

ン
ビ
ノ
ー
ト
の
結
合
と
い
う
力
同
村
で

背
な
わ
れ
て
い
る
、
ま
た
、
肩
由
貿
易

工

の
県
知
郭
、
県
会
議
員
の
取
り
扱
い
市

町
刊
の
引
き
継
ぎ
1
合
併
の
促
進
に
つ

い
て
の
力
釘
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「琉
球
政
府
機
関
」
に
つ
い
て
は
琉

球
竜
々
公
社
や
L
地
任
宅
公
社
、
O
H

K
な
ど
政
府
関
係
機
関
の
処
理
ー
統
合

力
針
を
決
遣
し
て
い
る
。

"

地
域
の
設
定
、
保
税
制
度
の
頑
用
は
墓

地
の
沖
縄
社
会
か
ら
の
相
対
的
自
立
化

(そ
れ
に
よ
る
墓
地
機
能
の
効
率
化
)

を
楠
Lし
、
壁
地
依
存
業
者
の
保
護
を

図
っ
て
い
る
。
更
に
「
沖
縄
蚕
興
開
発

公
庫
」
の
設
置
は
こ
つ
し
た
計
画
の
財

政
的
聾
づ
け
と
し
て
の
金
融
機
樗
に
他

な
ら
な
い

目
民
克
と
の
調
賜
段
陪
に
は
い
っ
て

虹
川
さ
れ
た
「白
沖
外
"
人
の
琵
留
賃

格
一は
、
「
味
則
と
し
て
α
前
通
り
の

廠
留
を
認
め
る
」
と
い
う
事
を
下
し
て

お
り
、
現
白
返
還
協
定
作
成
交
渉
の
柱

■

■

■

●

6

璽

「新
全
総
な
ど
の
改
U
」
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
の
独
霞
性
を
認
め
、
そ
れ
を

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
に
入
れ
ず
に
"
沖
縄

圏
4
と
し
て
の
開
発
を
逓
め
⇔
姿
勢
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

「沖
縄
振
興
開
発
公
庫
」
で
は
政
策

金
融
旗
関
を
統
括
し
た
総
A
昆
踊関
に
す

"

と
な
っ
て
い
る
米
系
企
菜
の
取
り
扱
い

問
題
と
関
連
し
て
見
る
と
、
米
系
企
漿

だ
け
で
な
く
沖
縄
に
あ
る
外
資
の
酒
勤

を
全
面
的
に
認
め
る
方
針
を
表
わ
し
て

い
る
。
こ
の
事
は
、
心
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
や
ア
ル
ミ
梢
製
工
場
な
ど
外
箕
と
タ

イ
ア
ノブ
し
て
ア
、
/プ
太
平
洋
圏
へ
向

け
た
国
際
的
人
独
占
資
本
体
の
形
成
と

帝
国
レ
義
的
人
工
場
M
度
の
急
速
な
確

立
を
め
ざ
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
.

る
事
を
爪
し
、
「
駆
生
、
労
働
」
で
は

医
療
搬
関
や
制
度
、
台
湾
か
ら
の
季
節

労
働
者
の
導
入
に
つ
い
て
の
詩
別
描
蹴

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
産
粟
・
経
済
」
で
庄
目
さ
れ
る
の

は
、
自
由
貿
易
地
域
を
設
蝕
す
る
こ
と

更
に
本
土
の
制
度
で
は
保
護
の
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
含
密
糖
量
㎜糖
)
の
保

護
対
策
、
伝
統
-
芸
産
粟
の
振
興
策
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

「運
輸
・
通
儲
」
で
は
、
海
運
業
の

取
り
扱
い
、
空
港
の
整
備
、
雇
湾
の
管

理
遅
営
に
つ
い
て
方
針
を
明
ら
か
に
し

「
免
許
貴
格
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
免

許
賃
稻
]
体
化
法
な
ど
に
も
れ
て
い
た

も
の
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

更
に
新
た
に
迫
加
さ
れ
た
「
在
沖
外

国
人
の
在
留
資
格
」
に
つ
い
て
は
、
復

帰
の
際
、
沖
縄
在
留
外
国
人
へ
の
在
留

資
格
取
得
申
謂
、
出
入
国
管
理
令
に
基

づ
く
在
留
賃
稻
付
与
に
関
す
る
方
向
性

を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
税
制
劇
係
と
国
の
出
先
機
関

に
つ
い
て
は
本
土
政
府
と
琉
球
政
府
と

の
間
で
愈
見
の
醐
整
が
つ
か
ず
、
"第

曽次
分
ヴ
に
持
遡
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
ゆ第
三
次
4
の
決
定
は
五
月
に
見

込
ま
れ
て
い
る
が
、
沖
縄
に
対
す
る
国

の
仁
政
機
構
、
税
制
な
ど
が
そ
の
主
柱

に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

の
闘
い
は
、
行
政
榴
力
が
肥
大
化
し
、

入
菅
法
は
む
し
ろ
現
状
の
法
制
的
逼
認

で
あ
る
よ
う
な
現
実
に
対
す
る
翼
向
か

ら
の
反
撃
と
し
て
あ
る
。
"自
由
裁
董

椎
4
に
対
す
る
彼
の
断
呼
た
る
闘
い

が
、
彼
と
彼
を
支
援
せ
ん
と
す
る
わ
れ

わ
れ
自
身
の
実
力
に
よ
っ
て
貫
徹
さ
れ

て
こ
そ
、
入
智
体
制
は
打
ち
崩
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
在
日
朝
聯
人
、
中
国
人
の

生
活
遺
程
に
直
接
的
・現
実
的
に
逼
っ

て
い
く
運
動
ー
地
区
運
動
を
展
望
し
、

具
体
的
な
蓮
勘
の
な
か
で
自
己
の
立
場

を
鋭
く
間
う
て
ゆ
く
力
向
を
め
ざ
し

た
い
と
考
え
る
。

続
い
て
、
東
京
の
劉
闘
委
代
表
よ
り

東
京
に
お
け
る
闘
い
の
報
告
と
そ
の
中

か
ら
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
ま

ず
、
二
月
二
十
日
か
ら
東
泉
。
池
袋
に

お
い
て
二
名
の
ハ
ン
ス
ト
決
行
隊
が
、

「劉
君
の
直
訴
状
断
固
支
持
ー

劉
君

に
無
条
件
で
も
と
通
り
一年
の
在
留
肝

可
を
ー
」
と
の
要
求
を
旗
け
無
期
限
ハ

ン
ス
ト
に
突
入
し
た
事
が
報
告
さ
れ
、

そ
の
ハ
ン
ス
ト
を
軸
に
四
月
へ
む
け
連

続
的
な
闘
い
を
く
む
こ
と
が
ア
ビ
ー
ル

さ
れ
た
。
更
に
間
題
提
起
と
し
て
「
昨

年
†
二
月
の
闘
い
の
問
題
性
の
総
括
作

菓
の
申
か
ら
、
六
九
年
以
来
の
わ
れ
わ

れ
の
運
動
の
も
つ
体
質
-
危
機
意
識
に

も
と
つ
く
運
勤
r
を
厳
し
く
掩
み
出
し

て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
劉
君
の
闘
い

の
持
つ
意
味
を
把
握
し
え
な
い
運
動

は
、
結
局
劉
君
に
対
し
「
長
い
も
の
に

ま
か
れ
る
」
事
を
強
要
す
る
も
の
で
し

か
な
い
」
と
の
発
昌
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
、
京
都
人
営
闘
事
務
周
よ
り

「
劉
君
の
闘
い
は
、
法
務
大
臣
の
自
由

裁
量
極
の
無
制
限
の
拡
人
に
よ
る
弾
圧

と
い
う
入
冒
法
の
核
心
に
逼
る
闘
い
と

し
て
あ
り
、
劉
省
の
闘
い
を
抜
さ
に
し

た
入
管
法
粉
砕
闘
争
は
空
晒
で
し
か
な

い
。
京
都
入
智
闘
は
結
成
さ
れ
る
劉
闘

婁
と
連
帯
し
、
こ
の
闘
い
断
固
勝
ち
ぬ

き
、
入
官
法
粉
砕
に
進
撃
す
る
」
と
の

決
意
表
明
が
行
な
わ
れ
た
。

更
に
、
小
野
誠
之
弁
護
士
、
そ
し
て

京
都
ジ
ャ
テ
ィ
ン
ク
よ
り
、
反
戦
活
動

家
ヤ
ン
・
イ
ー
ク
ス
氏
に
対
す
る
榴
力

の
弾
圧
の
実
態
の
報
告
と
、
闘
い
へ
の

ア
ビ
ー
ル
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
日
中
戦
線
、
尽
都
地
区
反

戦
連
合

(中
桜
派
系
)
、
鼠
都
地
区
敷

藪
撫
難
額
緊
讐

ン
タ
ー
か
ら
の
発
富
が
お
こ
な
わ
れ
た

の
ち
、
京
都
劉
闘
委
の
緒
成
宣
菖
が
磁

み
あ
け
ら
れ
、
澗
場
の
拍
羊
の
う
ち
に

大
衆
的
に
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
日
の
集
会
に
お
い
て
結
成
さ
れ

た
劉
闘
委
は
、
今
後
、
京
都
に
お
け
る

槽
宣
、
オ
ル
グ
活
動
の
中
軸
を
担
っ
て

ゆ
く
予
足
で
あ
る
が
、
基
調
報
告
、
艶

に
は
栗
京
劉
闘
委
の
提
起
に
も
癒
べ
ら

一れ
た
様
に
、
劉
君
の
闘
い
を
如
何
に
受

け
と
め
、
そ
の
上
に
た
っ
て
ど
の
様
な

質
の
闘
い
を
腱
闘
し
て
ゆ
く
の
か
、
間

一
わ
れ
て
い
る
課
題
は
激
大
で
あ
る
。

な
お
、
二
十
一日
に
は
神
月
で
、
二

十
三
日
に
は
大
阪
で
、
そ
し
て
二
†
七

日
に
は
再
度
菓
原
に
お
い
て
「劉
菖
を

援
果
会
」
が
開
か
れ
、
全
国
的
な
闘
箏

[
態
勢
の
構
築
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

新編集員寡集中
4月30日 まてに西部構内編集室に御連絡下
さい。
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全京郵

入
管
法
粉
砕
統
一
行
動

劉
道
昌
支
援
闘
為
の
推
進
へ

「二
月
ニ
ー
日
六
時
よ
り
、
劉
道
昌
君

支
援
、
入
智
法
粉
砕
全
泉
都
続
]
行
動

が
、
約
一
五
〇
名
の
舶
輿
で
か
ち
と
ら

れ
た
。
こ
の
日
の
集
会
は
、
出
入
国
管
理
法

案
の
国
会
再
上
程
、
そ
し
て
、
法
務
省

の
不
当
な
弾
圧
に
よ
っ
て
、
そ
の
ビ
ザ

の
期
限
を
「
年
か
ら
半
年
に
短
縮
さ
れ

て
い
る
在
日
中
国
人
劉
道
昌
醤
の
ピ
ザ

の
期
限
切
れ
を
前
に
し
て
、
こ
れ
ら
に

対
す
る
闘
い
の
取
り
組
み
に
向
け
た
入

管
戦
線
の
さ
ら
な
る
意
志
一
致
を
か
ち

と
る
べ
く
、
神
戸
・大
阪
・
東
京
と
共

に
全
国
の
統
　
行
動
の
一
環
と
し
て
も

全軍労

41
日

か
ら
第

三

波

昭
時
間

全
軍
労
は
三
十
一
日
午
後
六
時
か
ら

那
覇
巾
内
教
取
員
会
ホ
ー
ル
で
第
七
回

中
央
闘
争
委
員
会
を
開
き
第

一波
ス
ト

ラ
イ
キ
の
日
時
、
規
模
、
人
ホか
な
戦

術
を
決
定
し
た
。

謁

委
で
決
定
さ
れ
た
第

鼓
ス
ト

の
内
容
は
①
四
月
十
四
日
午
前
零
時
を

期
し
て
突
入
す
る
②
規
模
は
四
ー
八
時

戦
術
を
大
幅
強
化

聞
と
し
、
第
一
、
第
二
波
と
は
戦
術
を

褒
え
る
。
そ
の
柄
台
、
ピ
グ
の
問
題
を

禽
め
て
・、幅
に
強
化
す
る
③
戦
術
の
細

部
に
つ
い
C
は
各
支
部
段
階
で
更
に
深

め
、
八
日
に
冊
艮
甲
闘
委
を
開
き
最
終

確
認
を
行
な
つ
④
エ
ク
ス
チ
ヱ
ン
ゾ
支

部
役
員
、
那
覇
文
部
活
勤
家
を
は
し
め

と
す
る
組
合
遁
動
家
に
対
す
る
弾
圧
を

組
織
を
あ
げ
て
は
ね
か
え
す
た
め
、
第

三
波
の
起
爆
剤
と
し
て
戦
う
ー
と
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
全
箪
労
は
第
二
扱
以
降

の
"中
だ
る
み
ψ
状
態
を
ぬ
け
だ
し
、

}た
び
左
量
解
雇
撤
回
を
要
求
し
て
米

軍
に
対
決
し
て
い
く
が
、
第
三
波
に
対

す
る
中
闘
委
決
走
で
は
、
第
一
、
第
二

波
よ
り
戦
術
を
一
段
と
強
化
す
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
、
こ
れ
が
士
五
日
の
県
労

協
統
一
ス
ト
と
緬
合
さ
れ
て
決
行
さ
れ

る
こ
と
な
ど
で
、
広
が
り
と
し
し
も
内

容
と
し
て
も
"
失
力
対
決
σ
の
態
勢
を

癌
り
あ
げ
て
い
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。

全
軍
労
に
対
す
る
合
理
化
攻
撃
の
状

況
は
[月
五
日
、
両
空
軍
関
係
で
ハ
百

マ
五
人
が
解
厭
さ
れ
た
の
を
は
し
め
二

月
三
十
}
日
に
普
天
周
マ
リ
ン
で
五
十

ら

人
が
解
雇
さ
れ
、
四
月
十
五
日
に
は
那

覇
全
軍
で
二
百
七
十
四
人
が
解
麿
さ
れ

る
予
湿
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
に
対
す
る
て

二
波
以

後
の
撤
回
交
渉
は
第
二
兵
た
ん
に
再
屈

用
の
可
熊
性
が
残
さ
孔
て
い
る
だ
け
で

貝
体
的
に
は
進
展
し
て
い
な
い
。

現
在
、
沖
縄
を
め
ぐ
る
情
勢
と
し
て

は
第
三
次
復
帰
対
策
要
綱
づ
く
り
の
最

中
に
あ
る
こ
と
や
返
遺
協
定
調
印
の
時

期
を
目
前
に
控
え
て
い
る
こ
と
な
ど
の

点
か
ら
、
第
一
ス
ト
と
の
か
う
み
で
戦

わ
れ
る
今
回
の
四
十
八
時
閻
ス
ト
は
全

軍
労
解
雇
愚
回
闘
頓
の
最
大
の
対
決
点

と
な
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

た
れ
た
も
の
ご
あ
る
。

一ハ
時
す
ぎ
に
開
始
さ
れ
た
集
会
は
、

ま
ず
東
夙
入
管
闘
の
「
三
年
の
在
留
を

か
ち
と
っ
た
こ
と
で
終
っ
て
し
ま
っ
た

一劉
彩
品
支
援
闘
頓
の
自
己
批
判
的
総

一を
ふ
ま
え
、
人
営
広
粉
砕
闘
争
の
当
面

の
丁
軸
と
し
て
の
劉
道
昌
君
支
援
闘
箏

の
推
進
を
」
と
の
遷
淵
報
笛
に
始
ま
っ

た
。
続
い
て
三
月
一
一「
百
結
成
さ
れ
た

京
都
劉
道
昌
又援
闘
争
姿
(
劉
闘
委
)

か
ら
、

「
入
智
当
局
の
高
姿
勢
を
断

固
粉
砕
し
、
劉
避
昌
君
の
」
年
ビ
ザ
を

か
ち
と
・っ
う
㌧
と
の
発
6
が
あ
っ
た
。

労
働
学
校
入
暫
闘
の
罪
ぎ
に
続
い
て
、

党
派
発
、口に
移
り
、
ま
ず
京
都
地
区
反

戦
遮
合

(中
核
派
)
、
京
都
地
区
反
軍

一連
絡
会
議
(反
帝
戦
練
)
、
京
都
中
央

反
戦

(フ
ロ
ン
ト
)
、
プ
ロ
¥
同
、
第

四
イ
ン
タ
ー
の
順
で
発
占
が
あ
っ
た
。

こ
の
饗
(に
、
仕
育
同
解
放
派
の
参

加
は
な
く
、
中
核
派
等
か
ら
は
、
こ
れ

に
対
し
て
、
「
入
習
闘
争
か
ら
の
召
還

は
許
さ
ぬ
」
と
い
っ
た
発
.口が
み
h
れ

た
。続
い
⊂
用
役
所
副
ま
で
の
デ
モ
仔
遭

の
の
ち
、
巾
役
所
削
て
の
各
戦
線
コ
と

の
総
櫓
の
の
ち
解
散
し
た
。

「

'

●
哲
学
お
よ
び
社
会
諸
科
学
の
現
代
的
な
課
題
を

多
面
的
に
追
求
す
る

5曜 も

♂已 冷

 

「上
向
法
」
の
方
法
諭
的
地
平

ー
マ
ル
ク
ス
上
義
的
弁
証
法
の
蒸
底
ー

経
済
行
動
と
社
会
行
動

(↓

r
経
済
社
会
学
の
方
法
的
葵
礎
ー

経
済
理
諭
の
進
展
と
祉
会
科
学
の
統
合

4
月
号

へ
5
図

・
二
〇

〇
円

廣

松

渉

實

永

健

一

:

玉
野
井
芳
部

服
部

之
総
と
唯
物

史
観

の
方

法

-

ー
講
座
派
マ
ル
ク
ス
キ
義
の
ヴ
ェ
ー
ハー
的
問
題
ー

李

朝

後
期

の
実
学

思
想

(上
)

ー
茶
山
・丁
若
簾
の
社
会
改
革
論
ー

デ

カ

ル
ト
の
敵

(続
Y

倫
理
・
ノ
ー
ト
↑

ハ)

f

噂

内

田

芳

明

朴

宗

根

清
水
幾
大
郎

『
資

本

論

』
第

三

部

原

稿

に

つ
い
て

二

)
・

(書
評
》
原
理
と
状
況
-
佐
衆

毅
・
マ
キ
ア
ヴ
ェ
.
リ
の
政
'智
晶
・」

【
思
想

の
言
葉

】
…

…

・
…
…
…

・

佐
藤
金
三
郎

清

水

純

堀

米

庸

三

●
研
究
と
創
造
活
動
を
つ
な
ぎ
現
代
文
学
の
新
方
向
を
探
る

秘
儀
の
島
(↓

「侠
艶
録
」前

4
月
号

神
f
叩
つ
く
り
の
起
態

後

-
新
派
戯
曲
の
成
鵡

A
5

二
〇
〇
円

益

田

勝

実

:
越

智

冶

雄

虚
構

と
様

式
言

語
↑

了

横
九
利
あ
場
合

-
…

サ

ン
ボ
リ
ス
ム
の
神
話

・

歌
合

に
お
け
る
批
評

意
識

の
発

生
と
展

開

(↓

ー
「い
」と
「詞
」を
中
』
」1

松

陰

に
お
け

る
「狂
愚

」
i
轟
永

窩
か
・
牟

…

由

良

君

美

:
井

犀

義

雄

水

藤

靖

・
前

田

愛

金

史
良

・
抵
抗

の
生
涯

(6
)
・

ー
「太
白
山
脈
」か
り挫
折
へ
(中
)ー

啄

木

と
ツ
ル
ゲ
ネ
ー

フ

・
:

:

「誹

風
柳
多

留
拾

遺
」
輪
講

(一

【
文
学
の
ひ
ろ
ば
】
:

…
:
:

噂

O

.

O

■
O
O
6

一●
`
■
■
■

●

○
●
●

■
■
7
7

↓響

安

'植

 

吉

田

孤

羊

吉
田
精

一
他

竹

内

突

9

●
躍
動
す
る
現
代
諸
科
学
を
的
確
に
と
ら
え
、
そ
の
勤
向
を
示
唆
す
る

科

4
月
号

《特
集
》
世
界
の
変
動
帯

B
5
円
・
二

一
〇
円

(
巻
頭
V新
し

い
"
地
球
科
学
"
の
発
展

の
た
め
に

"
世
界

の
変
動
帯
"
の
は
じ
め
に
あ
た

っ
て

大

西

洋
中
央

海
嶺

…
…
…

…

…

:

・

-

・

ア
イ

ス
ラ

ン
ド

ー
袈
け
て
拡
が
る
変
動
帯
…

:
:

…
°

東

太

平
洋
海

膨

と
東
太

平
洋

の
島

々

・

…

西

太

平
洋

の
海

底

-
農

拡
人
虎
の
試
争
石
と
し
て
…
…

ヒ

マ
ラ

ヤ
の
生

い
た
ち

・

・:

-

:
…
:
:

ヒ

マ
ラ

ヤ
連

峰
周

辺

の
地
震

活
動

・

・…

世
界
の
海
底
地
形

…

…
:
…
…

プ

レ
ー
ト

テ
ク
ト

ニ
ク
ス
に
関
連

し
た
文
献

(新
刊
書
V
(科
学
時
事
V

鱒
岩
波
書
店

・
都

城

秋

穗

蜘
魏

・棚

・藩

綴

小

林

和

男

..鑑

崎離

:
山

下

昇

:
三

東

哲

夫

・
佐

鰻

任

弘

東
京

・
千
代
田

ニ

ツ
橋

振
替

東

京

[=
機
二
四
〇

P

ー
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"

璽
響

O
P

,

一
鴨

嚇

騨

二
回
に
わ
た
っ
て
高
専
を
ル
ポ
し
て

み
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
ま
と
め
に

し
よ
つ
と
思
つ
。
「地
域
闘
発
」
が

日
帝
に
よ
る
新
全
国
開
発
癒
含
計
画

に
基
づ
い
た
、
産
菜
合
理
化
、
国
⊥

七
プ
ロ
ノ
ク
化
構
想
と
し
て
貫
徹
さ

れ
ん
と
し
て
い
る
中
で
、
地
堀
へ
の

高
度
な
軍
鶏
産
薬
・
装
置
の
導
入
は

必
至
で
あ
り
、
愛
綬
県
に
お
い
て
も
、

長
浜
町
へ
の
昭
和
電
工
誘
致
問
題
、

伊
方
町
へ
の
原
子
力
発
電
所
誘
致
間

題
、
新
居
浜
市
を
中
心
に
埋
立
て
に

よ
る
用
地
拡
大
、
軍
需
産
叢
孤
大
と

住
友
一
財
閥
に
よ
る
他
企
粟
排
除
と

独
占
、
そ
し
て
各
地
と
も
碁
堰
し
て
も

つ
課
題
は
「土
」
"
私
有
財
産
の
奪
い

合
い
、
収
奪
者
昨
ブ
ル
ゾ
ヨ
ア
ノ
ー
被

収
裾
者
11
膿
民
、
恰罠
と
い
う
た
酵
係

が
見
ら
れ
る
と
い
つ
こ
と
で
あ
る
。
三

里
塚
の
爆
民
は
私
有
財
産
制
度
廃
止
、

「
土
地
を
武
器
に
し
て
旦
曽
打
倒
へ
」

の
闘
い
を
梅
築
し
え
た
が
、
そ
の
契
機

は
今
や
地
域
開
発
を
迫
ま
ら
れ
た
全
国

各
地
の
農
民
・
漁
民
に
持
た
れ
て
い
る

と
認
航
ち
れ
よ
う
。

以
上
の
地
域
開
発
と
深
く
開
連
し
て

政
府
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
仕
蛋
け
る
強

権
は
教
育
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
中
央

教
青
審
議
会
↑

中
敦
審
)
に
よ
っ
て

法
削
的
保
障
を
付
与
さ
れ
た
麗
学
協
圓

路
線
は
、
大
学
法
に
見
ら
れ
た
よ
う

に
、
学
校
瀦
絶
と
い
う
胴
喝
を
も
っ

て
、
学
校
を
完
雛
な
ま
で
に
労
働
力
商

品
の
再
桟
産
過
租
に
仕
王
げ
よ
う
と
し

て
い
る
。

昭
和
三
十
七
年
に
+
二
校
を
も
っ
て

設
立
さ
れ
た
工
叢
高
等
專
門
学
校
は
、

真
に
教
腎
の
帝
国
主
繭
的
再
絹
の
一
環

と
し
て
、
既
瓜
の
六
三
三
制
に
よ
る
学

校
の
わ
く
を
は
ず
し
、
全
く
新
し
く
創

立
富
る
と
い
っ
た
格
好
で
、
競
団
遮
に

よ
る
好
き
勝
半
な
ま
で
の
産
学
協
圓
路

線
が
貫
徽
さ
れ
て
お
り
、
大
学
法
に
よ

る
大
学
の
高
專
化
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
、
大
学
法
に
見
ら
れ
る

「学
長
の
裡
限
強
化
」
「
廃
校
描
置
」

「

圏

"

馨
三

二
≡
=
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:
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三
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70
年
代
の
日
本
を
「
世
界
の
経
済
大

国
ー
平
和
な
日
本
」
と
バ
ラ
色
に
描
く

政
府
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
「地
塑
開

発
」
の
名
の
も
と
に
今
、
「
国
土
七
ブ

ロ
ッ
ク
化
構
想
」
の
執
行
を
合
理
化
攻

勢
と
し
推
し
蔭
め
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
労
働
者
人
民

に
と
っ
て
は
、
旧
来
の
生
活
の
全
面
的

転
換
と
な
っ
て
現
わ
れ
ざ
る
を
得
ず
、

こ
の
転
換
に
抗
す
る
闘
い
は
、
三
里
塚

を
頂
点
と
し
て
「地
域
住
民
還
動
」
と

し
て
激
発
し
て
い
る
.
教
育
の
領
瓶
に

お
い
て
も
産
学
協
同
路
線
の
最
も
露
骨

な
貫
徹
型
態
と
し
て
の
高
等
蔓
門
学
孜

の
矛
盾
は
今
や
爆
発
寸
前
に
来
て
い
る

と
い
え
る
.

四
国
を
中
心
に
レ
た
「地
璽
開
発
」

の
現
状
報
告
は
今
回
で
終
了
し
、
こ
の

報
告
を
受
け
て
今
後
、
何
ら
か
の
形
で

「
地
城
闘
争
」
を
整
理
し
て
提
出
レ
た

い
.

〔編
輿
部
)

=
≡
一=

二
一一≡

一=
=
一

二
一
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僕
は
松
山
に
出
掛
け
て
い
っ
た
。

松
山
市
を
訪
れ
、
全
学
新
加
盟
校
で

あ
る
松
山
商
大
新
聞
学
会
B
O
X
を
探

す
。
大
学
構
内
に
ひ
と
際
目
立
つ
立
智

「ク
ラ
闘
解
散
寡
自
」
、
一
月
二
†
二

日
の
全
学
ス
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
っ
て

い
た
僕
に
と
っ
て
、
ま
た
一
つ
枯
葉
の

三
-
四
人

に

'

は
創
立
当
初
か
ら
簡
専
に
蛎
っ
て
は
法

律
化
さ
れ
て
お
り
(
犬
丸
直
護
、
第
一

法
規
出
版
「
高
等
導
門
学
校
制
度
と
関

係
法
令
の
解
説
」
昭
三
十
七
年
発
行
を

養
照
)
大
学
法
以
前
に
高
専
に
は
適
用

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

文
部
省
統
㎡
に
よ
れ
ば
、
五
年
制
高

専
の
中
で
、
二
ー
四
人
中
一
人
の
割
合

で
退
学
者
を
出
し
、
十
五
%
の
者
が
落

第
(欠
点
六
十
点
)
す
る
。
こ
の
こ
と

は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
と
っ
て
帝
国

主
麓
的
再
網
へ
の
因
難
さ
重
示
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来
年
度
か
ら
は

高
辱
大
学
を
も
設
立
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
符
無
を
い
わ
さ
ぬ
墨
走
を
政
村
ブ

ル
ゾ
コ
ア
ゾ
ー
は
行
な
わ
ん
と
し
て
い

る
。愛
綬
県
は
政
冶
の
中
心
を
松
山
に
も

ち
、
東
予
を
麗
葉
地
域
、
萌
予
を
偲
力

遷

・
れ
つ
馨

.
大
掌
は
松
豊

に
集
中
し
」お
り
、
知
事
選
の
最
中
を

ロ

リ
コ

コ

議
口
会
に
提
出
、
七
白
名
が
結
渠
し
た

一掌
生
大
会
に
お
い
て
、
ク
ラ
ス
闘
争
委

噛

員
会
は
一時
聞
余
り
壇
上
を
占
拠
し
、

[
議
長
が
拒
否
し
た
声
明
を
行
な
っ
た
。

一

し
か
し
ク
ラ
ス
闘
委
の
「
無
期
ス
ト
」

寒
霞
否
決
さ
れ
、
民
胃
の
「茂
杁
ス

ト
」
が
可
決
さ
れ
た
。

第
一
渡
全
学
ス
ト
は

月

一

日

に
行
な
わ
れ
、
全
ノ
父
渉
と
な
っ
た
。

交
渉
に
は
右
翼
ポ
β
弓
が
人
量
に
動
員

さ
れ
、
学
狡
側
の
,全
ダ
ス
ト
に
よ
る

被
署
、
す
な
わ
ち
東
肖
L
業
か
b
の
、肌

一
職
取
消
し
」

(デ
マ
で
あ
る
こ
と
が
夜

で
判
明
し
た
)
を
報
占
し
子
"
は
日
相

っ
た
。
二
十
五
日
の
代
義
員
会
に
は
、

再
度
右
翼
が
大
量
に
な
だ
れ
こ
み
、
代

議
員
の
発
6
が
阻
"
さ
れ
ス
ト
権
が
く

つ
が
え
さ
れ
、
ス
ト
を
や
ら
な
い
力
劉

が
決
定
さ
れ
た
。
て
こ
で
ク
ノ
闘
は

「
敗
北
宣
白
」
を
σ
な
い
、
批
黙
少
る

こ
と
を
決
め
、
右
貿
と
の
為
庚
や
、
入

衆
字
生
の
獲
得
を
め
ざ
し

ゲ
ハ
ル
タ

ー
養
成
、
理
鎗
家
踏
奴
L
口動
に
移
打

す
.⇔
力
針
に
な
っ
た
わ
け
だ
て
⊃
で
あ

る
。雛
艶
綾
幾
獺
塑

の
愛
腰
(学
に
さ
え
も
立援
申案

め
ら

れ
な
い
、
か
っ
葱

人
封
蛸
の
時
、
愛

煙
穴
学
釜
六闘
の
堂
生
が
構
内
に
い
た

の
を
口
実
に
、
商
大
大
衆
掌
生
は
「
ヨ

欝
騨磯
墨

一
人

の

く
脱
落
者
V

高
専
に
集
積
す
る
産
学
協
同
の
矛
盾

散
っ
て
い
く
思
い
が
し
た
。
民
背
同
盟

の
数
女
の
ビ
ラ
、
V
貿
に
注
意
し
な
が

ら
、
ノ
ン
ポ
リ
ら
し
い
女
†
竃

を
捜

す
。

「チ
コ
ッ
ト
ス
イ
マ
セ
ン
、
新
聞

会
の
B
O
X
は
藝

す
傘

」
、

「そ
の
辺
で
す
け
ど

」
何
か
問
い

を
投
げ
か
け
さ
つ
と
僕
を
見
つ
め
る
。

(コ
イ
ソ
民
青
な
の
か
な

)
と
思
い

つ
つ
足
早
に
教
え
ら
れ
た
B
O
X
へ
向

か
っ
た
。

コ
タ
ソ
を
囲
ん
で
ま
ず
は
目
己
紹

介
、
同
志
の
雰
囲
気
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
六
名
程
の
学
生
が
一
気
に
松
山
商
大

の
状
況
報
告
や
ら
愛
媛
吾
地
の
状
況
を

ド
サ
ッ
と
浴
び
せ
て
き
た
。
伊
予
人
は

セ
ノ
カ
チ
で
人
惰
味
畳
か
で
、
ミ
カ
ン

色
し
た
健
康
な
人
遼
が
多
い
の
か
な
。

十
二
月
十
}
日
、
明
ら
か
に
さ
れ
た

学
只
値
上
げ
に
反
対
し
、
松
山
商
六

ク
ラ
ス
闘
争
委
貞
会
は
「単
顕
値
ユ
げ

粉
砕
」
を

月
二

㌃
日
の
第

回
へ

肝貿
羅
糞
藤
訟
霧
伽臨雌
鮮蕪
戴

す
ぎ
に
な
っ
て
紹
介
さ
れ
た
商
校
仙
宅

産
党
果
の
人
女
が
強
く
反
対
し
、
県
は

内
並
び
に
反
対
同
盟
の
人
江
に
会
わ
し

て
く
れ
る
よ
つ
頼
ん
だ
.

川
口
寛
託
共
闘
会
議
委
員
畏
は

「里

塚
の
蓋
人
行
動
隊
に
ち
ょ
っ
と
似
て

い
た
。
川
口
貴
を
先
瑚
に
原
.卸
力
発
確

所
誘
致
阻
止
闘
學
が
、
自
然
寒
が
観
九

客
を
呼
ん
で
い
る
¢
愛
援
撮
西
宇
祁
郡

伊
力
町
で
根
強
く
起
っ
て
い
る
。

①
原
発
の
宏
全
性
が
碓
立
さ
れ
て
お

ら
ず
、
了
孫
に
公
害
の
憂
い
渉
義
さ
な

を
縄
ね
、
原
チ
力
発
電
所
遥
設
地
の
案
}
「
」
地
不
過
鮪
」
を
名
臼
的
理
由
と
し

霞

つ
5

漁
民
の
篶

奪

魯

自

然
潔
境
の
破
墳
駕
許
さ
な
い
。
以
上
}

項
目
を
反
対
理
由
に
昭
和
四

四
年
卜

月
に
共
闘
委
員
会
が
績
成
さ
れ
、
現
在

人
口
四
干
人
の
八
割
が
断
閲
と
し
て
紬

っ
て
い
る
。
歴
史
的
に
は
昭
和
二
⊥
一

κ
に
県
が
滝
電
町
の
測
激
(ボ
ー
リ
ノ

て
中
止
し
帽。
そ
の
彼
極
絶
の
う
ぢ
に

一

再
び
昂
発
誌
蚊
の
問
題
が
再
燃
し
餓

め
、
町
長
と
覆

が
県
に
、
麩

豊

ε
,
贅
の
業
会
(、重

を
川
・

鰭

腿

蜷

隔
韓

細
埜

地域閉鎖性の打破へ
下　

住民運動の発展を求めて

て
お
り
、
無
判
断
の
五
名
、
用
魁
に
あ

た
る
海
に
面
し
疋
山
々
に
は
、
反
対
派

が
木
に
各
札
を
つ
け
、
不
営
伐
さ
い
に

そ
な
え
て
い
る
。
四
国
域
力
は
山
小
屋

を
建
設
、
常
時
ガ
ー
ド
マ
ン
が
巡
回
し

て
お
り
、
容
易
に
建
齪
現
場
を
伺
え
な

い
が
、
見
た
と
こ
ろ
全
踏
進
ん
で
は
い

な
か
っ
た
。
貸
オ
輸
店
路
施
敷
に
刈
し

て
は
、
全
己
↓
が
「
土
地
は
売
ら
な

い
」
と
決
塩
し
G
お
り
「
仮
処
分
」
を

電
力
が
呼
ん
だ
御
用
科
ギ
.個
蓮
に
刈
し

甲
爾
し
猛
廷
勘
争
に
入
っ
て
い
る
。

て
も
公
書
の
不
女
を
遣
及
し
き
て
い
「
」
愛
塑
搬
に
は
新
居
浜
、
松
山
、
今
治

る
。
昨
耳
は
、
愛
媛
A
宇
学
生
臼
治
会
}を
中
心
に
右
翼
団
体
が
は
び
こ
り
・
臼

(愛
頁
会
)
。
陰
山
商
大
生
の
望援
を

ヘ
ル
に
日
ノ
丸
を
付
け
た
も
孤
が
登
挽

}得
て
デ
モ
を
行
な
沢

初
の
ホ
コ
逮
捕

し
て
い
る
。
組
倉
は
ほ
と
ん
ど
が
御
用

㎝者
が
出
た
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
5

化
し
て
お
り
、
残
り
は
民
膏
盟
員
が
へ

鞍
難

嚢
慾
藥

爆
鮮
藤
鰍哩

罷
齢
籠
脳盤
漿

騨
鷺
馳
輔繍
ω題

+
九
名
、
「契
齪

ダ
マ
ン
だ
ご

と

ご
と
霧

に
感
し
つ
つ
変
讐

駐

』

し
て
九
名
が
覇

闘
謹

入
る
・
と
し

(西
・お
わ
り
)
一

駆
9
》
を
つ
く
萄
か
b

と
い
っ
て
百

-
九
多
の
地

沙
ら
吏
詞
画
を
手
に
「

入
れ
、
発
表
を
"
瓶
っ
π
。
そ
こ
で
今

張
で
、
知
ら
さ
」
ず
に
い
た
動
民
は
初
}

め
⊂
の
垣
に
ど
ノ
ク
リ
し
、
町
民
に
も
雫

知
b
せ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
し
て

硬
刈
蓮
酌
が
r
生
え
始
め
た
。

一

地
π
位
民
は
原
ヂ
力
発
聡
に
つ
い
て

・
一ヵ
月
間
≠
習
を
行
な
い
、
県
と
四
国

被告が出席
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破防法講
阪
演

二
月

]†
「
日
午
奴
血
時
半
よ
り
、

大
阪
嫌
の
冨
の
育
少
軍
会
館
に
お
い
て

関
西
破
防
法
裁
判
闘
争
を
支
え
る
会
の

ユ
催
に
よ
る
「
破
肋
法
と
闘
う
罐
演
集

会
」
が
開
催
さ
糺
た
。

一
当
日
の
策
会
は
、
破
防
法
裁
物
闘
争

を
支
え
る
会
⊥
倒
の
関
策
に
乳
け
る

「
講
演
集
全
」
の
威
果
と
盛
り
上
が
り

喜

最
に
、
初
め
て
関
西
で
開
か
れ
た

も
の
で
あ
り
、
全
関
西
の
闘
う
労
働

斎
、
宇
猛
、
約
「干
八
白
名
が
結
築
し

た
。破
動
法
b
被
』
は
、
再
↓再
四
に
わ

た
る
保
釈
誘
永
を
「証
拠
を
も
み
消
す

そ
れ
が
あ
る
」
と
不
当
に
も
却
ド
さ
れ

二
年
血
く
も
の
畏
期
勾
留
の
弾
圧
を
受

け
た
。

(破
防
法
の
最
高
刑
は
二
年
)

一
月
+
三
日
の
さ
ら
ぎ
徳
二
民
と
久

蝋

保
井
拓

】氏
、
二
月
二
十
日
の
甫
木
思

.期

氏
、
[月
こ
†
五
日
の
本
多
鑑
癌
氏
、

蕨
原
慶
久
氏
と
靴
女
に
保
釈
を
か
ち
と

蝋　

り
、
当
日
の
集
会
に
藤
原
氏
を
除
く
四

鼎

氏
が
登
壇
し
、
会
場
全
体
の
割
れ
る
よ

剛

噛つ
な
拍
キ
で
迎
甲汎
ら
れ
た
。

剛

四
氏
か
ら
続
々
と
発
`
が
な
さ
れ
、

脚

破
防
法
の
木
誉
な
弾
圧
を
激
し
く
弾
劾

し
、
さ
ら
ぎ
氏
は
苓
後
と
も
武
装
闘
争

を
広
範
鏡

求
す
る
毒

、
本
多
且

は
司
法
の
反
動
化
に
対
す
る
全
人
民
的

戦
列
の
栂
築
を
訴
え
た
。

集
会
は
、
関
西
破
防
法
裁
判
闘
争
を

支
え
⇔
会
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
青
木

英
五
郎
氏
、
井
上
正
治
氏
、
浅
田
光
測

氏
の
議
演
が
行
な
わ
れ
た
o

胃
木
氏
は
「
司
法
の
危
機
」
と
題
し

青
法
協
会
貴
の
パ
ー
ジ
等
、
産
行
す
る

司
法
権
の
行
政
檀
に
対
す
る
屈
服
を
述

へ
た
。
次
い
で
井
上
氏
は
「破
防
法
と

国
民
の
抵
抗
櫃
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

破
防
法
を
載
前
の
治
安
維
持
法
と
比
較

し
な
が
ら
、
国
民
の
抵
抗
権
に
よ
る
闘

い
を
法
麗
諭
的
に
展
囲
し
、
確
防
法
公

判
に
見
ら
れ
る
司
法
の
反
動
化
を
糾
弾

し
た
。
最
後
に
浅
田
氏
は
「破
防
法
体

　 欄 騨 脚 川1隔副 闘「1岡噸 い 螺馳の 欄勲 剛「
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一r旨

現
仕
、
東
京
地
方
硯
判
所
に
お
い

て
、
竃
村
順
一
氏
を
被
告
と
す
る

「
巣
京
タ
ワ
ー
占
拠
事
件
」
の
公
判

が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
.

こ
の
我
判
闘
争
に
は
、
全
園
か
ら

「薗
村
さ
ん
を
支
援
す
る
会
」
を
中

心
に
、
「
沖
縄
人
民
の
怒
り
を
集
中

せ
よ
/
」
と
し
て
、
多
く
の
戦
線
か

ら
の
結
楽

が
は
か
ら

れ
て
い

る
。冨
村
さ

ん
と
は
、
昨
年
七
月
八
日
正
牛
こ
ろ

東
京
タ
ワ
ー
特
別
展
望
台
で
「朝
鮮

人
民
と

一Q
イ
以
下
の
者
は
お
ろ
し

て
や
る
が
、
日
本
入
と
ア
メ
リ
カ
人

は
お
ろ
さ
な
い
」
と
叫
ん
で
、
牛
刀

で
展
望
台
を
制
圧
し
、
か
け
づ
け
た

警
啓
隊
に
不
当
逮
荊
さ
れ
に
沖
縄
県

出
身
者
。
そ
の
と
き
、
彼
の
ワ
イ
シ

ャ
ソ
に
は
マ
ジ
ッ
ク
で
「
日
本
人
よ

一一冒

]=

一一曹書

=

一}=
6
…

=
曾

=

一曽一じ冨
u
2

,
量
冒會

マ零
暫̀F犀
`
;一
2̀
富一=帆

君
た
ち
は
沖
縄
の
こ
と
に
口
を
出
す

な
」
「ア
メ
リ
カ
は
沖
縄
よ
リ
ゴ
ー

・
ホ
ー
ム
」
と
書
か
れ
て
い
た
.
害

村
さ
ん
は
、
「
法
廷
で
沖
綿
閲
題
な

ど
醤
い
た
い
こ
と
を
言
う
た
め
に
」

(獄
申
書
閥
よ
り
)
こ
の
行
動
を
魁

し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
先
だ
っ
」ハ
月
二
十
一ハ
日
、

富
村
氏
支
援
運
動
の
拡
大
を

沖
縄
人
民
の
怒
り
を
集
中
せ
よ

制
と
裁
判
の
独
立
」
と
い
う
諭
題
で
、

破
防
法
公
判
を
例
に
し
て
、
裁
判
の
独

立
の
欺
騎
性
を
徽
鷹
的
に
曇
露
し
た
。

こ
の
日
の
翻
渣
集
会
は
、
大
規
模
な

冨
村
さ
ん
は
新
宿
で
通
行
人
に
対
し

沖
縄
の
過
去
と
現
状
を
訴
え
た
.
そ

の
彼
を
由
士
朗
の
学
生
な
ど
有
翼
が

襲
撃
し
、
リ
ン
チ
を
加
え
た
の
で
あ

る
.
警
冒
は
例
に
よ
っ
て
見
て
見
ぬ

ふ
り
で
あ
る
.
「私
は
訴
え
る
目
由

す
ら
な
か
っ
た
.
そ
れ
が
た
め
に
果

京
タ
ワ
ー
に
た
て
こ
も
り
、
米
入
を

人
質
に
と
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
私

曽曽軍

噌等一

一冒

「一}

一一曽一騨

結
集
を
か
ち
と
っ
た
が
、
今
後
の
破
防

法
体
制
粉
砕
へ
向
け
た
弾
圧
粉
砕
闘
争

へ
の
一
っ
の
画
期
的
な
意
駄
を
も
っ
て

い
る
で
あ
ろ
つ
。

一一曽

-

■

は
自
分
の
行
淘
に
対
し
て
は
何
ら
反

脚

省
の
気
持
は
な
い
.
罪
人
で
あ
れ
ぱ

・佛

政
府
も
被
占
人
と
し
て
篇
廷
に
立
た

醐

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

縣

(獄
中
曹
藺
)

咽の

ジ
ャ
一
ナ
リ
ズ
ム
は
、
七

八
打

噸

動
に
対
し
.
「狂
人
」
あ
る
い
は

聯

「
酔
っ
は
ら
い
」
と
報
沮
し
、
司
仏

権
に
暴
力
事
件

臨

と
し
て

早
急

獣

に
判
決
に
も
ち

艶

こ
う
と
、
必
死

で
あ
る
.

嶋

日
米
両
帝
国
土
漏
の
抑
圧
に
よ
る

脚

四
Q
年
間
の
頓
惨
を
裁
判
の
場
を
利

用
し
て
訴
}呉

帝
国
⊥
繍
養
を
色
発

し
よ
う
と
す
る
富
打
さ
ん
の
孤
独
な

嚇

闘
い
を
支
援
す
る
と
り
く
み
は
非
傷

榊

に
遅
れ
て
い
る
が
、
理
在
、
東
京
・

.

大
阪
・
沖
縄
に
「
窟
樽
さ
ん
を
支
鎌

嚇

す
る
会
」
が
結
成
さ
れ
、
支
援
体
制

鞭

の
強
化
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
.

岬

,尾屠
8
=一3
…

=
号
置零==艦

雫

東大裁判

加
藤
学
長
が
証
言

鰯生聴

激
し
く
追
及
す
る

十
七
日
午
硬
、
粟
大
闘
争
の
被
鴛

一

十
入
人
の
魯
淑
公
判
が
蒐
京
地
裁
に
お

い
て
開
か
れ
π
。
当
日
加
牒
一
郎
策
大

学
長
に
対
す
る
孟
人
導
閥
が
ナ
足
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
の
日
、
地
裁
は
厳
鍾
な
・

一爆
簿
鷲
怒
翫
麟
塑

持
品
↓
切
を
奪
っ
て
法
些
持
込
み
¢
蒙

止
、
き
び
し
く
チ
エ
ン
ク
し
花

午
後
一
時
す
ぎ
、
ま
ず
入
建
し
在
倣

告
と
弁
護
団
は
こ
の
き
び
し
い
規
刷
、

弾
比
に
抗
蹟
し
、
我
判
畏
に
撤
回
を
求

め
渇
が
、
捲
省
さ
孔
た
た
め
、
こ
れ
に

抗
讃
し
,垂

廷
し
に
。
そ
の
直
後
、
傍

「飯
田
橋
事
件
」に
判
決

凶
器
準
備
集
合
罪
の
不
当
適
用

ゆ

四
r
二
年
一
月
、
禾
尿
チ
力
盆
雌
万

公
村
が
十
九
日
巣
駁
地
裁
で
開
か
れ
た

}
ン
タ
ー
プ
フ
イ
ズ
の
嵜
姑
旭
止
圃
争
の

牧
圭
玖
裁
判
畏
は
、
「
警
備
に
違
法

た
め
、
長
崎
県
佐
琶
抹
巾
へ
出
沌
し
よ

性
は
な
く
、
本
件
の
ブ
ラ
ヵ
ー
ド
は
用

う
と
し
に
字
鉱
が
、
法
政
大
学
を
出
て

法
上
の
凶
甜
で
あ
⇔
」
と
検
寮
側
の
⊥

国
電
歌
園
檎
駅
へ
む
か
つ
述
中
、
警
悦

張
を
全
測
的
に
受
け
入
れ
、
凶
掃
準
帽

h
裁
甥
鄙
協
に
規
制
¢
孔
、
持
っ
て
い

樂
含
申
、
公
務
執
行
勘
筈
誰
で
起
訴
さ

に
ブ
フ
ヵ
1
甘
を
凶
曲と
み
な
d
"
て

れ
た
六
名
は
い
ず
れ
も
懲
役
四
月
執
行

入
衆
趣
劃
に
刈
す
る
初
め
て
の
凶
山
恥

施
予
一年
を
い
い
わ
た
ヒ
れ
た
。

循
桀
酋
罪
の
週
用
の
も
と
に
大
貰
不
甘

「飯
田
栃
部
件
」
は
、
四
十
二
年
「

遜
掘
O
袖
に
「
無
出
輌
鯛
什
」
の
卍
決
月
十
五
日
扁
、
約
二
日
名
の
甲
桜
派
学

.....一...
曙一.

4月 一漁
κ 曜・蒙雛 京都地裁扱

.."

旦[時 闘 卑 名 被 管1公 判遣行!・ 昌 名

6(火) 13(幻 593ユ 庁人入試 臨止 沢井、耕聾、典砂 原 人) ロ正人尋 問 兇

7(水) ム500 内糠蓮熟闘争不当占み 戊井 、岡出 、載出 初 公 判 傷 、懸 致、強

9(金 〉 13臼0 691117京 女大 封鎖 へ悔1、旺田(双 ズ、y命) 遺、兇

12(月) 1330 69630尽 人闘争弾圧粉砕カルチェ 西風一(斤 人) 兇 、往、 公

153Q 駆 ユ08ヘ トナム反戦 東条又規(同 入) 市

工3(火) 1630 」9.523大 学立法粉砕全関西総決起 野 口、鈴 木(和 歌、竜 大〉 市
14(水) 1330 凹。128日 米京都会議粉砕 幸寺恒敏(京 大) 判 決 rh

15(木) 工ooo 5810.26自 磯隊パ レー ド阻止 田中美 謝(同 大) 曇 、協

1330 ⑳ ユ029辻 明挿君不当解順 日産卑体 2回 公判 地位保全
16(金) 上ooo 冊21415党 派闘争への9瞭 の介入 野村幸三(同 大) 3回 公判 兇

LOOO 69ほ016ス7ノ ナ ー貼 り 出〔}清成(立 命) 判 決 屋

100U 田中卓麟壱.小当解舶 βミロ染工

L330 69421ス ノ ノカ ー貼 つ 島、イ」亀(日 人 、立命) 里
.琉OQ ひ963U払 人 圃争蒔 し4.」碑カル チ ェ 冶 山壷 悔、人) 砥人羅間ト兇、暴

20(火)

21(水)

ユoeu

110u 器1幾撚 駅癒 の介」欝 鷺壽熊 5園 公判
公

兇
(同大、人 市人)

L500 ℃87豚 谷君不当逮捕抗議 余艮平、藤田(同 人) 玉捕致傷

22(木) ユQ.00
{681Qい け ム殿

劉頒公一(京 大) 証人尋聞 rb

1330

69。49京大文学部入試沮止
川上地作菖小当解麗

文 英 皇
市、公、傷
地位保全

23(金) 上0.00 69,522文 英堂 処分 撤回 山田孝(京 人》 本人尋間 憾

tOOu

ε8.116工/タ ーノ ライス 寄港阻 止

{
69.211三 全共闘河原町ずわりこみ

刃65京 人教銑轟機動隊乱人

丸 田(立 命)

ス松 、丸 田(京 人、立 命)

丸 田、池 面(立 耐、同大) 3回 公午1

巾

府、道
兇

uo匂 "8∠7ス フ ノブ,一貼9 中田達人(反 戦) 5回 公芋」市、道

応3u 7〕.6.12京 大全 掌大 曲↑」デ モ 遥 旧、金 団、勘 レ幡(暴 大)馳 枇人尋問 兇、娼
上3面

⊥53∪ 螺7皆奇多欝 捻 臨繍 藁実汐
b回 公半

証人澗i兇 ・建
1窃

兇一 ノし掻準'磁k台 悔 一吻 冒 凪 致一 駈禁 致傷

凡 強一娘 姐一髄 物不齪 入 仁一但緬 害

例物告広
例
外
半
屋一

憧
公
陸

生
が
プ
ラ
カ
ー
ド
饗
持
っ
て
泓
政
大
学

の
門
を
出
た
阻
後
に
お
こ
っ
た
も
の
。

学
生
は
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
ち
、
デ
モ
隊

形
を
と
っ
て
、
幻
五
百
耕
碓
れ
た
飯
田

揺
駅
に
向
か
埴
つ
と
し
に
と
こ
ろ
、
機

動
隊
が
不
当
な
阻
止
線
を
は
り
、
衝
突

し
て
白
一一r
一
名
が
小
当
書
珊
さ
れ
た

公
判
は
二
「
六
回
に
わ
た
り
、
こ
の

中
で
、
検
寮
側
は
、
起
訴
当
時
、
凶
器

準
伽
挺
管
誰
は
阻
止
淑
の
自
二
†
層
半

「農

童

セ
馨

で
は
、島

手
削
で
姻
M
」
、
さ
ら
に
縫
検
財
の
讐
,

漿
に
よ
る
と
「
門
を
出
た
と
こ
O
で
域

立
」
と
り
つ
よ
つ
に
一
致
し
厄
い
と
こ

ろ
乞
弁
誕
団
が
鋭
く
つ
き
、
「凶
甜
準

備
渠
台
罪
の
拡
入
重
用
に
よ
る
、
学
生

一産
を
佐
は
保
に
行
か
せ
な
い
た
め
の
予

駒
演
沢
し
あ
る
」
と
し
」
、
全
鋤
無
謬

を
缶
張
し
し
い
た
。

こ
れ
に
灯
し
、
被
魯
・
井
護

団
は

「
こ
の
制
決
は
プ
ラ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

検
蹟
側
か
一
歯
も
い
っ
て
い
な
い
の
に

"
擬
ヂ

と
き
め
つ
け
る
な
ど
、
立
祉

を
上
回
⇔
囚
容
で
耐浴
的
蟹
味
を
付
け

勘靴礎

。い.垂

ちに
厨 聴

4
生
を
避
け
、
い
つ
ど
こ
か
ら
入
延

し
に
の
か
全
く
わ
か
ら
ぬ
方
法
で
、
地

裁
庁
魯
へ
入
っ
た
加
朦
掌
長
が
法
建
に

姿
を
見
せ
た
。
そ
し
.」
、
五
分
も
障
た

め
ワ
ち
に
、
識
判
畏
の
「次
回
に
お
鵬

い
し
ま
す
」
で
雌
廷
し
に
、

被
旨
、
弁
讃
側
は
こ
の
日
翫
れ
た
加

藤
学
畏
へ
の
算
同
を
、
や
は
り
周
字
長

の
猷
人
尋
陶
を
予
足
す
り句
一十
二
日
の

熊
合
識
判
長
の
法
廷
で
、
合
わ
せ
て
行

な
つ
よ
つ
異
求
し
ん
。
こ
の
日
は
た
だ

一
人
許
吋
の
出
た
、
特
別
弁
護
人
と
し

て
折
漂
浩
果
大
教
叢
郎
助
献
授
が
出
廷

し
て
い
た
が
、
加
朦
単
長
糾
弾
は
四
月

一七
日
に
持
越
さ
れ
た
。

二
十
二
日
、
加
腰
踊
人
丁
錠
は
証
人

と
し
て
初
め
て
姿
を
み
せ
、
傍
脳
宰
生

の
激
し
い
遺
及
に
あ
い
な
が
ら
も
ー「
結

果
論
だ
が
、
入
試
復
沽
と
い
う
撲
い
次

冗
に
限
っ
た
場
合
、
あ
の
時
期
に
機
動

隊
を
導
入
し
な
か
っ
た
方
が
艮
か
っ
た

と
怨
つ
。
し
か
し
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン

が
持
込
ま
れ
た
ワ
ワ
サ
が
あ
り
、
犀
急

に
排
嫁
の
必
竪
に
追
ら
れ
た
」
と
発

言
、
全
く
無
目
寛
な
「読
口
」
を
行
な

兇一ノし掻準涌集台 悔一
強一漁要 姐一連進i

公一公務執行妨害 巾一
暴一暴力行為篭処罰に関する法偉
ぬ一息路交通法 砺一窃盗

 

例

奥
田
前
総
長
を
追
及

「
部
局
長
会
議
」
で
∬
な
わ
れ
た
討
諭

鑑

裁
畢

吾

楚

父

田
覇

㎜の
内
容
あ
る
い
は
発
薯

に
つ
い
て

長
)
に
ゐ
い
て
、
「
五
。
二
ち享
生
串

ま
、
「起
憶
し
て
い
な
い
一
等
の
こ
と

五

・
二
三
学
生
部
徹
底
抗
戦
18
回
公
判

三
月
二
し
草

後
一
時
半
よ
り
京

行
な
わ
れ
た
。
今
公
判
で
は
、
臭
田
策

前
京
λ
称
鼓
に
刈
す
萄彼
旨
側
の
反
対

尋
周
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
収
刈
尋
間
の
甲
で
、
証
人
の
歓

め
て
蹴
昧
な
応
対
が
目
に
つ
い
た
。
機

勘
隊
導
人
の
決
疋
を
ド
し
心
「部
周
長

会
議
」
に
囲
す
O擁
告
人
側
の
繰
り
医
噌

し
の
質
尚
に
も
、
て
の
土
導
者
が
証
人

麗

載
義
判
峯

八
・
藝

葡
穫

・
・愛

ず
馨

人
側
の
反

配
身
で
あ
Φこ
を

曽

し
つ
つ
も
二

対
尋
間
の
遺
及
点
を
そ
ら
し
た
。

次
回
公
判
は
、
六
月
四
日
午
催
「時

半
よ
り
行
な
わ
れ
る
が
、
今
公
判
に
お

け
る
反
対
抽
間
が
い
ま
だ
に
発
分
に
展

開
さ
れ
て
い
な
い
こ
を

、
検
寮
例
の

尋
間
が
多
少
残
っ
て
い
る
た
め
、
奥
田

前
総
髭
が
ま
℃
虻
入
と
し
て
出
妊
す

る
。

柳
文
卿
氏
強
制
退
去
峯
件

慰
謝
料
請
求
を
却
下

国
側
の
主
張
を
全
圓
的
に
認
め
る

国
側
の
⊥
奴
を
全
圓
厨
に
認
め
、
慰

.謝
料
の
譜
衣
峯

却
す
る
判
伏
を
ト
し

一た
・こ

の
事
件
は
、
一
九
六
八
年
三
月
二

=
⊥
ハ
日
、
日
本
ご
台
湾
独
立
埋
彊
の
一

員
と
し
て
禎
甥
し
て
い
た
柳
文
郷
さ
ん

に
対
し
て
、
国
が
「
小
払
残
留
」
の
名

目
ご
小
目
に
弘
制
収
白
し
、
同
趨
盟
の

姐
分
朕
次
と
蝿
-丁
摩
止
の
訴
え
に
対
す

る
判
伏
`
いに
ず
歪
皐
明
に
旨
湾
に
強

・麺
窮
雛

璽

鐸
縣
鴇
雛
難

事
件
に
対
し
て
、
家
族
か
ら
起
こ
さ
れ
鵬代
さ
ん
と
畏
男
が
曝
乞相
手
ど
り
、
二

て
い
た
馨

監
粟

藝

に
お
い
て
勇

力
円
の
慰
鐸

棄

す
.課

訟
を
起
こ
し
て
い
た
。

一
詔
の
東
京
地
裁
判
決
は
家
族
の
毘

張
を
全
面
陶
に
認
め
、
国
に
照
謝
料
全

額
の
支
払
を
命
す
る
判
決
を
下
し
て
い

一た
が
、
今
展
の
判
決
を
は
こ
れ
を
全
面

一

的
に
く
つ
が
え
し
た
も
の
で
あ
る
。

政
治
犯
の
強
製

還
に
醐
し
て
は
、

二
九
日
に
蟻
京
地
裁
に
お
い
て
、
同

じ
独
立
連
盟
の
張
栄
魁
、
林
書
旭
の
強

制
退
ム
処
分
を
、
「人
超
に
反
ず
る
」

東京高裁

と
し
て
取
消
♂
ー
択
が
下
さ
れ
て
い

る
。入
智
徴
の
再
⊥
程
、
劉
遺
畠
君
の
ビ

ザ
短
紹
等
、
い
よ
い
よ
強
化
さ
れ
る
戚

府
の
入
菅
行
政
の
中
で
、
今
回
の
判
決

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
裁
判
所
も
そ
れ

に
迫
ず
い
す
る
勘
き
を
見
せ
て
お
り
、

み
ピ
ロ
　
の
ナ
き
な
　
　
と
し
ご
の
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蝋錐
縦
ゲ濃
霧
け鉾
潔
羅
礫
確
鱒
瞳爵

後
派
〉
作
家
で
あ
る
。
す
で
に
死
ん
だ
は
ず
の

(
戦
後
派
V
作
家

が
仮
死
状
懸
の
ま
ま
酷
い
漂
流
を
つ
づ
け
℃
い
る
喜
劇
的
な
風
景

の
な
か
で
、
か
れ
の
作
品
が
一
条
の
関
の
な
か
の
道
を
暗
示
し
て

い
る
さ
ま
は
.
交
学
的
な
劇
の
底
し
れ
な
い
深
さ
と
悲
し
さ
と
を

あ
と
か
ら
ゆ
く
も
の
に
与
え
つ
づ
け
て
い
る
。

高
橋
和
巳
評

噛

埴
谷
雄
高
氏
の
文
学
は
、
歓
頭
徹
尾
、
そ
の
未
来
か
ら
の
光
の
、

ひ
そ
か
な
暗
示
、
あ
る
い
は
論
理
的
な
啓
示
に
よ
っ
て
い
る
。
人

が
筆
を
と
っ
て
紙
上
に
何
事
か
を
刻
み
つ
け
よ
う
と
す
る
と
き
、

ま
た
人
が
刻
み
つ
け
ら
れ
た
文
学
を
親
き
込
ん
で
共
感
す
る
と
き

常
に
そ
こ
に
は
あ
り
う
ぺ
き
未
来
の
栄
光
と
.
未
だ
到
り
え
ざ
る

苫
悩
と
が
あ
る
の
で
あ
る
.
意
畿
の
変
容
か
ら
存
在
の
革
命
へ
、

そ
し
て
人
間
感
傷
の
総
体
的
な
変
革
。
埴
谷
文
学
は
、
青
年
た
ち

の
魂
を
.
い
ま
だ
か
つ
て
な
さ
世
昇
へ
と
牽
引
し
て
ゆ
か
ず
に
は

お
か
な
い
の
で
あ
る
。

.

■
全
巻
内
容

国
死
鍵

囮
短
篇
小
説
集

囹
政
治
論
文
集

団
文
学
論
文
集

解
説

。
吉
本
隆
明

解
謀

・
秋
山

駿

解
説

・
鶴
見
俊
輔

解
説

・
井
上
光
晴

固
外
国
文
学
論
文
集

解
説
・
高
橋
和
巳

囹
随
想
集

解
説

・倉
橋
由
美
子

別
巻
/
埴
谷
雄
高
論

高
橋
和
巳

最
新
作

わ
が
解
体
定
価
5
5
0
円

一
つ
の
メ
ッ
セ
;

シ

小
田

需
桔
和
巳
の
こ
の
書
物
を
読
む
こ
と
は
、
正
直
に
窩
っ
で
、

で
あ
る
。
で
き
れ
ば
、
私
は
彼
が
こ
の
欝
物
を
通
じ
て
訴
え
か
け

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
か
ぎ
り
、
遠
い
と
こ
ろ
へ

立
っ
て
い
た
い
と
思
う
。
し
か
し
、
彼
の
こ
の
書
物
は
、
私
に
そ

の
よ
う
な
逃
避
を
許
そ
う
と
し
な
い
。
読
む
人
の
胸
に
、
と
い
う

こ
と
は
、
・と
り
も
な
お
さ
ず
、
私
の
胸
に
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ

れ
は
遣
っ
て
来
て
.
私
の
精
神
の
在
り
様
を
間
い
正
す
。
そ
札
ほ

ど
の
根
轍
的
な
も
の
が
こ
の
書
物
に
は
あ
り
、
大
学
闘
争
の
中
で

の
高
橋
和
巳
の
行
為
と
怨
想
の
発
展
に
は
あ
っ
た
。

薫実
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収
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内
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れ
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第

回

労
働
者
蹟
級
が
つ
い
に
発
見
し
た
統
冷
型
鱒
と
し
て
の
パ
リ
・
,
ノ
ミ
'
ー
ン
ー

そ
の
日
針
の
阿
史
は
へ犀、
一
点

三
胆
塚
に
お
い
て
凝
縮
し
て
突
き
出
さ
れ
て
い
る
.
実
に
農
民
、
労
働
者
、
セ
㌧
と
ノ
〃
ノ
ヲ
〆
敷
陥
委
員
会
(侃
藤

政
府
)
ー
末
端
行
敷
欄
力

(干
葉
県
)
の
激
突
が
日
々
繰
り
か
え
さ
れ
て
い
る
の
だ
.
そ
し
て
こ
の
激
更
は
今
に
は
じ

ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
六
六
年
反
対
同
盟
の
結
成
以
来
の
も
の
で
あ
り
、
長
い
闘
い
の
過
程
を
と
お
し
て
現
ム
で
は
「

何
が
何
で
も
勝
利
す
る
」
闘
い
と
し
て
七
一
年
政
治
過
程
に
巨
大
な
体
躯
を
も
っ
て
現
わ
れ
ん
と
し
て
い
る
。

本
紙
絹
集
部
は
、
三
電
塚
闘
争
の
〈
長
い
遺
程
〉
を
「ド
十
ユ
メ
ノ
ト
・
三
田
塚
」
と
し
て
、
今
こ
こ
に
再
現
し
全

国
で
と
も
に
闘
い
ぬ
い
て
い
る
学
生
譜
召
、
そ
し
て
何
よ
り
も
こ
れ
か
ら
闘
い
に
決
起
せ
ん
と
し
て
い
る
新
人
弓
誇
君

と
と
も
に
共
同
の
認
識
を
深
め
て
い
き
た
い
.
(
編
集
部
)

プ

ロ

ロ
ー

グ

佐
世
保
闘
争
に
参
加
し
た
戦
闘
的
労

働
者
の
一
人
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
敗
北
し
、
ま
た
突
畢
し
、
史
に
敗
北

し
な
が
ら
尚
抵
抗
す
る
ギ
生
の
姿
は
反

合
闘
争
の
中
で
の
ゐ
働
者
の
楼
と
今
く

同
し
だ
」
と
。

こ
の
わ
ず
か
な

U煮
は
、
格
命
的
ブ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
み
が
発
見
し
え
た

「
乾
命
的
学
生
」
の
真
の
姿
を
表
現
し

て
い
た
。
そ
れ
は
表
面
的
な
も
の
を
貰

き
お
ど
し
て
学
生
運
勤
の
底
に
あ
る
も

の
を
見
す
え
て
い
た
。
あ
る
い
ぱ
敗
北

を
酊
提
と
し
な
が
ら
な
お
月
つ
抵
抗
す

る
こ
と
の
中
に
し
か
人
釆
を
見
出
し
え

な
い
協
つ
ざ
に
ロ
バロ
に
な
っ
た
姿
は

ヒ
の
二
↓
年
近
い
4
命
の
過
程
の
み
し

め
さ
、
あ
る
い
は
「
少
ば
ら
し
さ
」
と

い
う
形
を
と
っ
た
「
空
Ψ
さ
」
、
そ
の

抽
象
化
さ
れ
抑
圧
さ
れ
ポ
ロ
小
ロ
に
な

り
っ
っ
あ
る
感
性
と
そ
の
撫
抗
の
姿

が
、
一
つ
の
政
治
的
闘
い
の
中
で
貝
体

朗
姿
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
、
そ
れ
を
革

命
助
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
鋭
い
霞
嬢

と
深
い
共
感
の
中
に
見
た
の
だ
。

(申

原
　

「
埃
産

義

『優
記

』
の
講
同

題
」
か

㌧
)
冒

κ

忙h

F

由ハ八
年
二
月

二
十
六
日

成
田
市
昌
グ
ラ
ノ
ド

壇
ー

」
L
い
反
対
同
盟
質
拐
局
」
び

叫

し
」
い
勺
。

農
ガ
の
i
地
を
無

間
や
」
鷹
,
或
旧
こ

ご
舎
りが
っ
て
い

る
の
た
。
」
.己の
闘
い
が
、
と
の
よ
⊃

巳

難

}ん

、つ

一も
ハ
C
の

貝
H
、"

昨へ

}
ノ
,

く
よ

JIL
り
人
ユ

正
膚
↑
1
〆

ハ

で
ノ
'
ノ

ご

ん
、
・、

ー
、
図
戦
誤

外
へ
」
ん
/

戊
旧
」L
.

目
戸
サ
、
削
逆
し

よ
⊃

戦
山

～頻
～
の
〃
ノ

、
に
65
」

た
、
ヘ
リ
0

ー
が
人
ロ
ハ
カ
の
こ
の

田
串

内
二
犠
11

れ

C
い
0
。
こ
の
属

田
由
新
睡

の
目
削
町
は
前
時
代
的
堕

臨
を
枕
け

勺
二

〕は

山
来
な
か
つ
た
。

全
国
を
席
5
3

つ
闘
い
の
嵐
が
今
h
民

亡
殊
」
ご
、一ん
た
.
異
常
な
警
嫡
。
ご
し

て

よ
ノ
,}盃

・蓮
の
導
場
。
成
田
巾

"
グ

ノ
ノ
ー

ム
}
朝
か
り
力
を
越
す
巾

鼠
ご
囲

爪れ
ご
い
り
。

一
一-
を
堅
9
k
対
同
盟
の
日
へ
〃
メ

ッ
ト
。
反
対
剛
胤
農
氏
も
、
へ
、日
は
い

つ
に
な
く
異
暫

}野
張
し
て
い
る
。

一

里
闘
争
が
写
」
に
鮫
合
い
ず
れ
か
に
か

か
わ
ら
♂
、
♂
C
に
今
国
的
闘
い
へ
と

は
い
り
こ

由
L
ゆ
り
た
。
機
動
隊
の
厳

質
警
備
。

午

俵
↓
的
戻
君
同
盟
、
卒

∫
趣
、
反

職
岬
年
黄
員
会
、
巾
鼠
の

二F
名
の
部

隊
は
四
f
に
四
置
ず
る
公
団
分
室
へ
突

畢
し

だ
。
わ

」
め
が
る
巾
氏
の
大
欲

声
。
衝
突
歩

曾
閃
体
と
聖
装
備
の
機
動

隊
。
猟
ぴ
か
つ
仁
。
発
射
さ
れ
る
装
用

申
の
放
小
。

[
わ
っ
ぺ
せ
ゐ
っ
ぺ
せ
/
」
必
死
に

取
防
す
る
反
対
同
盟
。
そ
し
て
概
動
隊

は
後
退
を
し
た
。

}
人
残
さ
れ
た
飯
高

成
田
署
髭
の
燵
め
の
弩
令
は
、
後
ろ
を

向
い
た
機
動
隊
に
は
聞
え
て
い
な
い
。

再
び
成
田
巾
宮
グ
フ
ン
ド
。
ず
ぶ
ぬ

れ
に
な
っ
た
穿
生
と
労
働
者
と
膿
民
は

お
旦
い
に
頭
を
見
合
せ
て
い
た
。
「
俺

感
は
、
こ
の
異
常
な
状
況
の
慮
荷
に
勝

つ
の
だ
」

俺
達
は
脱
凪
だ
な
。
だ
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
二
粗
塚
闘
争
の
本
当
の
厳
し

さ
は
こ
れ
か
づ
始
ま
る
の
だ
。

こ
の
日
反
対
同
盟
委
員
畏
月
打
一
住

氏
は
デ
モ
隊
の
先
頭
で
、
警
棒
の
乱
打

に
よ

和
重
傷
を
負
わ
こ
れ
た
。

反
対
同
盟
の
結
成
と

条
件

二
派

の
登
場

六
〇
年
女
保
闘
争
を
取
北
と
し
て
く

ぐ
っ
た
日
本
の
学
牛
運
勤
は
、
ハト
h

年
日
報
闘
争
、
六
↓
五
～
入
q
甲
人
7

費
値
1
げ
阻
止
闘
争
と
い
う
戦
後
生
竺

運
動
を
画
す
る
偉
人
な
闘
争
を
経
つ
つ

も
、
令
子連
の
「
四
分
五
裂
」
と
い
つ

深
刻
な
事
態
を
迎
え
、
混
迷
の
中
に
は

い
っ
て
い
く
。
当
然
に
も
、
分
裂
自
体

が
、
そ
の
時
代
的
制
約
の
反
映
で
あ

り
、
.τ
れ
改
の
亀
裂
で
あ
り
、
分
裂
自

体
が
ど
う
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
中
で
、
登
場
し
尤
派

実
力
阻
止
の
闘
い
に

全
'7
連

(マ
ル
,・同
中
核
臥
、
約
p

同
、
社
肖
同
解
放
派
な
ど
)
は
過
渡
的

な
団
結
型
態
で
は
あ
っ
た
が
、
ハ
舌
し

年
砂
川
闘
争
を
は
し
め
と
す
る
ベ
ト
ナ

ム
反
戦
闘
争
に
お
い
て
、
國
分
達
の
ス

ク
ラ
ム
を
軸
に
し
た
実
力
闘
争
を
人
衆

闘
争
と
し
て
や
り
き
り
〈
世
界
革
命
〉

の
「暴
力
性
」
を
実
践
的
に
復
機
し
た

と
い
う
点
に
お
い
て
、
他
の
潮
流
を
越

え
て
い
た
。

そ
し
て
あ
の
歴
史
的
な
バ
七
鉢
ー
月

八
日
の
召
田
で
の
実
力
闘
争
。
山
崎
博

僕
達

は

佐
世
保
、
王
子
か
ら
成
田
へ

、'

昭
君
し
い
ー
、
ひ

り̀
O
戦

〆

、
2

た
こ
の
闘
い
は
、
〈
未
だ
少
数
脈
の
決

起
V
で
は
あ
っ
た
に
し
こ
も
、
胃こ
の
後

の
人
衆
運
勤
に
お
け
る
武
甚
闘
偵
へ
と

51
き
つ
が
れ
こ
い
く
。

卜
・
八
、
f
一
・
一

闘
争
を
〈
目

か
ら
の
,
切
を
か
け
て
〉
闘
っ
た
全
、」

連
、
反
戦
の
戸
臼
、
曽
働
沓
.鳳
、
休
む

暇
な
く
、
佑
世
保
山
ン
タ
ー
プ
ノ
イ
ズ

寄
織
阻
止
へ
、
ー
」
野
戦
柄
院
粉
仰
へ

と
決
起
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
全
露
漣
、
反
戦
の
闘
い

が
ブ
ル
ノ
ユ
ァ
・
ぐ
ス
コ
ミ
を
稔
動
員

し
て
の
反
暴
力
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で

「国
民
」
か
ら
杜
へ
A的
〈
死
〉
を
冨

告
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
時
、
同
し
く

「国
家
の
繋
兼
・
穽
展
」
の
名
の
ト
に

31
出
黛
』
の
勉
仔
状
況
が
い
わ
れ
、

S
S
T
、
コ
ン
コ
ル
ト
・
ノ
・
ノ
ト
人

刑
機
の
開
光
が
な
さ
れ
て
い
る
中
で
、

政
府
ー
ル
ノ
」
ア
ノ
ー
は
、
産
れ
た
父

虚
、
運
楡
、
通
』
恥
囚
の
飛
躍
削
強
化

ノ
び
つ
め
ζ
、
人
型
勇
国
匪
翌

』の
建

設
を
打
な
わ
ん
と
し
て
い
た
。

　

当
初
予
矩
さ
れ
て
い
た
、
甫
女
、
本

更
津
が
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
建
設
な
ど
と

ぶ
つ
か
り
、
新
た
に
設
疋
さ
れ
た
富
里

も
、
二
翁
斗
に
わ
た
る
反
対
闘
争
、
三

十
囹
に
及
ぶ
ヂ
モ
な
ど
農
氏
の
決
起
の

目
ト
の
1
叢
乞k
雅
」孔
障㌧
し
、
七

れ
に
凱
す
9
闘
い
を
自
ら
の
体
毛
も

っ
て
の
実
力
闘
争
と
し
て
闘
い
抜
い
て

い
た
人
達
が
い
た
。
こ
の
人
達
は
つ
ぶ

や
い
た
,
一派
全
学
建
の
よ
つ
に
闘
わ

な
く
ち
ゃ
、
し
ょ
つ
が
あ
ん
め
え
」

「

孤
を
呼
ぶ
っ
ぺ
よ
/
八
闘
出
来
⇔

べ
」
と
。

こ
の
人
産
こ
そ
、
へ,な
お
、
即
ド
壕

に
も
ぐ
っ
て
、
空
澁
建
虚
阻
"
闘
争
を

闘
い
抜
い
て
い
る

】噴
塚
の
農
民
で
あ

る
。こ
つ
し
ご
、
二
里
塚
へ
、
革
命
的
争

封
、
労
働
者
が
登
場
ず
Φ
こ
と
に
な

る
。も
っ
と
も
、
こ
の
間
に
は
、
日
本
共

好
党
の
「彼
等
は
、
ト
ロ
ノ
キ
ス
ト
と

い
わ
れ
る
暴
力
築
団
で
、
マ
ス
コ
ミ
に

ヒ
り
あ
げ
ら
れ
⇔
の
も
、
彼
等
が
闘
争

破
嬢
の
分
裂
-
羨
昌
た
か
ら
だ
」
p
[

トソ警 棒 の乱 打 、ふ っ飛 ぶ ヘノレメ

暴虐な弾圧に一歩 も譲らず

 

派
や
k
戦
爵
年
委
な
ど
と
八
細
す
れ

ば
、
角
材
で
な
ぐ
b
れ
て
人
ケ
ガ
す
る

し
、
民
宿
さ
せ
れ
ば
、
家
庭
は
破
壌
さ

れ
る
」
な
ど
と
い
う
、
卑
劣
な
分
断
策

勤
を
粉
砕
し
反
対
同
盟
が
日
本
共
産
党

こ

の
異
常

な

巾
で
政
府
が
F
五
臼
戸
の
酵
家
の
移
転

け
不
可
能
と
判
断
し
、
断
念
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
ハ
六
年
ハ月

一寸

一
日
、
突
如
と
し
て
奴
府
ノ
ル
ノ

ア

「三 派 を呼 ぶ っぺ よ
」

闘いをとおして労農学の提携へ

「

ー

ム

67年

8.15Lい ∫隅盟、支媛団体貞4,000名 、外享レ測量の公示中止を要求し ご県月、こ

1ノし議f∫動芝fJ砿 ⊃。」 ノんた農民之機勒隊力ひこぬく、反寸同盟は 「強

制クイ打ちと中止uな い陽芒ヤは徹夜⊂これ謎 耐了つる」ことを確認し、

徹夜こすわりこけ闘争を貫徹つる。

10。IG二f裏 県警の機動隊2,000名 とともに公[コL見れ、強制測量を行なおうとす

る。反対同盟は、占ヰ行動隊を先頭に、スクノムLピ ケをはり、機動隊

と激突した。負傷者多数が こた。

この目、公団は、第一、第二{躯・の杭打うを敢1∫しん。

11.3こ れよご、陰に易に、反対「ロ1盟を制初し⊂ごた日本共産党の妨害を叢っ

て、全 、連、灰戦旨の初の三者共闘か実現しアの

この日闘手以木はレペκ 用地内8」 の級昧ト1ノモ之貫倣した,

12.15三 里み二山連合聾馴く対1・」盟よ、ロト人産党の上団団目己批肖なしに よ

一切人 嵩レないことこべ凡9

68牢
2.2δ_、 」ユ虫(三1)£ へ款rr去 二L歪 よし～ウご三 里啄 こ公齢こ 血 男、 一コ ノ

ク大 ノJ岨止 闘 」か闘4ノれ る。 この 闘 争 こ、イ・コub数 圭名か止 捕 一れ、

負傷 費 ま、15」 名♪ 畝えた。

3.10こ の 日の闘 争 ⊂TBSア レヒの、如 人行動 隊をの せた ぞイク ロハス が、

検 問匹 かか ⊃ご、貞仕 蓬は 解雇 、配転 を:)け た。

(負 傷 畜敦)季 傷 者35名(琶 識不 明3名 、 偶折 、裂傷 嬉とが 目呈 つ)入

β・c昌350名 、 遠揖1者 」生198名 、芳働 蓄試)名、農 民18名

3.31「 罫業誌人三日」 粉砕闘 争

と
ゴ
を
切
る
と
い
,
事
態
を
衝
過
す
⇔

の
で
あ
る
が
。
全
融
反
対
を
、
自
分
の

生
沽
を
か
け
て
闘
う
展
民
の
目
に
は
、

機
動
隊
が
現
わ
れ
る
や
畷
り
込
み
の
ス

ク
ラ
ム
を
解
い
て
歌
を
唱
い
は
し
め
、

「
反
対
同
盟
の
皆
さ
ん
、
敵
の
挑
発
に

の
⇔
の
は
や
め
よ
し
、
,
。
駆
り
必
ひ

、獣彪
父
O
燵
反
ご
慮
禰
ご
れ
ま
」
。
凶

鯖
が
∠
要
で
♂

ユ
叫
ぶ
だ
け
⊂
敵
剛

か
b
逃
じ
し
た
日
本
舐
茸
党
、
K
育

が
、
共
闘
の
相
丁
で
、臥
な
い
こ
こ
は
歴

黙
と
し
て
い
た
の
だ
。
」

状
況
の
重
荷
に
克

つ
の
だ
!

鷹 雪。)

ノ
ー
ぱ
冨
響
に
隣
接
す
る
一亀
塚
に
窯

港
建
醍
を
決
定
し
、
「糾
菓
駄
国
殊
三

爵
建
設
は
、
日
本
の
曜
業
に
と
っ
て
主

ー
命
令
で
あ
り
、
国
家
的
事
装
で
あ

り
「
と
]明
し
た
。

六
六
年
六
月
二
十
八
日

地
兀
人
爵
水
の
遠
山
巾
鉾
校
で
父
対

同
盟
転
匙
し
れ
る
。
地
ハ農
民
の
ほ
と

ん
ど
が
策
よ
り
、
参
加
者
幻
千
五
日

名
。六
六
年
十
二
月
二
十
七
日

こ
れ
ま
で
"全
庖
決
証
白
紙
撒
回
"

の
決
威
を
付
な
い
、
反
幻
運
動
の
」翼

を
担
っ
て
い
た
.柘山
町
議
会
は
、
九ム
値

公
団
ー
ー
葉
県
-
局
-
政
尉
プ
ル
ノ
」

ア
ノ
ー
の
陰
筆
た
る
が
断
策
動
の
甲
㌔

決
轟
を
白
紙
に
還
几
し
た
。

六
七
年
E
月
六
日

反
対
派
切
り
崩
し
策
課
の
中
C
、
ミ

件
二
脈
(六
六
勾
九
月
結
成
ご
れ
ナ
正

溶
間
題
部
溶
対
策
協
識
会
`
、
こ
の
日

結
放
さ
れ
た
空
面
対
策
地
権
者
会
)
が

登
場
し
、
公
団
側
の
買
収
ユ
伯
が
塵
め

ら
れ
だ
。

六
八
年
三
月
十
日
午
後
五
時
半

成
田
市
営
グ
ラ
ン
ド

ど
こ
か
遍
く
で
「
進
軍
フ
ノ
ハ
」
が

鳴
っ
た
よ
つ
に
思
え
た
。

「ま
さ
か
、
軍
隊
が
来
て
㊨わ
け
じ

は
な
い
し
、
進
軍
フ
ノ
ハ
が
聞
え
て
来

る
は
ず
が
な
い
。
」
口
本
全
国
の
度
戦

喬
年
安
員
会
、
全
学
趣
を
や
ち
あ
が
b

せ
五
τ
呂
の
機
動
隊
の
噸
ー
と
闘
い
抜

串」夕
答
の
巾
営
グ
ノ
ン
ド
で
乾
括
爆
会

を
開
い
て
い
た
八
丁
名
の
両
加
畜
は
て

う
思
,
て
い
ん
。
「
あ
の
ト
/
(
ル
街

道
に
な
ら
ん
だ
機
勤
阻
凪
眠
-
の
た
め

な
の
だ
」

だ
が
、
て
れ
は
威
D
e
ほ
な
八
か
,

た
。
翠

員
検
李
」

か
の
旧
日
ム
滑
国
軍
協
の
、
恵
電
ノ
ノ

パ
」
は
機
動
豚
に
よ
っ
て
本
含
に
な
ら

さ
れ
て
い
た
の
だ
。
鉢
眠
の
巾
畑
グ
ノ

ン
ト
に
雪
崩
の
如
く
押
し
よ
せ
る
磯
動

豚
。
投
網
の
如
く
防
石
不
ノ
ト
が
反
対

に
乱
む
。
ふ
っ
と
ぷ
ヘ
ル
メ
ノ
ト
、
横

も
が
機
勅
豚
こ
踏
{
L
お
亡
れ
る
。

げ
の
降
繍
甥
と
イ
し
た
。

同
盟
の
⊥
に
あ
び
せ
ら
れ
、
一
網
打
尽

転
寸
前
の
笛
伝
隼
。
三
威
位
い
の
子
ど

解
散
纂
合
の
緋

グ
ノ
ノ
ト
、鳳
、
弾

一口
材
又
切
同
盟
委
員
長
は
し
め
、
吾

団
体
の
あ
い
さ
つ
e
解
盆
か
終
っ
た
め

と
反
吊
・一

五
〇
人
4
九
頭
に
中
核

炎

O
o
人
が
汽

に
続
い
て
叩
役
躯
一

に
同
か
っ
て
武
装
デ
モ
を
展
囲
し
は
レ
一

め
た
。
巾
役
所
の
ま
わ
り
は
、
直
簿
二

↓
舜ノ
以
1
の
丸
太
に
よ
る
バ
リ
ケ
ー
「

ド
、
有
刺
鉄
禁

は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
空

騨噸羅

難
馨

」

デ
モ
目
標
は
自
ら
の
帝
国
し
義
的
利
一

竪
緩
誘
墾
篶
讐

力
の
、
こ
の
成
田
に
お
け
る
出
店
で
あ
}

る
公
団
∬
室
。
そ
れ
は
市
役
所
に
向
っ
「

で
も
働
に
、
高
い
ヘ
イ
に
よ
っ
て
か
こ
」

ま
れ
た
プ
レ
ハ
プ
ハ
ウ
ス
で
あ
っ
た

】

四
時
少
し
前
、
つ
い
に
バ
リ
ケ
ー
ド

一

灘
罐
蝶
過

数
卜
分
の
攻
防
戦
の
の
ち
突
如
宵
岐
一

奮

禦

・
そ
い
、
あ

虚
・
∠

い
て
バ
リ
ケ
ー
ド
内
の
機
動
隊
も
い
っ
　

き
ょ
う
に
政
勢
に
出
た
。
デ
モ
隊
は
巾
一

役
所
に
同
つ
虐
を
有
と
左
に
が
断
こ
れ

た
。

一

(
准
括
簗
食
の
碍
過
は
前
に
銀
へ
ん

ヒ
お
り
で
あ
る
)

}

一
旦

谷

の
撃

か
b

昌

一一

目
ま
で
の

画
の
闘
争
の
中
e
、
一

(
∫
連
や
反
戦
甫
勾
委
員
会
の
拷
勺
、
一一

弓
働
壱
は
、
反
対
同
盟
員
宅
に
民
伯
し

に
。
反
対
同
盟
員
の
全
て
の
家
が
民
日

し
瓦
人
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
岐
,

、弧、
夜
埋
く
ま
ご
、
互
い
に
滴
り
A
,い
一

く
汐
を
探
め
た
。

同
盟
員
は
民
宿
し
ん
掌
L
、
労
働
召

に
胡
、
弁
当
を
わ
に
し
て
、
闘
伯
に
辻

り
だ
し
た
。
せ
し
て
闘
箏
僕
・
機
動
豚
一

の
瀬
圧
に
よ
っ
て
ぴ
し
ょ
漏
れ
に
な
り
一

げ
か
を
し
(㌻

生
達
に
は
・
衣
服
と
風
一

マ
イ
わ
か
し
こ
ロ
つ
た
む
ニ
む
ば
ニ
コ

ヒ

・
お

蓼

つ
ざ
羨

め
た
。

」

(つ
づ
く

・斎
)

四囲

写
真
醜
朋

右
上

ハ
リ
ノ
ー
ー
を
つ
く
っ

て
、
唄
制
測
埴
隠
ド
す
0
展

民
、

右
中

14
出
か
ら
伍
世
保
、
そ

し
て
敏
田
へ
、
闘
い
の
あ
る

と
こ
ろ
、
常
に
今
学
運
が

有
下

へ-碑
三
月
、
第
一次
代

執
行
阻
"
を
闘
う
手
生
部
啄

左
上

公
団
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

に
火
夫
し
ノ
で
闘
う
巖
民

(へ「
ヰ
三
月
)

する創造的な問答の広場人間学として回

圓
極度に細分化した学問を

定価480円

館学小

難 欝 倉層
冠;川亀久彌 ・梅原 猛 ・杉田元宜

■ 現 代 に お け る 死 の 意 味/樋 口 和 彦
死 に固為 な位 置づ けを し、生 の論理 を止k

しをがb、 現 代の非 入間性 を指摘

く誌上シンポジウム》新 しい 生 命 観 の 模 索

湯 川秀樹 ・岡本唐一 ・園原大郎
市 川亀久彌 ・笠 原 嘉 ・樋 口和彦

コ第2号 参加者

吻 川秀樹

わ田ノし正

戸 田譲旧

岡本消一

園原 人郎

力・那 人 ∫ 宮 ㍗教 長 ■

f」山 ∫F.。入 、教1.

ヵ 都 人P∫ 名 麿 教 撮

ガ 都 精 羊 知 期 入 ∫!k

ゐ 都 人 ∫又 ∫部 教 叔

闘 未来 史 の 創 造 と新 価 値 観/市 川 亀 久 彌 制 穐 ん 爾 同昌1人 ∫理llli則 、
社 会のモ ラル を維持 。発 展 させ て きた小教 に
かわ るものと しての芸伽 循動 を提 勇ミ

〈誌上シンポジウム〉宗 教 的 人間 観の 意 味 した もの

湯川秀樹 ・梅原 猛 ・竺原 磁 馳 ロ和接

岡田丈大 。市川亀久彌

初原 猛

笠隙 嘉

樋口和彦

嗣田丈夫

払 」占

力、都人 ∫助教長

同 こ社 人 ∫神 ∫部樹 夏

d論 邪 〒 旧1東 京都千 代田区 一 ノ橋2-3-Ib

振替 東京45rO7番

● お近 くの 書店 に〈創 遭の 世 界 〉が ない 場合 は書店 ま たは 直接 、小 社 ま て こ庄 文 くた さ い

曜

、
胃

馳



e

旨

第1515号 (黙 環郵使物獅 窮 部 こ大:薬 轟序 月眠 昭和46年(ア97わ4月5日 月 謄臼 f4}

君のカは自由の中でこそ生きる

1

のビジョンは?

これ こそ君自身で聞いてみたまえ
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1。 、,偽ちで、、雌_レ ジ ・一 幽 ビ ル ‡糖 ・1
≡ おしゃべり仲間と会ったとき一 銀 閣 の ホ トリ散 歩 して お とな感覚 とエレガ ンスな ≡

≡ もちろん恋をしたとき 四 人 そ ろ へ ば 唯 だ ま って'フ ィー リングで ≡
■.;

レ
__∴ ★学生諸君の調 歓迎 .≡
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遠 く80年 甫 、わが国最初の石油会社 として誕生 して以

来、わが国初 の機械掘削井第1号 を戊功 させ たあの誇 り

高 きパイオニア精神 は、今 もなお日本石油に脈々と生 き

続けていますσ

高品質製晶を生麗する、安価な石油を安定的に供給す

る℃そのために日本看油 は原油供給源の分散化を考 え、

その一部 として自ら油田開発 を手がけてお り、また超大

型 タンカーの建造◎石油中継基地の設置、あるいは石油

化学部門への進出、あ るいは公害対策など、常 に積極経

営 を推進 しています。これ らのアクションのひとつひ と

つは輝 かしい日本の未来 を約束 し、豊かな くらしの基礎

となるのです。

常に日本の右油業界のり一ダーとして歩む「日本石油J、

その底 にた くましいパイオニア精神 の血潮 を脈打惣せな

が ら、日本石油はさちに限 りない前進 を続けます。

日1底 石 油 株 式 会 社命 日 亦 臨 嚇 醐 棉 式会 社
会 社 概 要

● 設 立 日石/明 治2正 年5月10目(目 精/IYI和26年10月1日)

● 資 本 金 日石/225億 円(日 精/80億 円)

●代 表 者 取 締 役 祉 琵 瀧 口 文 夫 ● 従 業 員5500名

★ 就 職 につ い て の 遮 絡 先

東 京都 港 区 西 新 僑1-3-12㊦105麿(03)502-1U1

日 本 石 油 株 ユ℃会 社 勤 労 部 入事 課

日 本 石 油 精 製 株 式 会 祉

大 阪 市 北 区 中 之 島2丁 目22(新 朝 冒 ビ ル)e530費(06)203-5241

日 本石 油 株 式 会 祉 大 阪 支 忙 総 務 課
日 霜 石 油

現
代
を
支
え
未
来
を
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日
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「
国
際
聞
の
人
の
交
流
は
、
ま
す
ま

す
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
・

わ
が

国
か
ら
外
国
へ
行
く
人
、
外
国
か
ら
わ

が
国
に
や
っ
て
く
る
人
は
多
数
に
の
ぼ

る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
人
の
入
国

と
出
国
の
智
理
、
そ
れ
に
わ
が
国
に
い

る
外
国
人
の
在
留
の
智
理
、
こ
れ
ら
を

公
正
に
行
な
つ
こ
と
、
こ
れ
が
、
出
入

国
留
理
法
`
の
目
的
で
す
」
(新
し
い

『
出
入
国
冒
理
法
』
案
の
解
説
・
法
務

省
合

局
、
よ
り
)

「
出
入
国
暫
理
法
」
案
は
、
三
月
十

六
日
の
閣
躍
に
お
い
て
最
終
決
定
さ
れ

た
。
政
府
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
統
一

地
方
選
、
参
議
院
選
挙
を
見
据
え
て
、

欄
勢
を
う
か
が
い
つ
つ
、
更
駆よ
里
か

ら
「悪
く
と
も
継
続
密
議
へ
も
ち
こ

む
」
石
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

入
蟹
法
に
対
し
て
は
、
六
九
年
以
来

在
日
軋
解
人
、
中
国
人
の
生
命
を
賭
し

弗
岡
い
ヰ
死
頭
に
、
多
く
の
部
分
か
ら

批
判
作
業
が
理
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
政
府
プ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー

は
、
「外
国
人
を
智
瑠
浄
る
の
は
国
家

と
し
て
の
当
然
の
権
利
」
と
し
て
、
入

智
法
の
『
必
農
梶
』
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

馨

と
と
も
に
・
現
実
の
ア曾
行
政

を
虚
し
て
、
入
鷲
法
の
内
容
を
先
取
り

し
て
き
た
。

政
府
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
「入
習

法
」
に
か
け
る
意
図
は
何
か
?
一体
何

が
い
か
な
る
制
約
が
強
化
さ
れ
ん
と
し

て
い
る
の
翌

こ
こ
に
そ
の
一
端
の
暴

露
へ
む
け
、
入
智
法
の
内
容
に
触
れ
つ

つ
問
題
を
豊
理
し
て
ゆ
き
た
い
。

六
ん
年
人
醤
沙
粕
静
闘
争
は
、
そ

の
闘
争
対
象
を
「a
案
」
と
し
て
し

゜

か
と
ら
え
え
ず
、
ブ
ル
ノ
ゴ
.-
ノ
ー

の
動
同
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
つ
つ
消
え

亡
っ
て
い
っ
た
、
七
卜
勾
、
「人
讐

μ
門
」
と
し
て
対
象
を
払
人
し
つ

つ
、
「晟
族
』
の
壁
を
通
じ
て
の
!

ル
ノ
ヨ
ア
ジ
ー
の
分
吻
を
現
実
的
に

突
破
し
て
ゆ
く
も
の
と
し
て
人
留
闘

争
は
闘
わ
れ
て
き
た
。

こ
こ
に
再
度
の
「入
冒
法
」
の
愈

糊
に
対
し
、
閻
い
の

"刃
溜
を
と
ぎ

す
ま
し
て
初
か
ね
は
な
る
ま
い
。

(細
集
部
)

て
,
韓
国
鰭
】
1
朴
政
種
へ
の
肥
従
ー

を
強
要
す
る
と
と
も
に
、
「
ム
仕
檀
」

申
認
膏
に
苅
し
て
は
徹
底
的
な
、
易
元

凋
査
σ
を
慮
し
て
、
戦
後
人
国
暫
、
一

時
帰
麗
者
を
、
箱
尭
し
、
申
閉
を
不
計

可
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
既
得
権
と
し

て
あ
っ
た
「法
毎
一
二
入
層
」
を
剥
鴛

し
狗
別
在
留
資
格
に
す
る
な
ど
、
在
日

朝
鐸
人
の
法
的
地
位
を
畑
分
化
・
ス
女

定
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ

け
、
「永
住
催
」
魂
取
醇
者
1
朝
鮮
籍

の
朝
鮮
人
に
対
し
て
は
、
血
留
簸
格
の

遠
い
に
よ
る
社
会
保
隊
、
篶

保
腫
、

既
職
な
ど
の
凶
に
お
け
る
制
駒
の
強
化

蓮
別
を
も
っ
て
の
社
会
的
隷
属
の
強
化

と
と
も
に
、
「法
律
一
=
・ハ
号
」
と
い

う
一
定
の
ゆ
権
莉
ザ

(在
日
朝
鮮
人
に

と
っ
て
は
、
肖
然
す
ぎ
る
も
の
で
あ
る

が
)
を
な
ん
と
か
剥
鷺
・
抹
消
せ
ん
と

し
て
い
る
。

褻

に
お
け
る
法
窃
魯

原
案
へ
の
修
正
64
二
の
}
淫
の
過
秤
の

中
で
把
え
つ
る
、
鎌
述
)

ま
た
劉
響
麟
君
に
対
す
.9
、
「
政
措

活
助
」
を
理
由
と
レ
ん
在
羅

間
の
一

年
か
ら
半
年
へ
の
短
縮
と
い
う
弾
圧

は
、
法
務
入
良
の
大
幅
な
「
目
由
裁
翼

糎
」
1
在
留
の
酎
可
、
不
評
可
期
聞
の

長
燈
な
ど
¥
一
切
は
法
務
大
臣
の
思
つ

ま
ま
、
日
本
に
在
留
で
き
む
の
は
ρ恩

罫

的
措
口
と
き
れ
て
い
る
ー
を
タ
テ

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
在
日
朝
鮮
人
、

中
国
人
に
対
し
」
-
政
洛
沽
動
の
票

止
」
を
強
割
し
、
抵
抗
す
る
部
分
に
は

「
在
留
不
計
可
↓
強
剛
偲
去

の
洞
隔

を
く
わ
え
ん
と
し
」
も
の
で
あ
る
。

ご
の
劉
筍
へ
の
弾
住
は
、
明
ら
が
に

入
嘗
法
の
囚
容
を
先
以
り
し
缶
も
の
で

あ
り
、
渥
務
人
良
の

目
由
裁
嬉
権
」

の
飛
鞘
的
拡
入
、
「
政
治
酒
望

の
災

止
条
項
な
ど
、
入
甘
法
の
骨
動
と
も
な

る
も
の
で
あ
⇔
。
へ後
述
)

一
方
、
こ
の
「自
由
戴
枇
鯉
」
に
関

し
て
は
、
一月
三
r
一
目
、
広
勘
畑
戴

に
お
い
て
「法
務
大
胞
の
臼
由
裁
億
と

い
っ
て
も
愚
凪
を
誘
め
に
も
の
で
は
な

い
」
と
の
判
決
が
出
さ
れ
、
ま
凋
、
三

月
二
「
九
日
に
も
粛
京
地
戴
に
お
い
て

「特
別
在
鯉
髪
昭
め
る
か
、
ど
う
か
は

大
臣
の
廓
肉
戴
遺
だ
が
、
そ
れ
は
無
制

限
の
も
の
で
は
な
い
。
人
遭
に
反
し
、

正
鋤
の
餌
念
に
も
と
る
処
分
は
取
鴻
し

と
な
る
」
と
の
内
容
に
よ
り
、
台
湾
独

立
連
盟
の
二
人
に
対
す
羅

去
ご

取
梢
す
判
決
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
判
決

・

は
、
内
容
に
お
い
て
不
皿
分
な
点
を
含

み
つ
つ
も
、
行
政
価
刀
の
「
自
由
戴
k

椎
」
に
対
す
る
一
足
の
チ
ェ
ノ
ク
の
役

別
を
は
た
し
て
い
る
。
こ
の
穣
な
削
法

r岬 図刷鞠叫 り胴

 

静

を
通
じ
て
の
】
定
の
藷

β
段
に
つ
い

て
も
、
入
醤
演
に
お
い
て
は
、
「雌
五

強
制
手
統
き
の
合
理
化
」
と
し
て
、
救

済
車
段
を
断
た
ん
と
し
て
い
る
。

さ
b
に
、
こ
の
一
月
以
瞬
の
、
林

兀

躍新
毬
、

9
一
氏
の
強
剖
取
谷
・
強
制
感
還
、
ハ
ー

バ
フ
・
バ
ノ
さ
ん
の
上
陸
不
詩
可

(敗

訴
)
、
劉
彩
、叩
さ
ん
の
氷
仔
申
講
不
㎡

可
と
い
う
入
醤
行
敵
の
方
向
性
は
¥
そ

の
璽
幻
夙
と
し
て
の
入
官
法
を
見
す
託

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
9

■
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ

ー

の
意
図
☆

☆

☆

政
吋
法
務
省
は
こ
の
入
営
法
の
必
畏

枕
に
つ
い
て
次
の
種
な
点
を
列
全
し

て
い
る
。
「⑪
『
出
入
国
響
理
令
』
は

ポ
ツ
ダ
ム
政
令
、
②
驚
異
的
に
増
加
し

続
け
る
出
入
国
看
、
③
ノ
ヤ
ン
ポ
、
S

S
r
軌
屯
機
時
代
へ
の
対
応
・
④
出
く

国
十
軌
き
簡
易
化
は
世
界
各
國
の
課
題

⑤
以
漿
転
換
を
せ
ま
ら
れ
る
出
入
国
冒

理
1
含
理
化
と
管
狸
強
化
」

す
な
わ
ち
、
①
労
憾
力
移
入
の
蟹
講

へ
の
対
応

②
荏
日
朝
群
人
・
中
図
人

へ
の
営
理
・
抑
庇
体
制
の
整
備
彊
化
、

③
②
従
通
し
て
の
日
傘
人
民
と
朝
解
人

蟻

写
斜
聖

..馳

..

民
・
中
国
人
民
の
分
断
、
④
日
職
法
的

地
位
協
定
に
引
き
続
き
仕
日
朝
群
人
民

内
の
分
断
拡
人
、
と
い
う
棟
に
整
理
で

き
る
。
人
管
法
に
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
基
本

力
針
は
「外
国
人
の
場
合
、
当
然
日
本

に
任
む
椎
利
は
な
い
」
(入
冒
局
黒
田

の
発
.口
)
の
盲
葉
通
り
、
居
住
の
自
由

を
　切
認
め
ず
(在
日
朝
鮮
人
。
中
国

人
の
〈
存
石
〉
の
持
つ
歴
里
性
の
抹

殺
)
「
日
本
の
屠
住
で
き
る
の
は
政
村

の
恩
悪
」
と
し
て
、
育
留
を
め
ぐ
り
征

日
中
明
入
底
の
更
凪
る
隷
属
ご
強
要
せ

ん
と
し
て
い
る
。

■

「
自
由
載
量
権
」
の

拡

大戻

イ

☆

入
留
♂
の
ハ
ノ
ク
ボ
ー
ン
と
も
い
う

る
者
を
除
く
ほ
か
、
法
務
大
臣
に
お
い

て
日
本
国
の
利
益
ま
た
は
公
女
を
冨
す

る
行
為
を
行
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
と

帥

め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
)

と
り
わ
け
、
退
ム
強
制
に
対
す
る
異

議
申
し
M
て
、
強
制
込
還
の
先
、
特
別

在
留
講
可
を
認
め
O
♂
否
か
、
ヒ
陸
訂

可
、
永
住
許
可
を
認
め
る
か
合
か
な

ど
、
朝
箪
人
・
中
国
人
の
生
命
に
も
か

か
わ
る
す
へ
て
の
事
項
が
、
法
務
人
臣

の
「
裁
量
」
に
一
切
か
か
っ
て
い
る
。

(
「
裁
鍾
」
の
内
各
に
つ
い
て
は
、
劉

遭
昌
君
の
直
訴
状
に
刃
す
る
木
永
。
黒

田
の
「回
喬
」
を
見
よ
)
ま
た
、
「
日

本
国
の
利
益
ま
た
は
公
女
」
を
前
面
に

出
し
、
そ
れ
を
「
嵜
す
る
」
も
の
と
い

う
不
明
確
な
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
拡

大
解
釈
に
よ
り
、
朝
算
人
民
。
甲
国
人

民
の
闘
い
へ
の
鳳
舛
な
弾
圧
冷
準
備
し

「
活
蜘
の
指
疋
【
条
塩
で
あ
り
、
第
二

十
ハ
条
「
中
止
論
令
、
更
奴
訂
的
政
価

活
動
禁
止
」
の
粂
項
で
あ
⇔
.
一
佃
甥

の
指
だ
」
は
外
国
人
に
刈
し
」
、
そ
り

在
留
沽
動
に
関
し
て
、
「
必
舜
が
の
包

と
認
め
る
時
」
は
、
そ
の
価
吻
の
囚
廿

。
場
所
・
機
関
等
と
指
辻
で
き
0
`
い

う
も
の
で
あ
⇔
。

さ
ら
に
、
そ
の
反
革
命
怯
を
あ
b
の

に
し
て
い
る
の
は
、
「
政
論
占
動
の
兼

止
」
差
項
で
あ
る
。
1
第

丁

ハ
粂
}

項
二
弓
、
日
本
国
の
機
関
に
お
い
て
吠

定
し
た
政
策
の
実
施
に
反
刈
す
る
公
囲

の
樂
会
も
し
く
は
集
団
小
威
趣
勤
と
占

催
し
、
も
し
く
は
指
導
し
、
雀
π
は
公

衆
に
対
し
、
日
本
国
の
機
関
に
お
い
て

決
定
し
た
政
策
の
笑
施
に
反
対
す
る
こ

と
を
せ
ん
動
す
る
演
説
も
し
く
は
又
幽

書
図
画
の
頒
布
も
し
く
は
掲
小
ー
を
し

弾
肚
を
型
へ
る
事
を
公
黙
と
冨
.し
に

も
の
で
あ
る
。

さ
b
に
こ
の
「
政
治
盾
勤
禁
止

飛

項
乞
、
協
定
ム
住
権
」
取
禍
者
に
は
適

.㌔
゜

コ

ハ
リ

の

都
改

皿
こ
し
L
、
一

　

一
ハ
」り
蝦
用
白
窪

囲
を
コ
昭
層

一
ー

年
九
月

日
以
前
か
ら
、
出
入
国
曽
塊

法
(昭
和
四
ー
六
年
法
律
第
O
O
6
)

在
日
朝
鮮
人
内
の
分
断
を
意
図

べ
き
魚
は
、
法
獅
入
臣
の
「
自
由
扮
剛蔦

権
」
の
人
幅
な
拡
大
で
あ
る
。
法
案
の

基
本
条
項
の
す
へ
て
に
わ
た
り
、
一切

が
法
務
穴
臣
の
裁
慧
事
項
と
な
っ
て
い

る
。
例
え
は
、
ー
座
許
可
、
在
留
質
格

在
留
刑
間
の
匁
r
・
更
新
許
可
・
氷
仕

権
、
再
人
国
許
可
・
退
ム
弧
制
。
特
肘

在
留
評
可
・
収
廿
・仮
放
免
な
ど
が
て

れ
で
あ
る
り
(例

⊥
腔
許
訂
麺

ハ
条

仏
の
各
げ
の

に
畝
重
す
る
外
国
人
に

灯
し
し
は
、
ー
陛
訂
可
"
テ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

五
、
前
各
層
に
掲
げ

薄

騨
、

輩

外
国
人
管
理
体
制
の
確
立

へ

■
入
管
行
政
の
動
向

☆

☆

☆

六
九
年
八
月
、
旧
「
入
習
法
」
は

「
大
学
立
法
」
を
め
ぐ
る
攻
防
の
申
で

廃
案
と
な
っ
た
。
政
肘
法
務
省
は
旧
法

案
に
対
し
省
干
の
「
羊
匠
し
」
を
加
え

新
法
案
を
決
定
レ
た
。
こ
の
新
法
寒
の

内
響
の
検
鯉

磧
し
て
、
こ
の
間
の
入

管
行
政
の
動
同
を
鮮
朋
化
す
る
事
か

ら
、
入
留
法
国
会
再
上
稗
の
意
味
を
明

確
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
製
で
あ
う

う
。六
九
年
の
状
況
と
現
在
を
比
吸
し

て
へ
も
っ
と
も
璽
畏
な
点
は
へ
一月
十

六
日
を
も
っ
て
謹

切
れ
を
萎

λ

た
、
日
韓
法
的
地
位
協
足
に
遷
つ
く

「
永
任
据
申
耐
」
と
そ
れ
に
と
も
な
う

政
府
法
務
省
の
在
目
麗

入
に
対
す
⇔

抑
圧
強
化
の
方
向
性
で
あ
る
。

日
韓
法
的
地
位
協
定
は
、
在
日
朝
鮮

人
に
対
し
」
「
永
住
櫃
」
を
テ
コ
と
し

て
い
る
。

し
か
も
、
「退
ム
甥
訓
γ
枇
き
の
間

素
化
」
と
称
し
て
、
手
航
き
を
省
略
し

不
当
な
「
裁
鴛
権
」
の
付
梗
に
対
す
る

救
済
描
置
を
一切
断
た
ん
と
し
て
い

る
。
凹

「
反
政
府
」
活
勧
一

禁

止☆

箋

☆

旧
法
案
に
な
か
っ
た
、
新
に
な
メ
に

規
一疋
が
窮
九
兼
ハ
項
、
第
ご
ー
「
美
の

``

た
誉
に
刈
し
」
は
、
中
止
諭
令
か
山
O

れ
、
従
が
わ
な
い
場
台
は
強
胡
取
廿
、

強
剛
退
去
と
さ
れ
て
い
る
。
と
り
43

け
、
重
大
な
の
は
、
「
日
準
国
の
戯
園

の
決
定
し
た
政
策
」
に
反
対
コ
る
15
甥

は
票
止
す
る
が
、
「日
本
政
府
の
啄

策
」
に
賀
残
す
る
瓶
蜘
は
計
箸
す
⇔
と

い
う
事
で
あ
⇔
、
こ
れ
は
、
在
目
外
囲

人
間
、
と
り
わ
け
甲
朝
人
民
内
部
の
似

治
的
対
立
に
、
日
本
政
肘
ブ
ル
ノ
」
ア

ン
ー
が
介
入
し
、
「
親
ブ
ル
ン
ヨ
ア
ノ

ー
」
の
乱
分
を
保
護
し
、
反
対
派
に
』

,

=
叱

.

層
層

胃
ピ
三

用
ぜ
ず
、
非
取
縛
者
-
朝
鮮
籍
の
朝
鮮

人
に
対
し
て
通
用
す
る
と
い
う
事
は
、

朝
飾
納
の
朝
群
人
の
「
政
治
薦
動
」
を

↓
切
票
止
し
、
日
本
政
吋
へ
の
服
従
を

蝦
観
し
」
い
く
も
の
に
ほ
か
鳳
ら
鳳

い
。
「政
彪
活
勤
」
を
理
由
と
し
に
朝

鮮
人
民
に
刈
す
る
、
強
制
収
各
-
送
遠

り

の
攻
撃
は
、
朝
鮮
籍
の
休
殺
を
ね
ら
っ

に
も
の
で
あ
勾
単
は
も
は
や
明
碇
で
あ

る
。

☆

☆

☆

付
躍
i
四
粂
に
お
い
て
は
、
「法
揮

曹
噌

曽

曽

曹

「

の
施
行
の
日
漂
で
引
き

価き
本
邦
に
在

留
・9る
も
の
」
と
せ
ば
め
る
と
い
う
改

藍
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
「法
径
一

ニ
ハ
号
」
適
用
者
と
い
う
、
朝
鮮
人
に

対
す
る
日
本
帝
国
主
鎖
の
暴
虐
を
体
境

し
て
い
る
〈
存
在
〉
の
抹
殺
を
ね
ら
つ

た
も
の
で
あ
り
、
「鴨
国
霜
」
の
鯛
群

人
の
多
く
が
「
協
定
氷
住
権
」
申
鯖
を

し
L
事
を
考
え
れ
ば
、
「
朝
騨
碧
」
の

部
分
へ
の
集
中
印
攻
畢
で
あ
る
肇
は
朗

ら
か
で
あ
勾
。

(纏
)

書
"

:・1

 

7

】

ロ匙
亥
.

静

■

」
幽゚

.

資料

魯
箋

碁
@
警

.
璽

叫
,

聾

法
務
省

入
国
管
理
局

◇
第
四

旧
法
案
(昭
和
四
十
四
年
の
国
会
に
提
出
し

た
も
④

の
修
正

撃

出
八
厨
管
理
法
蕉
は
昭
川
四
四
年
の
第
ハ
「
回
国
会
に
健
出
こ
れ
濠
し
だ
が
厘

々
の
瓢
情
の
た
め
域
立
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
嬢
囲d
ら
に
検
髪

ね
た
・
こ

ん
ど
の
新
法
歪
で
は
、
次
の
よ
う
な
大
吋
の
改
歯
が
ほ
ど
こ
6
れ
て
い
ま
す
。

旧

法

案

(
一
)
遵
守
事
項
と
甲
止

命
令
に
つ
い
て

外
国
人
二
灯
し
、
卜
兆
酵
可
を

す
る
場
合
や
仕
顯
期
閥
を
↓
覆
す

る
場
台
な
ど
に
、
法
～
人
白
減
必

要
と
あ
れ
ぽ
、
そ
の
外
囲
人
が
Ω

冒
ψ
に
屡
♪
す
べ
き
石
動
の
範
㎏

そ
の
侶
の
"
貝
を
定
め
θ
こ
ζ
'

で
き
O
と
な
っ
て
い
ま
し
4

(勧
畷
す
る
事
項
が
不
0ー
確
か
つ

広
融
囲
で
あ
⑤
う
え
、
持
定
国
人

を
狙
い
ー
ち
に
す
る
も
の
だ
と
い

う
批
M
が
あ
り
ま
し
し

匿

ρ

新

法

案

1

当

掬
砿
埋

、箏

の
"

皮
乞
ヤ
、41
、
一

」の

口動
を
す

○

蛋
と
し
て
八
炉
、
在
由
す

伺
外
凶

人
、ρ
与

へ
ら
れ
π
乱
餌
資
朽
の
も

と
℃
ー
さ
れ
る
活
動
に
つ
さ
、
そ

の
樋
項
又
a
場
壇
褻

で
ヨ
曾

"循
勤
の
殉
足
"
の
み
に
具
体
朗

に
眼
定
し
て
の
り
ま
す

(第
三
の

(
一じ
の
2
の
(イ
)3
唄
)
。

2

政
冠
活
動
の
d
限
は
、
ゐ

笑
に
応
じ
謝
々
の
外
回
人
こ
疋
め

う
る
こ
と
と
し
て
い
に
の
を
改

め
、
一
旗
剛
な
規
竃
と
し
、
さ
ら

に
、
規
制
の
対
譲
と
ば
る
政
猶
盾

勤
ぱ
こ
れ
を
持
遣
し
て
明
確
」
し

て
め
り
よ
す

(彗
三
の
(
二
)の
ノ
一

の
(ロ
)
参
」

、
な
お
、
水
住

者
、
協
疋
水
注
者
お
よ
び
炭
前
か

ら
引
琶
続
慈

住
し
て
い
り
朝
解

人
・
台
肖
人
.紀
"び
諮
和
条
約
殆

効
飼
に
生
ま
れ
た
そ
の
子
に
っ
い

て
は
、
こ
の
制
隈
の
謙
用
を
酔
外

す
る
こ
と
を
璃
文
㌔
し
て
の
り
ま

7

す
、

(
一
【)
退
去
強
制
手
続
お

よ
び
特
別
在
留
許
可
に
っ

い
て退

選
同
亭
田
(不
法
入
凶
、

入
法

λ謂
な
ご
)
に
該
当
す
る
に

一
っ
た
茜
㌫
絃
、
か
な
ら
ず
。
退

太
強
制
手
続
が
涯
め
ら
れ
、
雌
ム

霜
伽
事
田
畝
当
者
と
磁
足
す
れ

ば
、
⊃
べ
て
、
い
っ
た
ん
逗
ム
強

祠
令
画
が
発
匂
さ
"
、
そ
の
う
乳

て
、
注
朽
く』
こ
対
し
、
制
別
圧

留
i
帽
の
、山
駅
が
で
き
O
〔地
力

八
管
の
陰聞も
山
甲
で
き
㊨
)
こ
と

と
疎
っ
て
い
獣
し
に
,

(
灼
以
沖
、が
や
り
」
く
く
司
法

杖
西
の
斌
が
閏
ざ
乙
れ
、
坦
放
を

葛

に
す
0改
縄
だ
と
の
批
判
が

あ
り
ま
し
た
。
)

(
三
)
強
制
送
遠
に
つ
い

て
愚

(強
副
令
'
が
発
付
さ
れ
た

ルー-
に
対
し
て
、
同
令
心
を
執
行
す

る
場
合
に
は
、
沼
送
汽
者
が
そ
の

蓬

で
盛
す
る
と
き
を
除
ぎ
、

七
の
首
03
傘
国
に
口
け
て
国
費
に

、
㊨
頭
制
送
還
を
岨
ち
に
行
な
う

の
ぜ
犀
1
と
ヱ
る
こ
と
と
且
っ
て

い

伽し
に

(咽
行

と
同
様
に
、
荏
還
糺
を

め
く
っ
て
戸
〃
問
題
が
蟹

る
こ

と
カ
7
山さ
れ
ま
し
プ
。
)曽

退
ム
強
司
事
田
」誠
旨
ゴ
⇔
崩
合

で
め
っ
て
も
、
法
殉
大
距
は
、
狩

別
在
留
π
可
帽
当
`
曲め
る
者
が

あ
る
と
き
は
、
い
つ
で
も
こ
の
計

可
を
与
几、
新
し
い
山圏
黛
楢
乞

付
与
で
ぴ
㊧
よ
う
に
し
て
あ
り
ま

す

(第

の
(
一τ
の
ノ参
頃
)

退
ム
綴

A、
」が
尤
酵
さ
脳
た

者
は
、
同
令

面を
小さ
れ
て
か
ら

一
姐
間
内
は
、°
題
送
漿
暫
の
蹴
佳

で
之
遷
さ
れ
0
場
舎
¢
晦
と
、
自

費
に
よ
り
亭
人
の
為
望
う
る
国
に

向
け
、
国
外
雌

す
る
こ
と
が
て

き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
取
す
へ
弗

=
の

(
ラ

の
u参
照
)
.
な

お
、
感
還
ん
を
個
定
つ
る
の
は
、

国
賃
に
よ
る
L
還
勾
行
鳳う
場
台

に
か
ぎ
る
こ
と
と
し
、
屡
遡

」を

決
め
⇔
と
ざ
は
で
き
る
限
り
準
人

の
膏
銀
や
尊
里
写
り
こ
と
と
し
C

あ
り
ま
す

'

(四
)
調
査
権
と
M
則
に

つ
い
て

入
困
蕎
盒
冨

入
凶
薦
湘
啓
が

外
国
人
の
仕
留
関
係
の
調
竺
乞
す

る
隊
、
関
鎌
人
に
対
し
庭
問
し
に

り
、
文
書
の
虻
示
乞
よ
め
る
二
と

が
で
さ
、
こ
れ
催
拒
御
だ
り
し
た

と
ざ
は
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

(調
査
で
ざ
る
事
詞
と
調
査
の
q

象
と
な
る
関
係
人
の
範
囲
が
轟
9

ぎ
る
た
め
、
調
盒
把
省
に
昆
罰
仁

加
え
④
の
は
、
汝
当
で
ね
い
と
い

う
枇
肖
が
の
り
ま
し
た
。
)

(
五
)
そ
の
他
の
問
醜
鳳

正
、
再
入
国
の
話
り
を
ず
る

際
、
渡
魁
冗
そ
の
杷
に
つ
い
て
噌

守
事
罫
ビ
つ
け
、
そ
れ
を
可
ら
な

い
と
㎡
吋
を
取
絢
す
こ
と
が
で
琶

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
兀
。

2
、
戦
前
か
ら
引
さ
緋
畜
占
竺

し
て
い
る
朝
鮮
人
・
台
湾
人
お
よ

び
七
の
子
は
、
ら
い
患
者
、
糟
14

病
者
、
麻
束
中
滋
壱
、
ま
た
』
疑

活
に
困
窮
し
被
豚
践
者
と
な
っ
て

も
、
当
分
の
間
そ
れ
乞
卿
田
に

ム
識
制
さ
れ
る
」
と
㌧
な
い
臣
ー

文
で
示
ず
べ
さ
だ
と
い
つ
曹
見
が

強
く
出
て
い
ま
し
た
。

3
、
仮
」
艶
の
計
可
、
収
吾
の

↓
狩
解
除
お
よ
び
漫
孟
卸
制
蒋
(

の
執
行
η
止
を
受
け
る
際
に
納
ω

る
保
証
金
の
金
額
の
餅
高
碩
ぜ

額
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
開
が
あ

り
ま
し
た
。

罰
則
暫
削
貯
し
、
簡
革
な
椿
限
規

足
に
収
め
て
あ
り
ま
す
。

-
、
再
人
国
-
可
に
絃
、
1
の

よ
う
な
条
汗
を
つ
け
な
い
こ
ζ
に

し
ま
し
に
。

2
、
そ
の
旨
呵
文
化
し
て
0
り

ま
す
。

。,い
ず
れ
も
、
減
額
修

し
て

あ
り
ま
す

◇
第
五

こ
の
法
案
と
諸
外

国
の
法
律
と
の
比
較

と
は
ぽ
同
し
簡
桑
化
で
す
。

2
、
含
議
を
と
っ
て
こ
な
く
て
も
一時

的
な
ヒ
睡
が
計
さ
れ
る
場
合
、
す
な
わ

ち
、
寄
値
地
L
膣
お
よ
び
直
過
上
酔
が

で
き
る
崩
合
の
対
象
看
の
範
囲
を
大
舶

に
払
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
国
際
旅

～

励
化
の
〔
で
は
、
跡
米
請
国
よ
り

・
ご
段
と
薩
ん
だ
制
度
と
い
慨
ま

第

五

こ

の
伝
案

と

頃

外

国

の

伝
律
と

の
比
較

こ
の
法
」派
催
つ
く
ハWに
あ
π
っ
,」、

払
劾
省
は
ト
要
ほ
外
團
約
三
十
か
同
の

法
副
を
調
盒
人
討
し
て
い
ま
す
。
昭
相

四
十
四
年
戯
の
国
会
醤
議
の
隙
に
説
駒

し
て
い
る
よ
う
に
、
全
敵
印
に
い
っ
」

語
外
国
と
比
べ
て
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い

え
ま
す
.
劣
っ
て
い
る
と
か
外
国
に
几

べ
て
撤
し
い
と
か
い
う
計
伽
は
あ
た
り

す
。
り、

動̀
の
榊
顛
、
場
所
の
指
定
の
副

農
ば
、
日
本
八
の
賑
威
が
小
当
に
慶
さ

れ
鳳
い
よ
っ
に
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

に
、
ご
れ
を
防
且
す
る
日
朗
で
詮
け
ら

れ
た
も
の
で
す
が
、
目
国
民
の
職
炉
が

、当
に
憧
さ
れ
な
い
よ
う
に
首
樋
の
措

置
亭
譜
じ
て
い
る
の
は
、
欧
氷
請
国
な

と
看
外
国
に
お
い
て
、
こ
く
一般
的
な

こ
と
で
す
。
子
と
し
て
5
ー
ロ
ノ
パ
諾

国
に
お
い
て
は
、
外
国
人
に
宿
泊
届
け

の
揚
拐
を
課
し
た
り
、
ま
た
ば
外
国
人

が
職
菓
に
就
い
た
り
嘗
業
を
行
な
う
に

は
、
自
国
民
と
は
ち
が
っ
た
持
別
な
就

業
㎡可
や
、
営
業
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
な
ど
厳
し
い
規
制

を
行
な
っ
て
お
り
、
ま
た
共
序
圏
国
に

あ
っ
て
は
、
外
国
人
の
旅
行
経
路
お
よ

び
、
居
住
地
を
指
定
し
、
外
国
人
を
仕

留
さ
せ
て
い
る
桟
関
、
学
校
、
企
菜
、

旅
館
、
庄
民
な
ど
に
戸
ロ
報
告
の
嚢
妨

を
課
し
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
が
、
新

注
案
に
は
、
そ
の
よ
う
な
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
、

4
、
外
国
人
の
政
治
活
動
の
規
制
は
、

岡
慶
汐
]

占
凶
が
国
内
問
題
と
し
て

自
㎞
に
択
め
る
こ
と
の
で
ざ
り
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
歩
。

國
政
に
参
湘
す
る
貧
需
を
舟
た
ず
、

国
威
に
賀
任
の
な
い
外
国
人
が
、
在
留

国
の
政
個
に
関
子
す
る
政
悶
循
勤
に
つ

い
て
は
、
目
国
民
と
区
別
し
て
制
限
、

禁
11
す
る
こ
と
が
で
さ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
ん
ど
の
法
案
で
、
新
た
に
、
規
制

す
る
こ
と
を
明
文
化
し
た
と
こ
ろ
の
政

治
盾
動
は
、
そ
れ
は
、
外
国
人
と
し
て

在
留
国
に
お
い
て
は
当
卦
慎
し
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
一
部
で
あ
り
、

独
立
国
と
し
て
当
然
に
規
制
で
き
な
い

と
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
だ
け
を

拓
げ
て
あ
る
わ
け
で
す
。
ド
イ
ノ
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を
み

て
も
、
外
国
人
の
政
治
盾
動
に
つ
い
て

な
ん
ら
か
の
規
制
を
行
な
い
う
る
立
法

を
し
て
お
り
、
中
甫
米
に
お
け
る
多
数

の
国
で
は
、
外
国
人
が
国
内
の
政
治
活

動
に
岨
接
、
ま
た
は
聞
接
に
介
入
す
る

こ
と
牽
ゑ
止
す
る
冒
を
惣
法
で
も
う
た

っ
て
い
ま
す
。

5
、
店
動
の
袖
定
と
か
、
政
縞
盾
動
の

制
限
に
遮
反
し
だ
外
国
人
に
は
、
い
さ

な
り
処
罰
を
し
た
り
退
ム
弾
制
を
す
る

の
で
な
く
、
ま
ず
、
中
止
命
令
を
出

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
是
止
を
求
め
、
や

め
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
よ
く
、
命
令
に

従
わ
な
い
で
繰
り
旭
え
し
て
い
る
者
に

つ
い
て
だ
け
処
瑚
や
退
ム
強
制
を
す
る

と
い
う
中
U
磁
鳶
の
耐
肢
は
、
講
外
国

に
は
例
の
な
い

L
句
な
制
展
で
も
あ

り
ま
す
。
欧
米
講
国
に
お
い
て
は
、
合

留
の
美
伸
に
違
反
し
兀
外
国
人
に
対
し

て
は
、
直
ち
に
征
留
㎡
可
を
取
り
消
し

た
り
、
処
綱
を
し
た
り
国
外
漫
ム
を
も

三

」
窓

と
ー

の
が
、
一
般
響

あ

り
ま
す
。

し
、
こ
の
沃
朱
に
お
い
て
は
、
外
回
人

の
ー
読
を
拍
冒す
る
事
由
似
び
外
国
人

}を
退
ム
強
司
す
る
事
由
を
尻
行
令
と
は

匿

しよ
う
に・
轟

か
つ
濠

狸

と
し
て
い
ま
す
.
ヒ
外
国
の
な
か
に

一は
、
雛
に
国
の

昌全
いた
は
利
億
を
善

　す
る
者
と
い
っ
た

"
つ
な
包
拘
田
、
抽

奮

鍵

乞し
く
葎

の
嶺

に
ま
か
せ
て
い
佃
国
が
多
い
の
で
す
.

楽
π

そ
れ
ぞ
れ
の
事
1
も
わ
が
国

の
は
諸
外
凶
と
恥
へ
て

vし
い
二
と
は

な
く
、
こ
く
一
長
的
絃
も
の
と
,口え
ま

す
。
7
、
士
r
t
妊
τ
9
0こ
と
が
で
さ
な

い
こ
と
と
し
た
り
、
盤

'噸
制
事
団
に

該
当
す
る
と
決
め
た
り
す
る
の
に
は
、

一
た
の
-統
を
経
る
わ
け
で
す
が
、
新

法
条
で
は
、
ま
ず
入
困
街
査
嘗
ま
た
は

入
園
暫
偏
膏
に
審
査
や
調
食
を
ー
分
に

や
ら
せ
た
あ
と
、
地
力
人
国
冒
理
ピ
習

の
長
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
や
ら
せ
本
人
が

証
人
を
呼
び
た
じ
れ
ば
証
人
尋
問
を

し
、
藍

を
出
し
た
け
れ
ば
そ
れ
を
劉

べ
る
と
い
う
ふ
つ
に
、
い
わ
ゆ
る
僧
接

□
頭
審
理
を
ρ
り
ま
す
。

さ
ら
に
そ
の
ロ
頭
憲

'の
結
果
に
不

服
が
め
る
名
に
対
し
て
は
、
法
拐
人
臣

に
対
し
て
異
議
の
申
し
出
も
て
き
る
と

い
う
ふ
う
に
、
三
毒

も
の
干
続
を
試

け
て
い
ま
す
が
、
暦
外
国
の
例
を
み
て

も
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
も
事
笑
の
争
い
こ

つ
い
て
慎
鱈
な
丁
続
を
遣
め
て
い
る
国

は
、
多
く
あ
り
泳
ゼ
ん
。

一燭
疋
し

画
用
塁
準
を
明
ら
か
に
し

一

て
、
外
凶
人
の
人
担
を
保
障
す
.Φ
こ
と

一

ま
せ
ん
。

た
と
尻
ぱ

ー
、
現
行
令
の
「観
洗
倉
」
(
仙
留
期

間
ハ
十
目
)
に
代
え
て
一江
留
期
間
ハ
十

目
の
「
短
期
掬
在
者
」
の
蕉
飴
資
必
を

ぱ
け
出
入
国
ト
続
の
簡
鑑
化
を
は
か
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
就
職
し
た
り
順
酬
を

受
け
る
仙動
に
比
事
し
た
り
し
な
い
短

期
の
爪
行
者
に
は
簡
便
な
出
入
国
争
統

録

用
し
て
い
る
西
旦
ー
ロ
ノ
バ
譜
国
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● 私たちが手をかけた企業が、
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か
っ
て
京
大
闘
争
の
さ
な
か
に
、
月

刊
誌
「文
芸
」
に
連
載
さ
れ
た
高
揺
和

巳
氏
の
記
述
に
対
し
、
わ
れ
わ
れ
は
そ

こ
に
文
章
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
そ
の

当
の
闘
争
の
工
体
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
否
が
応
で
も
庄
目
し
て
い
た
。

「わ
が
解
体
」
と
題
さ
れ
た
そ
の
文
章

は
、
京
大
闘
争
に
お
け
る
学
生
の
行
動

的
な
問
題
提
起
に
対
す
る
真
撃
な
対
応

を
干
分
に
示
す
も
の
に
は
遼
い
な
か
っ

た
が
、
氏
が
そ
れ
ま
で
に
文
学
的
営
為

に
結
実
さ
せ
て
き
た
卓
抜
な
栂
想
力
、

想
像
力
と
対
比
し
て
み
れ
ば
、
わ
れ
わ

れ
の
期
待
と
は
少
な
か
ら
ず
か
け
は
な

れ
た
も
の
だ
っ
た
。
京
大
文
学
部
の
一

助
敦
授
と
い
う
立
場
に
あ
っ
て
な
さ
れ

た
氏
の
鵡
述
は
、
闘
争
の
現
実
の
相
を

部
分
的
に
把
え
て
は
い
る
も
の
の
、
そ

の
部
分
的
な
現
実
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
全
体
性
へ
の
激
し
い
衝
迫
の
中
に
あ

り
、
全
体
性
へ
の
方
法
的
な
囲
ホ
が
篠

在
自
体
へ
の
問
い
か
け
と
し
て
あ
り
え

た
の
に
比
べ
、
助
教
授
と
し
て
必
ず
し

も
そ
の
立
場
山毒

明
化
し
え
ず
、
そ
の

存
筏
に
運
動
住
を
与
汽
る
方
途
が
遮
弊

さ
れ
た
ま
ま
の
記
述
で
あ
る
た
め
、
全

体
化
、

遍
化
す
べ
き
問
題
提
起
と
し

て
の
生
彩
は
も
ち
え
な
か
っ
た
と
い
え

る
。'氏
の
記
述
に
の
っ
た
個
丸
の
場
面
に

あ
っ
て
、
個
別
文
学
鄙
の
闘
争
を
の
ぞ

け
ば
、
そ
の
行
勤
的
t
体
で
あ
っ
た
わ

れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
、
必
ず
し
も
そ
の

時
点
で
、
蜻
わ
れ
る
ぺ
き
間
題
が
貝
体

的
か
つ
普
遮
的
な
も
の
と
し
て
鮮
明
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
闘
い
は
、
む
し
ろ
、
そ

の
敗
キ
臼解
体
の
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ

の
存
在
の
負
っ
て
い
る
蕾
痛
と
制
約
と

人
間
関
係
の
変
容
を
と
う
し
て
歴
然
化

さ
せ
た
の
で
あ
り
、
決
っ
し
て
そ
の
迦

で
は
な
い
。

全
共
闘
遣
動
が
、
そ
の
出
発
点
に
お

い
て
大
衆
的
な
指
標
と
し
て
樋
げ
た
、

認
融
と
爽
践
の
近
代
主
義
的
な
二
元
化

の
超
克
も
、
た
ん
に
即
対
的
な
含
一
を

亀
ξ
め
る
だ
け
で
は
、
同
じ
二
元
酋
に

依
拠
す
る
も
の
で
し
か
あ
り
え
ず
、
そ

れ
を
方
法
的
に
超
え
ぬ
か
ぎ
り
、
運
動

の
解
体
の
な
か
で
も
と
の
近
代
主
義
へ

知
諭
人
と
し
て
、
よ
り
屈
折
し
た
醜
悪

さ
を
も
っ
て
回
帰
し
て
ゆ
か
ざ
和
を
λ

な
い
。
自
ら
が
否
憲
し
で
出
発
し
た
当

の
も
の
へ
の
回
帰
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
そ
れ
は
、
そ
の
径
程
自
体
に
繭
悪

さ
を
包
む
も
の
で
あ
る
。
歴
史
は
、
そ

こ
に
現
存
す
る
諮
個
人
の
存
在
様
式
に

一
禰
の
終
未
観
と
つ
ら
な
る
こ
と
を
逃

れ
え
な
い
。
そ
し
て
、
文
学
者
と
呼
ば

れ
る
者
た
ち
は
、
少
な
く
と
も
片
足
を

そ
の
よ
う
な
終
末
観
に
お
い
て
生
き
の

び
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

「今
様
の
大
学
闘
争
が
も
っ
た
意
昧

は
、
ま
ず
、
矧
戯
人
の
お
ち
い
り
勝
ち

な
欺
廟
に
対
す
る
根
底
的
懐
疑
を
通
じ

て
の
集
団
的
規
模
に
お
け
る
意
識
変
革

運
動
で
あ
り
、
言
…
」

こ
の
よ
う
な
氏
の
金
共
闘
運
動
の
把

握
は
、
一
方
で
、
そ
の
運
勤
の
な
か
に

個
人
原
理
が
貫
徹
さ
る
ぺ
瑛築
来
へ
の

願
望
催強
調
し
っ
っ
提
出
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
氏
に
あ
っ
て
、
個
人
原

理
の
貫
徹
は
、
決
し
て
組
織
纂
団
も
し

く
は
共
同
体
の
運
動
性
と
論
硬
的
に
連

関
し
え
ず
、
組
織
と
個
人
が
相
互
に
外

在
的
に
把
握
、
描
出
さ
れ
て
お
り
、
請

個
人
の
共
同
そ
の
も
の
の
も
つ
意
味
は

閉
さ
さ
れ
た
領
域
に
放
圏
さ
れ
て
い

る
。
変
革
は
集
団
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
た
だ
「
集
団
的
規
模
」

に
お
い
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
あ
く

ま
で
氏
の
宮
為
は
個
と
し
て
孤
立
せ
し

め
b
れ
た
自
己
の
内
的
な
省
察
に
と
ど

ま
ろ
う
と
す
る
、
つ
ま
り
は
、
モ
れ
が

文
学
糖
神
な
の
で
あ
り
、
自
己
省
察
に

限
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
つ
ね
に
問
題

は
山
積
み
に
さ
れ
て
あ
り
、
果
て
る
こ

と
も
変
わ
る
こ
と
も
知
ら
な
い
の
で
あ

文学的精神の一遷

方法的終焉

 

る
。
せ
し
て
、
"で
の
よ
う
に
氏
が
自
認

す
る
文
学
的
精
神
が
、
戦
後
患
想
の
展

開
の
な
か
で
、
戦
争
貞
任
問
題
、
転
向

問
題
、
組
織
と
個
人
問
題
、
知
識
人
問

題
等
々
を
唯
]
、
駐
体
的
に
も
っ
と
も

誠
実
に
受
け
と
め
て
き
た
、
と
い
う
氏

の
揚
琶
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
諸
間

題
が
文
宇
畜
の
豊

に
よ
っ
て
は
∵
ま

'っ
た
現
実
の
運
動
に
対
し
て
提
起
し
か

る
で
解
決
の
糸
口
さ
え
も
示
し
え
ず
に

え
し
え
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
の
厳
然
た

く
り
返
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
痛

る
思
想
的
現
実
は
、
こ
れ
ま
で
氏
を
支

切
な
反
省
と
、
力
法
的
な
懐
疑
が
当
然

え
て
き
た
方
法
的
窟
識
、
つ
ま
り
は
か

に
も
要
求
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
あ
ま
り

の
文
掌
構
神
に
こ
そ
無
ガ
と
不
毛
の
内

に
も
熊
自
覚
な
の
で
は
な
い
か
。

因
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て

京
大
闘
争
と
そ
れ
に
触
れ
だ
氏
の
文

い
る
。

章
は
、
し
か
し
、
そ
の
闘
争
へ
の
氏
の

あ
た
か
も
氏
が
「,わ
が
解
体
」
の
な

餐
撃
な
対
応
に
よ
っ
て
、
そ
の
真
摯
さ

か
で
、
文
掌
部
教
授
会
が
専
門
領
壊
い

に
よ
っ
て
こ
そ
、
必
ず
し
も
氏
に
ょ
っ

が
い
の
処
策
に
お
い
て
、
庶
民
の
保
守

て
自
覚
的
に
鮮
明
化
さ
れ
た
か
た
ち
で

的
な
生
活
感
傍
や
社
会
感
覚
を
無
自
覚

で
は
な
い
も
の
の
、
大
学
と
い
う
ひ
と

的
に
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た

つ
の
社
会
的
な
場
に
お
け
る
存
在
上
の

よ
う
に
、
氏
が
こ
と
さ
ら
に
「
ノ
ン
セ

制
約
を
逆
説
的
に
明
白
化
し
て
い
る
。

ク
ト

ラ゚
ジ
カ
ル
ス
」
と
称
楊
し
て
述

し
か
し
て
、
解
体
し
つ
つ
あ
る
も
の

べ
立
て
る
な
か
に
は
、
個
の
発
展
、
倒

は
何
か
、
そ
れ
を
積
極
的
な
提
起
に
か

の
存
在
の
自
由
性
の
拡
大
に
本
質
的
に

え
る
作
業
は
、
全
共
闘
運
動
の
全
的
な

か
か
わ
る
も
の
と
し
て
組
織
集
団
の
形

総
括
に
属
す
る
が
故
に
、
今
は
閻
わ
な

成
が
あ
る
こ
と
に
徹
底
的
な
無
自
覚
さ

い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
氏
の
こ
こ

を
示
し
て
い
る
。
氏
は
つ
ね
に
一方
で

に
ま
と
φ
b
れ
た
蕾
作
に
み
る
か
ぎ
り

「個
人
原
理
」
を
設
定
し
、
そ
れ
と
は

に
お
い
て
、
次
の
指
摘
は
で
き
る
だ
ろ

全
く
別
に
「組
織
原
理
」
な
る
も
の
を

う
。、

想
定
し
て
、
そ
の
二
つ
の
原
理
の
岡
を

行
き
つ
戻
り
つ
し
て
逐
に
間
題
の
解
決

へ
の
本
質
的
な
諭
理
的
囲
示
に
至
ら
な

い
ま
ま
、
あ
る
と
き
は
恐
ろ
し
く
プ
ラ

"「
..一

・.一一一.三
.,誌

グ
マ
チ
ッ
ク
な
提
起
を
し
て
み
る
こ
と

で
、
何
か
歯
っ
た
か
の
よ
う
な
、
あ
る

ラ

充
足
を
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ブ

へ

撫
髄
羅
輸
朧

絵

灘
駿
糠

体

イ

す
る
氏
の
悲
痛
な
叫
び
で
は
あ
っ
て

テ

祭
難
臓
難
礫

解

だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
一
見
み
ご
と
に
み

己

マ

え
る
氏
に
ょ
る
内
ゲ
バ
の
諭
理
の
分
析

自

グ

騨鐵
粥蜘
朔灘翔

讐

酷

ル
ジ
コ
ア
的
な
心
理
操
作
の
額
域
に
悶

題
を
驚
小
化
し
て
い
る
。
政
治
を
鰻
小

化
し
な
つ
え
で
そ
の
領
滅
を
設
定
す
る

氏
の
方
法
に
あ
っ
て
は
、
報
復
の
諭
理

京
大
闘
争
の
な
か
で
、
]
文
掌
者
と

し
て
自
ら
の
無
ヵ
を
捕
感
せ
し
め
ら
れ

そ
の
反
省
に
よ
る
自
己
蕎
察
と
自
己

解
体
を
経
て
、
自
己
を
解
体
に
突
き
す

す
め
た
勤
因
お
よ
び
そ
れ
と
の
格
闘
の

宋
に
自
ら
が
ぶ
ち
当
っ
た
壁
を
鮮
明
に

し
て
、
逆
に
自
ら
の
解
体
の
原
因
で
あ

の
援
用
さ
え
そ
こ
で
は
認
定
し
て
し
ま

う
。
こ
の
よ
う
な
方
法
か
ら
も
は
や
わ

れ
わ
れ
は
、
学
ぶ
べ
鷺
何
も
の
を
も
も

た
な
い
。
隔

(
A
)

腕

す 春
春 闘闘
を
を な

植 く

蕩 毒

萎馨
行

変
更
が
な
い
書

・
あ
る
い
は
塾

め
ら
れ
る
「
戦
経

ご

は
翼
は
・
そ

 
曽

樺
式
に
変
更
を
加
託
る
社
会
的
な
運
動

性
が
実
現
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
く
り
返

さ
れ
、
モ
こ
に
蓄
積
さ
れ
た
醜
悪
さ
は

ゼ
ネ
石
労
組
で
の
闘
い
、
全
造
船
石

瓠
翻
罫
縣
翻
翻難

に　
の
に
な
の
パ
ン
フ
が
カ
ヨ
す
る
ヨ
リ

蔀
羅
擁
麩

一
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
ま
で
な
っ
た
、

闘
う
労
働
組
合
に
お
け
る
分
袈
攻
撃

と
、
現
在
組
合
官
僚
に
よ
っ
て
押
し
魁

.
れ
ら
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
飛
躍
的
発

展
へ
の
踏
級
的
攻
撃
の
表
現
で
あ
り
、

}

合
理
化
と
帝
国
に
義
労
働
遡
動
に
よ
る

.階
級
的
支
配
の
強
化
に
向
う
も
の
に
ほ

一
か
な
ら
な
い
こ
と
を
鮮
的
に
し
つ
つ
、

【
一
力
、
一切
の
旧
い
遷
動
の
解
体
の
中

　

葭

い
た
垂

こ
ろ
で
、
く
り
か
え
し

一
畷
出
す
る
労
働
者
の
闘
い
は
、
今
や
そ

一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
し
て
、
独
自
の
潮
流

形
成
へ
と
到
ら
ん
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
工
勒
職
場
の
労
働
者
の
闘

一い
が
、
労
働
者
の
階
級
的
な
政
治
的
・

一蟻
顯
課
窮
鍵

罷
藝

礪
鎚
嫡婆

1
」
の
撰
築
を
眠
望
し
始
め
て
い
る
。

全
都
労
働
組
合
活
動
者
会
議
は
こ
う

し
た
中
で
「労
働
運
動
の
悪
し
き
歴
史

を
繰
り
返
さ
せ
な
い
た
め
に
自
ら
立
ち

ヒ
ろ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
よ
っ
て

昨
年
七
月
に
活
励
を
開
始
し
組
合
活
助

象
の
産
別
・
単
産
を
超
え
た
全
国
的
結

塁
と
七
〇
年
代
階
級
的
労
働
運
動
の
構

築
を
め
ざ
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
都
労
活
の
発
行
し
た
パ

ン
プ
を
紹
介
す
る
と
、
(発
行
順
)

1

郡
労
活
資
料
集
南
1

ー
70
年
代
の
階
級
的
戦
闘
的
労
働

禅
動
の
醐
流
の
形
成
を
め
ざ
し
て

領
価
一Q
O
円

2

都
労
活
資
科
集
南
2

1
都
労
活
第
三
回
会
議
・
全
労
活

(準
)
第
一
圓
会
議
関
係
質
料
等

一
五
〇
円

3

支
援
す
る
会
資
料
集
第
一
集

「
70
年
代
反
帝
労
働
運
動
の
原
点

ー
全
造
船
機
械
盗
川
島
分
会
の
闘

い
に
連
帯
し
、
支
援
活
動
を
強
化

し
よ
う
ー
」

一
五
〇
円

4

郵
労
活
春
瞬
パ
ン
フ

「
書
闘
」
を
な
く
す
春
闘
胃
巻
凹

の
樽
造
的
転
換
を
1
資
本
ド・、覇
ど

対
決
す
る
春
闘
を
i

一
〇
〇
円

5

支
擾
す
る
会
資
料
集
第
一一集

「
分
製
労
組
i
戦
闘
的
第
一
組
合

遡
動
の
70
年
代
に
お
け
る
翫
置
づ

け
と
歴
望
に
つ
い
て
」
二
〇
〇
円

都
労
活

連
絡
先

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
～
一
～

一
・ハ
台
頭
社
(根
燦
)

電
琵

〇
三
1
(八
四
二
)
八
四

五
四

編
集
郎
で
は
都
労
活
・
全
労
活
の
進

め
て
い
る
遍
勤
の
報
酋
を
近
く
本
紙
に

}掲
載
す
る
予
定
で
す
。
(閲
)

最
近
脚
光
を
浴
び
て
い
る
産
葉

に
「り
ー
ス
産
業
」
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
業
甥
を
正
し
く
認
識
し

て
い
る
人
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
∬
ー
ス
産
業
が
ま
だ
着

く
、
業
務
が
一
つ
の

制
度
と
し
て
確
立
し

て
い
な
い
せ
い
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま

す
.本
書
は
多
岐
に
わ

た
る
り
ー
ス
粟
務
の

中
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
機
能
を
そ
の
中
秘

す
。'

°

本
書
を
先
着

萄
舎
せ
岱

二
8

0
蓑

に
無
料
進
呈
致
し
ま
す
。
御
希
望

の
方
は
菓
書
で
①
大
掌
名
②
学
都

宮内 義彦 日経文暉

リー ス の 知 識

先着2αめ名様に
無料進呈

 

と
し
て
取
り
上
げ
「
り
ー
ス
」
の

一
応
の
概
怠
と
り
ー
ス
産
業
の
笑

檎
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
、

わ
が
国
で
は
じ
め
て
の
解
説
書
で

世
昇
圃
易
セ
ン
タ
ー
36
悔

輩
」な
お
〆
切
は
四
肩
二
〇
日
ま
で

で
す

③
学
年
④
住
所
⑤
年

令
⑥
氏
名
を
明
記
の

上
、
左
記
ま
で
お
串

し
込
み
下
さ
い
。

「オ
リ
エ
ン
ト
・
り

ー
ス
(株
)
〒
一
〇

五東
京
郡
港
区
芝
浜
松

町
三
i
五

社
長

1

O

學

`

'

O心意気を大切にしたい

ひ日本を代表する企業としての.

 

、

【
5}

、

そやかで強い決意です♂たとえば、
{

新しい素材としての鉄とその利用シ
サ

ステ ム を創 造 す る とき も、単 な る機

 

}

能性追求ではないヒューマンな視点

 

一へ
}

ー

を確立ゼ人々の生活への全き調和を

一 新日鉄 は常にそう考えています。

 

{

一 一

{

ー

'鞍搬 界を征 くY.k.k,

'

は世界。不足なし
K.で やれますか?Y.K盲田工粟株弍会

だ さい 。のドアをノシクしてY.K.Kしたならまず〈意欲〉を確

●
ワ
ー
ル
ド

・
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
Y
K
K
を
語
る

五
項

①

Y
K
K

マ
ン
の
活
躍
舞
台
は
全
世
界

あ
な
た
の
職
場
は
日
本
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

物
出
国

=

}O
、
海
外
工
場
三
〇
を
数
え
る
Y
K
K

で

は
、
国
際
的
ス
ケ
ー
〃
で
多
く
の
社
員
が
活
躍
し

F

て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
Y
K
K
で

ヤ
ル
と
い
う
こ
と

臓ほ
世
界
を
相
手

に
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

②

フ
ァ
ス
ナ
ー
の
世
界
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン
Y
K
K

/

Y
K
K
は
.
そ
の
技
術
力
で
世
界
を
め
ぐ
る
国
際

企

業

(
ワ
ー

ル
ド

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

)
で
す
。

.そ

の
フ
ァ
ス
ナ
ー
占
有
率
は
、
世
界
二
〇
%
、
国
内

ノ
し
は
実

に
乱兀
五
%
。
年
間
山ハ
O
万
筋
博い
、
世
界

}

の
ス
ケ
ー

〃
を
誇
る
Y
K
K
の
生
産
量
で

す
.
③
ア

ル
ミ
サ

ッ
シ
の
業
界
で

も

ト

ッ
プ
フ
ァ
ス
ナ
ー
ば

か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
Y
K
K
の
新

し
い
商
品
、
ア

〃
ミ
サ
ッ

シ
の
部
門
で
も
急
成
長
。

最
新
の
技
術
と
設
備
、

貫
生
産
シ
ス
テ
ム
と
で
、
す

で

に
国
内
ア

〃
ミ
サ
ッ
シ
業

東
南

ア
ジ
ア
な
ど

一
二

〇
数
ヵ
国

願
入
社

の
ご
案
内

応
募
資
格

昭
和
四
十

七
年
一一一月

卒
業
見
込
み
の
男
子

初

任

給

四
十
七
年
度
未
定

(参
考

・
四
十
六
年
度
)

技
能
職

営
業
職

昇

給

賞

与

ま
ヵ
こ
、

募
集
人
員

採
用
予
定
学
科

技
術
系
/
機
械
、

学
、
電
気
お
よ
び
こ
れ
に
類
す
る
学
科

採
用
試
験
予
定
時
期

五
月
中
旬

〔採
用
関
係
逗
絡
先
〕

応
募
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
左
記
あ
て
に
ご
遠
慮

な
く
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
.

東
京
部
千
代
田
区
挿
田
和
泉
町
一㊦

一
Q

一

本
社
総
務
部
人
事
課

電
話

(〇
三
)
八
六
六
-
七
二
四
一
(大
代
表
》

四
万
二
五
〇
〇
円
ー
四
万
七
五
〇
〇
円

四
万

一
五
〇
〇
円
5
四
万
三
五
〇
〇
円

年

「
回

(
四
月
》

年
二
回

(
七
月
、
十

二
月
)

業
績
に
よ
り
臨
時
賞
与
支
給

技
術
系
七
〇
名
.
事
務
系
入
0
名

事
務
系
/
経
済
、
法
、
商
.
外
語

金
属
、
繊
維
、
建
築
.
応
用
化

9

P,糟需r

`

・
、
♂

♂

・

甲

'

.
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嚢

京r悌 大 墾 鮒 闘 昭和46年(1971)4月5日 月 躍日

溢
憩
嚢

油.憲
藝

凸

藝

曽§

導

゜

嚢

曽毒

.

曽§

、

§

嚢

壽

」、

岬嚢

㌧

(京
大
新
聞
社
)

■
こ
の
他
多
様
な
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

2324222120

日 日 ～ 日 日 日
　 　 　 　 　

金 土 木 水 火　 　 　 　 　

li

フ
リ
ー
.
コ
ン
サ
ー
ト
〈
カ
ル
メ
ン
マ
キ
V

(;
o
剛o
匿
●
邑

西
部
講
堂

映
画

「
白
毛
女
」
噛
「夜
明
け
の
日
」

(現
中
研
)

西
部
講
堂

映
画

「
白
毛
女
」

「地
雷
戦
」

(現
中
研
)

西
部
講
堂

映
画

「死
に
た
い
女
」
他

一
本

(映
画
部
)

西
部
講
堂

講
演

小
西
誠

「反
軍
闘
争
の
課
題
」

一
.゚
0
0
P
M

法
経

一
番
教
室

日 日 日 日
　 　 　 　

土 金 木 水　 　 　 　

L」
劇

「
苦
海
浄
土
」

(水
俣
病
京
都
御
霊
会
)
六

.゚
O
O

新
入
生
歓
迎
音
楽
祭

(書
サ
連
)

一
.゚
O
O
P
M

西
部
講
堂

本
部
大
ホ
ー
ル

映

画

「
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
&

ベ
テ
ィ
」

「銀
河
系
」
(映
画
部
)

西
部
講
堂

(主
催

・
共
同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
)

13

圓

(火

)

新
入
穿

呈

ン
テ
↓

・
ン

海
舗

獣

紹
P
M

ロ
サ
ー
ク
ル
紹
介

口
各
学
部

・
寮
自
治
会
活
動
報
告

口
映
画
上
映

「
日
本
解
放
戦
線
」

「
三
里
塚
第
三
次
強
制
測
量
阻
止
」

馨難饗
馨 沁 鮮

懇 藏
難磁
おぢ まだ ヂ

騨難

撫
斑 、冥 蹴叢'・ 隅

ピが びゴ こ ほ

鶉 鑓
みセ びぼ ド

、贈 鷲

・㌔ 事≡鶯
ま ドポ

讐.熱1鞍

馨灘 糞1き灘
一 蘇

糠 騨鞭難
なキ ち

蝋 ♪鮮

簿 鰭

翻 彦蹄 照{鋤1蓬:照:騰1照1漁 ∫:1:織"臓 、撚 憩ミ∋識㎜..・ 幽繍 銀溜漁膿1…'写 ㎜ 亀噛:…層'糖w…'㎜ …鴨㎜ … …熈'

蓉

}葦

嚢

9

F蒙

'

嚢

嚢

'

'嚢

藝゚

嚢

略

.蓬

゜

慈

.

.養

M砿 さ鵬 ります

世界で圧倒的優位を誇る日本造船界のなか

でも、三井造船はビッグファイブのスケ,〃

をもち、とりわけグレ囎ドの高い「造船3で

は完全に世界をリードしています。また、船

づくり50余年の聞に警積した高度な総合ユ業

力は、日本経済が高度成長するにしたがいら

必然的に要求した生産設備あるいは機械の大

型化.効 率化にこたえる最適技術 として.大

きζクローズアジブされてきました・巨大な

子ンジ昌アリングの実力を駆使しらプラント

総合メーカー。凝械メ鱒カーとして力強く成

長すると圖時に、海洋開発、公簑確貯止、住宅

などの未来産業の旗手ともなりています●

と《に公害防止プラントは.単 噌74一 ル

ドで解決できるものではなく働総合的技術力

とシステムアプローチを欠かせないた凱 私

たちの持ち味が十二分に発揮される分野とい

えましょラ。現在私たちは、大気汚染、ホ質、

廃棄物処理の三大公害防止のり一ダ6と もな

りています。最近の輝かしい成果のひとつに

三井一グリロ式排煙脱硫装置があります.こ

れは、それぞれの排煙発生サイドに亜硫酸ガ

ス吸収工程をもうけ、それを1か所に導き.

処理するという画期的な集中再生プラン}で

す●二れによって馳コンビナート全体をカバ階

一する広域集中処理センタ脚の実現がまぢか

になりました.

ギ ー方.科 学技術の進歩は.既存の思考パタ

,Oン を崩壊し.生産プロセスに警しい変革を

もねらしましたo海 を中心に生きてきた 「造

船」もその例外ではな転 海と陸を隔絶した

もの とする世界規から脱却、海陸二つを総 ■

した新しい視点から「造船」を再構築してい

く必要がでてきました.

たとえば.「 原油輸送」の場合.こ れまで

、 の 「造船」はマンモスタンカーをつくれば二

とたりましたが.二 れからは基地構想をふく

む石油産出地から精製所までの輸送システム

全体を製品化する方向へ.つ まりシステム・

デザイン^と 移行しています.

た《ましζ未開の分野に挑み.た えず新し

いものを創造する三井造船は.年3と に著い'

カを加え.企業生命力にムくらみと柔軟性を

もたせつつ.未 来を探求しています。

人問と技術 の調和 に挑む

三井造船

《雑種のクリエイター》求めます

"

㌧

'

私たちは雑種集団

.もの卿をつくる企業には
.い つも新鮮な

エネ〃ギーが充満しています。この単純な事

実二そおおらかな企業ムード形成の源泉。ジ

メジメした人間関係は.・ もの層をつくる過

程でいつのまにか漂自されリスカッとした も

のに再生されるわけです◎

・もの脚をつくるモーメントは
噂理論のモ

ザイクであり・ドロドロした情念でありらあ

るいは衝動の笑学かもしれません.力亀 とに

か《個がもつモ●メントが.シ ステ▼チ,ク

に集合されたとき.三井造船はいよいよ動き

はじめます・集団の本領発揮というとこでし

盈ラ●
●

喚企業は人なり」といわれるように●どん

な時代になろうとも噛企業をになうのはやっ

.ばり「人」●人の集団が企業エネ〃ギーを生

・みだしらエネ〃ギーは製品創造へと転化 しま

す。二の企業ダイナミズムの大小が企業の成

長を左右する最大要因と思います・ 「メーヵ

●3膳 ど.ス ケー〃の大きい重工業ほどダイ

ナミズムの威力は絶大です●

撫 私たち一 三井造船は、行動力と創造力が

雑種的に同居する人とともに、船を.プ ラン

トを、住宅をつ《ってみたいと思っています。

ち

会社概一
割立 瞳917年ll別4日

資本金202億 円

売上高 響300億円(内 輪出約50%)

従業員数 約i万5000名

本社 東京都 中央区築地5-6噛4

工場 玉野、干葉、大阪、横浜、大分

営業所 横 浜、名古屋 、四 日市、大阪、神

戸 、岩国、徳 山、福 岡

海外駐在員 香港、デュッセル ドル7、 ロンド

ン、ニュ騨ヨー久 ロスアンゼルス

贋事務系 法律、経済、経営、商業、社会、

外国語その他文科系全般

■技術系 機械(生 産 。舶用 ・産業 ・化学機

械)、 造船、航空、溶接 、金属 、

電気、計測、制御、化学、原子力、

土木、建築、経営工 学のほか理数

科系諸学科

採用 に関するお問い含わせ先

奉社人事部人事第一課

東京都 中央区築地5-6-4㊦104

TEL(03)543-3111(大 代表)
■
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鰭15↑5賜 (箱3隙郵艇物認可)
一一富 悌 大 距 薪 】曝 昭和46隼(1㎝)4月58

多
樗
多
様
の
音
秦
が
氾
濫
し
て
い
る

現
代
、
誰
で
も
が
何
ら
か
の
音
楽
は
楽

し
ん
で
聞
い
て
い
る
嶺
と
思
い
ま
す
。

が
、
ま
だ
「ジ
ャ
ズ
・
フ
ァ
ン
で
す
」

と
は
っ
き
り
雪
え
る
人
は
余
り
多
く
な

い
よ
う
で
す
。
テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
番
組

や
、
あ
る
い
は
皮
肉
な
こ
と
に
低
俗
な

歌
謡
曲
番
組
に
ま
で
ジ
ャ
ズ
の
感
覚
を

持
っ
た
テ
ー
マ
曲
が
使
わ
れ
て
い
る
の

は
、
そ
の
軽
快
な
ス
イ
ン
グ
感
に
よ
る

所
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
A「日
で
は

中
掌
、
高
校
で
の
音
楽
の
授
熊
に
よ
っ

て
、
誰
で
も
あ
る
程
度
の
楽
運
の
常
識

(た
と
え
ば
協
和
音
、
不
協
和
音
に
つ

い
て
)
は
知
っ
て
い
る
こ
と
で
し
よ
.っ

が
、
ジ
ャ
ズ
の
臆
界
で
は
こ
の
常
隙
は

見
事
に
破
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
先
に

上
げ
た
、
ジ
ャ
ズ
の
第
一
の
特
質
で
あ

る
ス
イ
ン
グ
感
も
、
楽
譜
に
正
確
に
書

き
衰
わ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
体
で
感
じ
て
会
得
す
る
も
の
な
の

で
す
。
我
が
軽
音
楽
部
へ
入
部
し
た
隠

か
・り
、
こ
の
ス
イ
ン
グ
感
を
身
に
つ
け

て
い
る
者
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す

が
、
一
旦
そ
の
味
を
知
っ
て
し
ま
う

と
、
も
阜
薩
れ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
だ
か
り
今
ま
で
ジ
ャ
ズ
に
接

す
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
人
で
も
、
音

楽
の
好
き
な
人
で
さ
え
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

に
と
入
部
を
お
勧
め
し
豪
す
。
使
用
し

て
い
る
楽
器
は
ド
ラ
ム
、
ベ
ー
ス
、
ギ

タ
ー
、
ビ
ア
ノ
、
そ
れ
に
管
楽
器
昌

糊
。
現
.仕
ト
フ
ン
ペ
ソ
ト
、
ト
ロ
ン
.爪

r
ン
の
不
足
が
悩
が
の
撒
で
す
。
現
住

ス

イ

ン
グ
の

團巷
圖 い
か
が
,

「あ
な
た
は
ま
だ
本
当
に
お
著
い
。す

べ
て
の
物
事
の
は
じ
ま
る
以
前
に
い
ら

う
し
ゃ
る
の
で
す
か
ら
、
私
は
で
き
る

だ
け
あ
な
に
お
願
い
し
て
お
き
た
い
の

で
す
、
あ
な
た
の
心
の
中
の
束
解
決
の

も
の
す
べ
て
に
対
し
て
忍
耐
を
持
た
れ

る
こ
と
を
。
そ
う
し
て
間
い
自
身
を
。

例
え
ば
閉
ざ
さ
れ
た
部
屋
の
よ
う
に
、

あ
る
い
は
非
常
に
来
知
な
言
語
で
書
か

れ
た
書
物
の
よ
う
に
愛
さ
れ
る
こ
と
を

今
す
ぐ
答
え
を
捜
さ
な
い
で
下
さ
い

あ
な
た
は
ま
だ
そ
れ
を
自
ら
生
き
て
お

い
で
に
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
今
与
え

ら
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
す
べ
て

を
生
き
る
と
い
う
こ
と
ζ
そ
、
し
か
し

大
切
な
の
で
す
。
今
は
あ
な
た
は
問
い

を
生
き
て
下
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
お
そ

ら
く
あ
な
た
は
次
第
に
、
そ
れ
と
気
づ

く
こ
と
な
く
、
あ
る
遥
か
な
日
に
、
答

え
の
中
へ
生
き
て
行
か
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
あ
な
た
御
自

身
の
中
に
、
造
型
し
形
成
す
る
可
能
性

を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
持
別
に
幸
福
な
純
粋
な
生
の
一

つ
の
在
り
方
と
し
て
。
こ
れ
へ
向
っ
て

御
自
身
の
芽
を
お
伸
ば
し
下
さ
い
。
ー

し
か
し
、
く
る
も
の
は
大
き
な
信
頼
感

を
も
っ
て
お
受
取
り
下
さ
い
。
そ
し
て

そ
れ
が
ひ
と
え
に
あ
な
た
の
隷
志
か

ら
、
あ
な
た
の
内
部
の
な
ん
ら
か
の

必
然
か
ら
く
る
時
あ
な
た
は
そ
れ
を

自
ら
の
肩
に
に
な
う
こ
と
が
必
裏
で

す
。
」
ー

リ
ル
ケ

「着
認..ぐ詩
人
へ
の

手
紙
」
京
都
大
掌
音
楽
V
ー
ク
ル
遠
合
、
略

称
京
大
音
サ
連
。
現
在
音
サ
連
傘
下
に

は
、
交
響
琶
団
、
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
、
軽

童
栗
部
、
吹
輿
楽
部
、
マ
ン
ド
リ
ン
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
六

団
体
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
各
自
の
サ

ー
ク
ル
独
自
の
晋
楽
を
自
由
に
追
求
す

る
。
音
サ
連
は
そ
の
場
と
し
て
存
在
す

る
。
六
十
年
安
保
以
後
、
激
し
く
な
っ

て
き
た
「文
化
サ
r
ク
ル
の
政
治
的
エ

ン
ク
ロ
ジ
ャ
ー
」
か
ら
自
ら
の
音
楽
、

又
晋
楽
に
対
す
る
純
粋
な
姿
勢
を
守
る

た
め
、
文
遅
か
ら
抜
け
出
し
た
蕾
楽
サ

ー
ク
ル
に
よ
っ
て
音
サ
連
は
結
成
さ
れ

た
。し
か
し
膏
サ
連
と
い
う
連
合
体
は
単

に
逃
避
的
な
意
味
の
も
の
で
は
決
し
て

な
い
。
各
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、
叉
音
サ

連
と
し
て
、
常
に
「芸
術
と
は
何
か
」

と
い
う
命
題
の
中
に
自
ら
生
き
る
攻
撃

的
な
運
動
体
で
あ
る
。
音
サ
連
と
し
て

の
音
楽
追
求
の
成
果
で
あ
る
秋
の
演
奏

会
も
又
然
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
音
サ

「
連
と
し
て
の
爽
践
的
活
動
の
一
面
で
あ

る
。で
は
我
々
の
音
楽
活
勘
を
支
え
る
音

楽
観
と
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

我
々
は
ア
マ
チ

.一ア
音
楽
団
体
で
あ

身薩oQ鯨漕一

の
部
貝
の
大
半
は
大
学
で
初
め
て
楽
器

を
手
に
し
た
、
と
い
う
訳
で
文
年
削
程

度
の
低
い
京
大
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
低
さ
を
少
し

で
も
持
ヒ
げ
よ
う
と
わ
れ
わ
れ
は
努
力

し
て
い
ま
す
。

軽
音
楽
部
内
に
は
七
つ
の
バ
ン
ド
が

あ
り
、
以
下
列
糞
レ
ま
す
。

Q
フ
ル
バ
ン
ド

○
モ
ダ
ン

O
ス
イ
ン
ク

○
デ
ィ
キ
シ
ー

○
ボ
サ
ノ
バ

○
ウ
エ
ス
タ
ン

○
ロ
ン
ク

約
焦
り
人
の
部
員
、
同
、
西
部
娚
内

の
溝
ワ
ク
ス
で
お
符
ち
し
て
お
り
ま

す
.

(文
貞
・
塩
出
)

〈
漣
絡
先
〉
幽
部
構
内
B
O
X

園

團

る
。
技
術
的
に
は
プ
ロ
に
比
し
て
劣
勢

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
我
々
は
少
く
と

も
、
一
切
の
打
算
の
な
さ
と
い
う
点
に

お
い
て
、
プ
ロ
に
対
し
て
圧
倒
的
に
優

位
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
自
由
、
純
粋
な

ア
マ
チ
ュ
ア
に
し
か
で
き
な
い
音
楽
創

遣
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
音
楽
創
造
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の

は
、
我
々
の
膏
楽
に
対
す
る
誠
実
性
だ

と
考
え
る
。

再
び
ー

「物
事
は
す
べ
て
そ
ん
な

に
容
易
に
掴
め
る
も
の
で
も
冒
え
る
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
と
も
す
れ
ば

世
人
は
そ
の
よ
う
に
思
い
込
議
せ
た
が

る
も
の
で
す
け
れ
ど
も
。
た
い
て
い
の

出
来
扇
は
ロ
に
出
し
て
召
え
な
い
も
の

で
す
。
金
然
。
吾
葉
な
ど
の
踏
み
込
ん

だ
こ
と
の
な
い
領
琢
で
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。
そ
れ
に
ま
た
芸
術
作
贔
ほ
ど
冨

語
に
絶
し
た
も
の
は
あ
り
議
せ
ん
、
そ

れ
は
秘
密
に
満
ち
た
存
在
で
、
そ
の
生

は
、
過
ぎ
去
る
我
々
の
そ
ば
に
あ
っ

て
、
氷
続
す
る
も
の
な
の
で
す
。
」
ー

リ
ル
ケ

「着
き
詩
人
へ
の
手
紙
一

〈
連
絡
先
〉

近
衛
通
電
停
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何かを思いきうて彪めしてみる.

人聞一生のうちで一僕 は賭けてみたくなるも

のです。

それは9人 聞の可能性がb自 分の可能性がど

の くらいであるかをたあす尺度なのでナ●

いまDあ なたは場鯨をさがしているのではあ

りませんか6

自分の可能性を賭けるスター トとしての場所

を……●

あなたを海外へ派遣
する予定です

「

当社では

国際 的感 覚 を備 えた商 社 マ ンの育 成 には

力 を注 ぎ、若 くして海 外 で活 躍 す る機 会

が開 か れて い ます 。

年商850億 この輝かしい実横 と若さを原
動力として躍進を続ける貿易専門商社です

業 容[鋼 弐製鉄原料 鰍゚'プ ラン陶

海外支居[ll霧嶽 懲 灘 簿

*積 極 的な会社訪問を歓迎 します。

⑱ 東東貿易餐
本社/東 京都 中央区日本橋兜町2・21TEし(552)72目

採用関係連絡先一総務部人事管理課

迷 って ください。大 いに迷 って くだ きい。 そ 工場 見学、 または詳 しい買 料

して慎重 な答をだ して くだ さい.を 御 希望 の方 は下記へ御連絡

日産デ ィー ゼルは そんなあなた をさっ と満 足 くたさい。

させ られ るもの と思 って い ます。

⇔

埼王 県上 尾市 置一1

上尾工場0487-72-2301

人事部雇 用課

日 産 デ ィ ー ゼ ル 工 業 株 式 会 社
N■55AND鵬5醒 し 」リし070R`O●,`7D

あれ これ

考 える前 に、

まず

〈矢口る〉ことカ、ら

・11南産 粟 の 木 才、 ニーノの ご璽 大}晶{↓、由 の

i.震 二つ い'ζ 、矯し 今 い よ し ょ う・

&校 の}ヒ 戴 か 大 勢 嬉 加 し よ す,あ な た

μ}F川 をお 待 ち 由 し1デ て お り よ 童。

な お,こ の 日 以 外 二も ご 来 純 い た だ け

'「.91,Uの 人 ∵ ド人 に つ い て の 説 明 を

冑 た し よ37ノ こお の き くだ 二 し19

創立一昭和1碑
資本盒一60偉F
従梁員一1554毛

ベルシャ湾原油開発から輸送 ・精製 ・販売まで 〈人間 と石油〉を追求する民族系企巣

採用関係遮絡先 大阪市東区高麗橋5-45(興銀ビル別館5F)大 協石油鴇大阪支店管理課Tel,203-2951㈹◎裳協石油

電気についても研究していまする

未来のくるまづくりに協力

近い将来、都市の定期路線のパスや近距

離 を走 る低速車は、電気自動車が とって

変わるだろうといわれています。昨年12月

デンソーは業界にさセがけて、電気自動

車機器事業部を設立 カーメーカーの大型
・.プロジェクトの一員として電気自動車の

モーターや制御装 置の研究、開発に協

力しています。 デンソーは、これからの

自動車にいかなる問題が発生し要求される

かを適確に予測し、その対策を考えながら

着実にしかもタけナミックに新しいシステム

を研究しつづけています5自 動車がより

快適てより安全な文明の利器として、社会

に役立つこ臥 それがデンソーの願いてす。

デンソーの未来開発に参加しませんか

つねに前向 きで一歩先んじた企業体制

の確立、それが柔軟性のあるデンソーの

組織づくりの基本です。

未来開発をめざして若 い有能 なバイタ

リティーが、重要 なセクションを担い

第一線でダイナミックに活躍していますb

そこには、責任 と権限の大幅 な委譲 と

上意下達 、下意上達がスムーズにかつ

スピーディーに行われています。

適材 を適所 に、 しかもすべての入に能

力開発の機会均等 を……。デンソーは

いま、あなたの豊 かな創造力 と若 いエ

ネルギーの参加を切望 しています。

o
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、
来 春 工 学 部 を 卒 業 さ れ る諸 君 へ

あ な た 自 身 の 将 来 像 を

ど こ に 求 め ま す か 〃

工 ∫の知識を突社会に生かすため、一つの産業
一つの技術の世界に、一生 を打 ちこもうとされて
いるか犬も多いことと患 います。一方,技 術 の世

界もさることながら、その世 界に縛られ ることな

く、 より豊かな町能性を追求 したい と曹っておら

札るヵた も少な くないことと思 います。 このよ ノ

倒 鋼、像を持っている諸君は、 「日本経済の、さ

りには世界経済のあ らゆる分野 に、理想 ンステム

をつ くりあげることを 。一 」、 こんな仕事を担当

してみたいとは思いませ んか。

地域開発、:食品 コンビナー ト、海洋開発窄々、

よ㌔しな く機能 力拡大しているll物 産 におい ご

.、 ンスrム 的な解栃能力が、ありゆる分野 ご強

く長め,れ ています。 あなたが理[系f問 を通じ

て得 られたンステム的解析能力を生か 多仕 葬が、

_現 物産 には、限 りな くあります●

●

㌧
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去年三井物産に入社 した君の先輩 は1[名 てす。忙 しくて席に

居ない二ともあるかも しれ ませんが.三 井物産についてお知

ηになりたい二とがあれば,ど うぞ御連絡 ください。

犬山多景石(法)

鍋奇 憲一(去、

広島 政男(去)

南良 隆(経)

籟合 揮之(工/合 化)

玉石 良次'工/電 子〉

太 輩 昇(工/{ヒ エ)

罰藤 創農 農化)

福田 正明 農/農 化)

'

令 三弁物産
三 月物ρ`の仕 事に少 しでも興味を感 じられ るか
帽 よ
、リクルー トルームを一度訪ねてみてくださ

.て 切 クルー トルームでお会いしましょう。

本 郷 修ぐ農/林 産)

新合 邦夫(農〆林学)

ト

メ

略A

、

■

阿

二 看

大阪支店
非敦金属部電線煤0叙225、2637.

漢鋼輪出部蝕延鋼板課03(505)2308

き成樹脂原料部
塩化ビニール第二課D3'505)4126

名盲屋支店
金属第一部建召袋資掌オ裸052(随4)2227

合成樹脂製品邪成型品課03(505)4249

航 空 機 部 特 援 課03(505)3493

有機化学品
第=部 馬分手票筆 疑03505、3992

有槻イヒ学品第一部農薬課03(50コ 、3925巳

大阪支店
物費部原料資材課06(226♪3604.

木 材 部 木 材 建 材 課03(505)508書

大畷 腓 ヰオ融 オ第二課05(226>3558
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ミニスカ ー トが 、 ロンゲ

ッ トにな る。ネ クタイ の

幅 が怯 くな る。7ア ッシ

ョンは一例 ですが、人 の

意 識 も行動 も どん どん変

わ りますね。 あ なたの ま

わ りは どうで しょ うか。

そ して 、環 境 も変 われ ば、

交通 の手段 も変 わ るで し

ょ う。 クル マ も変 わ りま
す。安 全無 公害 をめ ざす

車 づ くり もその ひ とつ。

日産 はこの命題 に真っ向か

ら取 り組 み ました。そ の

具体 化 に私 たち な りの成

算 は あ ります。 また都 市

交通 を中心 とす る、未 来
の 交通 シ ステムの た めの
の

ψ ル マづ くりに も着手 しめレゆ

濠 した 。 生 活 は さ らに 多

様 化 個 性 化 す るで しょう。

豊 か な 生 活 追 求 の 手 段 と

して ま た コ ミュ ニケ ー シ

ョン の ツ ー ル と して 車 の

の 効 用 は 高 まっ て ゆ くで
'し ょ う

。 日産 は 、 車 が よ

い っ そ う社 会 生 活 の お

に立 つ こ とを ね が っ て

わ る〉こ とに 、 あ ら ゆ
躰努 力 を惜 しみ ませ ん

。
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採用学秤 事務系一法律、経済、政治鰍

商学、経営、牡会、

外国語など

技術系一機械、精密、航空、

船舶、電気、計測㌻

溶接、化学、冶金、

金属、応用敷学、応

用物理、管理工学、

意匠、土木、延築な娩

●採用関係連絡先

東京都中央区銀座6-17-1(〒104)

日産 自動車ビル

日産 自動車株式会社。人事部人事課採用係

TEL(03)543-5523(大 代表)
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京

因

京
都
人
デ
吹
歩
楽
団
、
と
い
う
こ
の

厳
し
い
名
の
音
榮
団
体
。
自
己
紹
介
を

し
て
お
こ
う
。
今
年
ゼ
ロ
歳
。
団
員
は

わ
ず
か
十
=
名
。
こ
の
春
、
大
き
期
な

待
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
て
入
学
し
た
新
入

生
藷
君
と
共
に
誕
牢
し
た
ク
ラ
ブ
。
現

在
、
荒
神
橋
東
譜
京
都
織
物
工
場
跡
で

練
習
に
励
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
君
た
ち
は
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド

(吹
奏
楽
)
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

抱
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
軍
漿
隊
、
ス

ク
ー
ル
バ
ン
ド
ー

要
す
る
に
実
用

的
、
教
育
剛
、
そ
し
て
ア
マ
チ
一ア
の

音
楽
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
行
き
渡
っ
て

い
る
様
だ
。
そ
れ
自
体
決
し
て
悪
い
事

で
は
な
い
。
野
外
で
の
応
援
、
パ
レ
ー

ド
演
奏

(親
し
み
易
い
音
楽
)
そ
れ
は

ブ
ラ
ス
の
重
要
な
特
性
て
あ
る
は
ず
か

ら
。
し
か
し
、
大
学
に
お
い
て
は
ブ
フ

ス
は
低
醐
で
あ
り
、
交
響
曲
等
と
比
較

さ
れ
つ
つ
常
に
低
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。
な
ぜ
か
9

詳
し
く
述
べ
る
ス
ペ

ー
ス
は
な
い
が
二
つ
程
挙
げ
て
お
き
た

い
。
第
一に
、
ブ
フ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
、

定
義
が
あ
ま
り
に
固
足
化
さ
れ
す
ぎ
て

い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
小
中
高
等
掌

校
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
社
会
に
お
い

て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
編
成
か
ら
音
楽

性
ま
で
真
似
し
よ
う
と
し
て
、
自
己
を

生
か
し
切
れ
な
い
ブ
ラ
ス
の
姿
を
あ
ま

り
匹
見
す
き
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

か
。
プ
ラ
ス
と
は
管
楽
器
と
打
楽
器
を
一

「主
体
」
に
し
た
極
め
て
可
変
町
で
多

様
な
音
楽
で
あ
る
は
ず
だ
。
第
二
に
、

マ
ー
チ
と
い
う
吹
奏
楽
の
雪
憂
な
レ
パ

一一 ㈲3大 學 新 闘
昭和46年(19π)4月5e月 閣9 (!o)

、
楽
団
に
つ

人
は
い
つ
で
も
練
習
場

楽
団
愚

久
保
政
昭

生

に
新
人
を

國
園
幽

一 ー
ト
リ
ー
が
あ
よ
り
に

す
ぎ
て
い
る
か
ら
で
は
カ

チ
は
歌
謡
曲
、
ポ
ビ
ュ
ツ

ノ
ク
と
い
つ
↓艘
句
範

た
音
楽
か
も
知
れ
な
い
が

派
な

(極
め
て
難
し
い
.

だ
。
心
臓
の
鼓
幼
か
ら

ズ
と
人
間
の
最
も
曇
本
田

生
ま
れ
た
マ
ー
チ
、
教
ム

を
組
む
西
欧
の
和
函
則

(

こ
れ
か
ら
の
間
に
本

え
て
は
な
ら
な
い
。
要
は

人
に
訴
え
か
け
る
音
楽
で

の
だ
。
智
楽
器
の
歴
史
は

日
本
に
お
い
て
は
膏
榮
の

舶
来
品
な
の
だ
、
音
楽
は

で
あ
る
と
し
て
も
傑
た
ち

真
剣
に
こ
の
鱈
に
取
,
親

僕
た
ち
は
吹
奏
楽
昂
愛
ぢ

の
艮
さ
を
最
Jへ
限
に
弓
・

い
。
(固
足
さ
れ
た
イ
メ

れ
ず
、
特
質
を
界
夫
な
わ

団
は
、
こ
し
て
意
欲
切
に

新
人
生
諸
君
の
中
に
音
楽

が
い
れ
ば
、
是
因人
っ
て

し
て
楽
な
ク
フ
ブ
で
は
な

な
い
。
が
、
人
間
の
真
善

活
動
に
決
し
て
十
担
な
道
.

い
。憲
欲
あ
る
新
人
を
期
凶

す
。尚
、
入
団
希
望
者
又
は
.

い
て
知
り
た
い

に
お
い
で
暮

い
。
(楽
団
導

一 待
し
て
い
よ

ー
画
低
く
評
価
さ
れ

な
い
か
。
マ
ー

フ
ー
、
ク
ラ
シ

囲
か
ら
は
外
れ

カ
、
し
か
し
立

)
膏
楽
な
の

生
ま
れ
た
ジ
ャ

財
な
歩
行
か
ら

蕎
楽
の
流
れ

(り
)
音
楽
-

欝

な
上
下
を
写

は
、
ど
れ
だ
け

で
あ
る
か
、
な

は
浅
い
。
特
」

ほ
と
ん
ど
が

楽
し
い
も
の

ち
は
、
も
っ
と

み
た
い
ー

づ
る
。
吹
奏
楽

か
し
て
見
た

ー
ジ
に
促
わ

ず
)
吹
奏
楽

誕
生
し
た
.

を
愛
す
る
人

欲
し
い
。
決

い
か
も
知
れ

庭
誉
求
め
る

は
あ
り
得
な

新

た
な
る
誕

意
欲
あ
る

、

合
奏

の
難
か
し
さ
、
楽
し
さ

国
日
国

我
ク
ラ
ブ
の
前
身
た
る
「寡
大
ク
ラ

シ
ノ
ク
ギ
タ
ー
同
好
会
」
が
発
足
し
た

の
は
、
今
か
ら
十
年
前
昭
和
=
天
年
五

月
一
五
日
の
事
で
あ
っ
た
。
往
時
小
人

数
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熱
心
な
活
動
の

結
果
、
そ
の
二
年
後
に
は
「京
大
ギ
タ

ー
ク
ラ
ブ
」
に
ま
で
発
展
し
、
部
員
戴

は
=
6
に
も
増
え
、
そ
れ
ま
で
の
独
奏

に
加
え
て
A呂
興を
も
活
動
内
容
と
す
る

に
至
っ
た
。そ
し
て
そ
の
翌
年
、即
ち
昭

和
ゴ
ゴル
年
の
占ハ月
に
は
、
さ
さ
や
か
に

も
第
一
回
定
期
演
奏
会
を
開
き
、
去
年

の
一
㎝
月
に
は
第
七
回
を
数
え
る
ま
で

に
も
年
を
経
た
。
そ
の
間
に
は
ク
ラ
ブ

の
発
慶
に
伴
い
活
動
内
容
は
大
幅
に
拡

大
さ
れ
独
輿
の
強
化
と
共
に
合
奏
も
翼

視
さ
れ
、
曲
も
ク
ラ
シ
ノ
ク
か
ら
の
み

で
な
≦
フ
テ
ン
・
タ
ン
ゴ
も
そ
の
中
に

加
え
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、フ
ラ
メ
ン

コ
部
門
も
序
々
に
台
頭
し
、
今
は
h
人

の
勇
士
が
に
ぎ
や
か
に
ラ
ス
《
ヤ
ー
ド

の
練
習
に
励
ん
で
い
る
様
チ
を
垣
間
み

る
と
罪
常
に
頼
も
し
く
感
し
る
次
第
で

あ
る
。
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
る
か
の
よ
う

に
ク
ラ
ン
ノ
ク
部
門
に
も
い
ろ
い
ろ
な

研
究
会
が
定
期
岡
な
活
動
を
開
始
レ
た

の
で
あ
る
。
ソ
ル
の
エ
チ
ュ
ー
ド
研
究

会
カ
ル
カ
ノ
ン
の

エ
チ
∴
ー
ド
研
究

全
等
(因
み
に
ノ
ル
は
ギ
タ
ー
史
に
お

い
て
は
べ
ー
ー
ヴ
ェ
ン
の
如
く
カ
ル
カ

ノ
ン
は
ピ
ア
ノ
に
お
け
る
ノ
∴
ル
ニ
ー

が
如
書

簑

で
あ
る
・

一
噌

さ
て
我
「京
人
キ
タ
ー
ク
ツ
プ
」
は

図
回
図

新
入
第

震

か
答

奏
の
島

゜
指
聾

も
・
昔
人
垂

も

饗

て
一切
の協

銭

々
響

の
L

で
行
っ
て
い
る
。
毎
分
春
に
な
る
と
、

大
勢
の
新
人
部
員
が
上
級
⊥
の
槽
導
員

に
和
気
あ
い
あ
い
と
教
え
ら
て
い
る
様

子
が
見
ら
れ
る
が
、
彼
r、の
上
遼
を
羊

ぱ
恐
れ
な
が
53も
次
第
」ギ
タ
ー
」
馴

染
ん
で
い
く
事
恕
見
る
の
は
喜
こ
ば
し

い
限
り
Uで
あ
る
。
現
在
「
カ
ル
カ

シ

教
則
本
」
に
の
っ
と
っ
て
拒
導
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
蔀
を
終
え
る
項

に
は
留
と
合
薬
す
る
よ
つ
に
な
る
。
ま

た
新
人
部
員
は
、
秋
か
b
ノ
ユ
ニ
ア
バ

ン
ド
と
称
す
る
、
新
人
部
員
だ
け
の
合

輿
を
始
め
、
初
め
て
合
輿
を
始
め
、
初

め
て
合
奏
の
難
か
し
さ
、
楽
し
さ
昂
知

る
よ
つ
に
な
る
。

ま
た
夏
休
み
の
未
に
は
、
慣
例
の
夏

期
含
宿
が
行
な
わ
れ
、
昼
間
の
ギ
タ
ー

線
習
に
よ
る
指
の
痛
み
を
、
夜
は
楽
レ

い
寝
床
で
先
輩
と
の
語
ら
い
の
う
ち
に

い
や
す
想
い
山
を
持
た
ぬ
者
は
な
い
.

な
お
以
手
は
蛇
足
で
あ
る
。
初
め
に

述
へ
た
通
り
我
ク
ラ
ブ
は
誕
片
以
来
は

ぼ
十
耳
に
な
る
が
、
私
見
に
よ
る
と
、

我
ク
ラ
ブ
は
二
代
目
の
時
期
に
当
る
の

で
は
な
い
か
と
田」
つ
。
く
だ
い
て
葛
え

は
、
創
生
期
の
あ
の
意
翼
込
み
が
自
外

と
消
え
う
せ
、
今
で
は
先
輩
か
敷
か
れ

た
耽
道
の
⊥
を
我
々
が
た
た
歩
ん
で
い

る
に
過
き
な
い
の
て
は
な
い
か
と
い
う

思
い
で
あ
る
。
倦
怠
期
に
は
外
か
ら
見

て
も
倦
怠
響
は
廠
し
b
れ
ぬ
。
も
つ
そ

ろ
そ
ろ
代
が
変
っ
て
、
一
一代
国
に
な
る

へ
き
時
期
で
は
な
か
り
つ
か
。
崩
風
布

〈
連
絡
先
〉

.珂
筆

〆
刊
内
B
O
X

石

油
化
学
工

業

は
、
豊
富

か

つ

低
廉

な
石
油
を

原
料

と
し

て
衣
食

住

の
す

ぺ

て
の
分
野

て
新
し

い
形

の
物
質

を
創
造

し
、
よ

り
優

九
た

製
品
を
供

給
し

て
豊

か
な
生
盾

を

わ
れ

わ
れ
に
約
束

し

て

い
ま
す

。

そ
れ

は
無

限

の
可
能

性

を
も

っ
た

産

業

で
あ

り
、
今

や
化
学

工
業

に

お
け

る
中

心
的
な

存
在

と
な

っ
て

き
ま
し

た
。

当

社

は
、
川
崎

市
浮
島

地
区

に

お

け
る

コ
ン
ビ

ナ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

●

と

し
て
着
実

な
成

長
を
統

け
て
お

り
、

エ
チ

レ
ン
30

万
ト

ン
プ
ラ

ン

ト

の
建
設
、
合

成
樹

脂
分
野

へ
の

進
出

、
第

ニ
セ

ン
タ
ー
計

画
等

々

飛

躍
的
発

展

か
近

い
将
未

に
期

待

さ

れ

て
い
ま
す
。

当
社

は
ま

た
、
創

立
以
来
機
能

的
組
織

の
下

に
少
数
精

鋭
主
義

を

標

榜

し
て
効
果

的
な
経

営
管
理

を

推
追

し
て
お
り
、

若

い
人
達

か
責

任
あ

る
職

務

に
携

わ

っ
て

い
る
た

め
職
場

は
は

つ
ち

つ
と
し
た
息

吹

き
に
満

ち

て
い
ま
す
。
革

新

の
時

代

に

ふ
さ
わ
し

い
創

造
力

に
富

ん

だ
若
人

の
入
社

を
刮
目

し
て
待

っ

て

い
ま
す
。

Φ

*採 用学部

*課 用手続

*連 絡 先

*初 任 給

*そ の 他

〈採 用 に 関 す る ご 案 内 〉

法 学 部 ・経済 学 部 ・工 学部

ご希 望 あ り次第 随 時受 付 け ますo

業 京 都 港区 新橋5-36-1重(浜 ゴム ビル 内)

策 燃 石油 化 学株 式 会社

総 務 部 人事 課(課 長 ・宋 永 端 、担 当 ・粉 繁清 冶)

電 話(03)432-4董31

学 士 約60,000円

修 士 約65,000円

(,主)1.上 記 は、47年 入社 者 のベ ース ア ップ後 見 込

本 給 で す。

2.上 記 のほ か、 大都 市手 当(本 給の6%)、 住

宅 手 当 、扶養 家 族手 当 が加 算 され ます。

社 宅 ・寮 その 他福 利 施設 完備

索暫后油化1学縁試芸杜

発
展
を
約
束
さ
れ
た
企
業
は

働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
を
提
供
し

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
あ
る
若
人
を
求
め
ま
す

、

、

創造 と革新 若 さが それ を実 現 し,未 来 をひらく
●若 さが築いた資本金54億 円,範 上高350億 円

当社 の創立 は昭和26年 。資本金 は500万 円,売 上高ほ850σ万 円でス

ター トした若い企業です。 しか し若 さあふれる創造と革噺 のカは,

創 立後20年 の 問に.資 本金 を!050倍,売 上高を411倍 と急成長 させ,

現 在資本金54億 円,売 上高350億 円 の一流化学会社 に成長 しま した。

●っねに石油化学のパイオニアメーカーです

石油化学 を原科面から大別すれば,石 油系と天然ガス系に区分 さ

れます。当社の創立以前は,日 本 の化学工業の原*十は石炭系で した

が.当 社 はこれか らの化学 は,石 油化学であると確信 しg当 時燃料

源 として しか考 えられていなかった天然ガスを原料と して.メ タ葡

ルの生産を開始。つづいてアンモニア部門へ進出 しっ 急成長 をとけ

ました。今ではメタールではg日 本の トップメ齢カーの座 を確保店

ています。"

●世界をリ鰯 ドする自社技術 蔑

メーカーはなによりも,技 術面 において確固とtた 優耗たものが

なければな りませ ん。当社 は日本の化学工業の原料転換の先ぺんを
っけたメタノール,海 外に技術輸出のつづ くキシレン分離異性化装

置.そ してセ ン トリー ヒューガル コンプレッサ嘲 を使用 した。大型
メタノール プラン ト(こ の種 のもので順調 に稼動 しているもの億世

界でも当社のみです)な ど.各 部門において世界をり卿 ドする技術

をもち.ま た育成開発にカを注いでい ます。殊
●少数精鋭主義が原動力です ヤ

ガス化学には.自 由で活発な活動力がみなぎっています。 二れほ

単 に社歴が短 い,あ るいは従業員 が若 いというだけが原因ではあり

ません。当社 にはつ ぎの基本方針 があ ります。翻

,ユ どの財閥系にも属 さない自主独立の道 をとる・一 一頭 を押 さえら可㌔
れては,創 造 は不可能です。

2少 数主義は精鋭 をつ くる一 今日,少 数精鋭主義 はあ りふれた'

経 営用語 とな ってい ます。 しか し,こ の ように一般化 したのは
,当社

の方針.実 践の内容を記述 した単行本がベス トセラーにな

ってからの二とです。

3当 社 の少数精鋭主義一一質1両 面において,過 大とも思える仕

事,権 限をまかせます。
この当社の基本方針が社員 を成長 させ

,ガ ス化学 を発展させてい
ると信 じています。少数精鋭主義は意欲 を評価 します。〈意欲ある人
の集団〉は.自 由でバ イタ リティあふれる社風 をつ くっています

。当社 は平凡な安定
を求める人はまった くほ しくはあ りません。仕事

のなかにg企 業の発展のなかに,自 己の成長を求 めようとする人こ
そ.ガ ス化学の期待する人です。

採用学科:法,経 済.商/技 術系:応 化,化 工,合 化,工 化,高 分子b電 気,
機械.計 ・則 事業所 本社:東 京/工 場:新 鼠 水島・大阪・アラスカ/
研究所:新 潟,平 塚/営 業所:大 阪,名 古屋,ニ ュ噛ヨーク,デ 昌ッセル ド
ノレフ,ア ラスカ

興目承民斯爬撰Σ業腕史奮雁
千 畑 幽 樹 ・一 工一 、(飯 野 ビ、。)〒1。 。b
〈採 用 醐 係連 絡先 〉

人事 部入事 課(桜 井)費(03)506-4847

、

、

ご量
郵
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訂
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若
々
し
い
積
極
活
動

回
回
[
薗
回
回

一

・駅
那
大
肺アゲ
ー
ー
ク
,
ゾ
ほ
、
.り
比

尉

,卜
翻
名
の
音
那
.斐
.、
一一跣
て
結

収
玉
創
た
、
田,窪
含
娼
、　昌
后、
ノ
い
ク

リ
プ
で
あ
る
。
結
成
後
よ
り
今
日
ぷ
で

積
極
嗣
な
活
動
を
何
な
い
、
舅
、在
で
は

部
職
約
五
十
名
を
有
す
る
合
唄
団
に
串
、

で
成
長
し
た
。

年
]
回
の
京
都
に
お
け
る
定
期
演
巽

会
の
ほ
か
、
東
京
・横
浜
・
西
日
本
。

東
梅
・
北
陸
へ
の
演
輿
旅
行
、
強
本
・

甲
府
等
々
に
お
け
る
演
奏
会
な
ど
活
動

地
域
も
広
範
囲
で
あ
る
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
・

バ
ロ
ッ
ク
の
ポ
リ
フ
ご
一ッ
ク
な
合
唱

曲
を
中
心
の
レ
パ
ー
ト
リ
r
に
、
男
性

合
唱
の
本
来
の
あ
る
べ
さ
姿
を
模
索
し

て
い
る
。
し
か
し
レ
パ
ー
ト
リ
.ー
は
広

く
、
ロ
マ
ン
派
の
作
品
や
現
代
邦
人
作

晶
に
ま
で
及
ぶ
。

現
在
、
顧
問
に
着
杉
弘
氏
、
益
子

務
氏
を
迎
え
、
ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

と
し
て
京
都
教
育
大
の
富
多
村
彪
氏
に

指
導
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
今
年
は

客
演
指
揮
に
皆
川
達
夫
氏
を
迎
え
、
わ

れ
わ
れ
の
最
大
の
レ
バ
r
ト
リ
ー
で
あ

り
、
課
題
で
あ
る
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
の

作
品
に
取
り
組
む
。

練
習
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
月
、
木
の

凋
三
回
、
パ
ー
ト
練
習
は
週
二
回
行
っ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
新
入
部
員
を
対

象
に
基
礎
的
な
音
楽
知
議
や
読
講
力
に

つ
い
て
講
座
が
開
か
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
活
勤
の
ほ
か
に
、

ク
ラ
ブ
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
会
・
ゼ

、、馳、ナ
r
ル
な
ど
が
活
発
で
あ
る
。
こ
れ

♪は
旧
声
楽
め
対
.田
広
、こ
し
,
'
卑
門

眺
"も
の
か
(
、
雇
鈎

一者
し
鰺
7距、勾

.1
、ー

/
r-,1
・,
P
、r聖
ー
識
駆
、

鱗
々
叡
で
あ
る
。
こ
の
よ
.コ
な
部
風
昌

自
の
音
楽
活
動
が
わ
れ
わ
れ
ノ

レ
ー
ク

"・ゾ
の
娘
大
の
特
艮
}、Lあ
O
、
部
員
の

慰
び
で
も
あ
る
。
六
Yら
に
こ
つ
し
た
倒

人
レ
ベ
ル
で
の
童
楽
追
求
が
グ
リ
ー
ク

ソ
ゾ
全
体
と
し
て
の
習
楽
の
大
き
な
支

え
と
な

っ
て
い
る

こ
と
も

獅
実
で
あ

る
.今

年
の.ス
ケ
ジ
ニ
ー
ル
は
、
四
月
の

新
人
歓
迎
演
輿
会
お
よ
び
合
宿
、
万
期

合
宿
、
秋
の
定
期
演
奏
会
、
来
春
の
演

奏
旅
行
等
々
で
あ
る
が
、
今
年
か
ら
.の

新
し
い
活
動
と
し
て
七
月
の
東
京
大
学

コ
ー
ル
ア
カ
デ
、-.」、1
と
の
ジ
ま
イ
ン
ト

コ
ン
サ
.ー
ト
が
あ
る
。
雛
独
の
合
唱
団

で
は
不
可
能
な
、
新
し
い
音
楽
創
造
を

目
指
し
、
か
つ
両
団
の
親
交
を
も
含
め

て
行
な
う
も
の
で
あ
る
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
先
に
も
述

へ
た
、

パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
の
ほ
か
、
ド
イ
ソ
・

イ
ギ
リ
ス
の
マ
ド
リ
ワ
ル
や
シ

ュ
ッ
ツ

の
作
品
、
烹
た
邦
人
作
品
も
予
定
し
て

い
る
。
伝
統
の
翠
が
に
こ
そ
欠
け
る
が
、
全

く
若
々
し
い
積
極
渚
動
の
男
声
合
唱
団

そ
れ
が
京
大
グ
リ
ー
ク
ジ
プ
で
あ
る
。

〈
連
絡
先
〉

近
衛
電

停
前

学
生
桀

会
所

京
大

グ
リ
ー

ク
フ
プ

B
O
X

A
練
習
場
V

北
白
川

聖
ツ
.d
ア
ト
ー
ル
教
会

共
同
体
的
感
動
の
道
を

園
因
國
團
園
回

'@

日

本

通
運

、,・f「

臼塚

幽、

、

、 ・

・ 、

、

灘

'

嘆

、

、

、

幽、

へ,

㌦く

汽

、
,

汽

、

、

、

N

＼

鳩

㍉

驚

異
的

な
ペ
ー

ス
で
㈱墜
蓮
す
る

日
本
経

済
β
生

産

は
呂
ま
し

に
増
大

レ
、

消
費

は

い
よ

い
よ
多

錘
化

し

て

い
ま
す

。
そ

の
な

か
で
、

目
通

の
果

た
す

役
舗

は
流

、通

の
A

か
ら
Z

ま

で
.り
ま

さ

に
多

種
多

様

で
す

。

単

に
国
内

だ
け

に

乏
ど
ま
ち
ず

、
匿
界

各

困
の
駐

在
機

携
を
通

じ

て
籔

際

一
貫

複
合

輸
送

シ

ろ

ア
ム
を
確

立
,
空

を
無

び
、
海
を
絨
碧

、
隆

を

馳
け

で
、
轡

界

の
す

み
ず

み
で
大

活
躍

し

て

い
ま
す

。

・

・
、

こ
の
.
世

界
有

数

の
捻
会

輸

送
企
業

く
冒
通
V
で
、
若

い
力
を

、

オ
能
を

、
春

分

.

に

発

揮

し

て

み

ま

せ

ん

か

。

等

・

ヒ
、聚

'

◎

、

臼

'

ウ

・

.

,

ザ

七

募

集

要

項

、

.

、
、
・

.

、

・
、

ヒ

T

(
応

募
資

絡
V

1
、
法
律

.
経
済

・
商
学

・
経

営

・
語
学

ハ
葵

・
灘

警

・
独

・
仏

・
西

・
露

語

)

・
数

学

・
工
学

(
綴

械

・
土
木

・
電

気

・
建
築

・
経

営
工
学

)

.・
慰

,

用
化

学
を

専
攻

し

た
者

2

昭
相

47
年

3
月
卒

業
見

込

み

で
大

学
よ

り
推

勲

ん
さ

れ
た
者

3

、
昭
穣

22
年

4
月

£

β
以

降
出

生

の
者

(提

出
書

類
V

天
妊

憲
醸
書

礁
当

琶
指

定

の
毛

の
)

・
算
籍
騰

準

・

磯

績
謎

明
憲

・
身

擢
検

査
書
各

ー
通

(
選

考
》

筆
記

試
験

・
衝
殺

・
身

体
検

査

歪㍉

噛

r

繊

(
問

念

せ
髭

〉

、

天

桂
試

験

日
時

・
搬
解

な
ど
譜護
細

に

つ

い
で

は
次

へ

糞

聞
合

せ
く

だ
さ

い

・

・

'

r

墓

肌
都
府
伐
田
匿
蛙
抽
搬
3
L
12
1
丑

丁
畿
O
l

宏
起
L

2
5

3
…

ー
ユ

ー
1

内
線

窪

◎
7

4

.

・

,

,

総
務
鍵

戴
獣
課

◆
物

銭
給
、

慕

務
系

倭
万

ま

4
も

o
霧

南,

　

や

　

ト

技

術
系

4
毒

3
衰

3

0
釈

、
蝋
、

薦

隼
覆
艇
績

八東
窟
〉
通
鈎
叢

)

●
昇

給

年

1
圃

、・

、

諏

'

・

●
賞

与

年

2
輿

45
年
凝

実

績

葬

潤
翰

5
力
巷

占

遜

輸
、 も3・

革
新
に
挑
戦サ

る
A〆

日

通
V

夢
講醤

騨 螺
冥 、ぴ

浄 距 鉾

鑑 鷲 ドヴ

ノ'ξ

ワ
1

を
、 ▲

♪

む
/
●

■P」L

、 」》 ▲

目
♂田 、 新
欲 鮮
あ
る

'で

カ ご

〈
日
涌

〉 を
ひ
と

に
結

総
嘗
輸
}、盗

訊ハ, 一

で"

「1
「

o

損害保険は伸びるか?

ハ ーマ ン ・カー ンは「2000年の世界4の 中で 『21世紀 の 日

本 は世 界で もっとも工業 化の充 ちた りた社会 になり.剛人

当 りの平均所得 も高 く,余 暇 は増大す る』と述べて いる。

大蔵 省 は先般,日 本 の個 人所 得は近い将来 アメリカを抜

くであ ろうと発 表 した。

某 新聞社では各 界からの意 見を取 り寄せ「2001年の 日本」

とい う本 を刊行 した。 そこには夫 きな夢 の ある将来 にっ

いて数多 く触れて ある。5

それで は損害保 険 はどうなので あろヴがへ

果して このまま伸 びでい くので あみ うか。一、

答 はVosで あ る。

何故 なら社会経 済の成長 に伴 い.大 型 イヒ三'且つ複雑化す

る生活機構 には,此 例的 に,∴入的.物 的 な災害発生の危

険性 が膚 まるか らで す◎

これ に対処す るのが損害保険で あるから。 損害保険は そ

の問い に対 しYe8と 答 えられるので す。 しかし,こ のよ

うに大 きく飛躍 する損害保険 にもこれ からの柱 であ る,

自動車保険 に対 する問題,あ るい は損害保険 の国際 的 自

由化な ど.大 きな問題 を含 んでい ることも確 かです酎

BigBusinessと して発展性 を もち.能 力と個性 を十分

に生 かせ る日本火災 は,こ れに対処で きる,創 造型.猛

進型,野 人型の人 を求 めて います 。.

日本火災海上 に注 目あれ!

嘉日本火災海上 式云
TheMpponFire&MarinelnsuranceCO .;LTD漕

東京都中央区 日本橋通2丁 目4番 地陶

人'事 部 ルC事 ひ課 警
㌘影げ

TEL.東 京`03、272-8ユn

、

,

卜
4

・
5
夕

●

' 、

■

`
の
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一
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
交
化
」
革
砧

ロ
シ
ア
董
命
以
降
O
〃
隅
け
青
命
闘

争
、
彼
抑
圧
人
民

民
族
の
民
族
伊
放

闘
争
は
、
そ
し
て
山
国
品
命
は
必
烈
削

に
轍
界
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
茜
命
の
一環

を
形
成
し
た
。
す
な
わ
ち
ロ
ン
ア
石
命

が
今
世
界
に
波
及
す
る
一
方
、
阯
界
の

い
か
な
る
地
械
切
た
闘
争
や
武
卦
蜂
起

も
、
直
ち
に
全
世
界
に
影
響
す
る
構
造

が
つ
く
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

時
期
を
世
界
史
削
に
「
ロ
シ
ア
電
命
の

瀞
代
」
毒

ぶ
な
ら
ば
、
㎜
九
六
六
年

以
来
紅
衛
兵
昂
運
助
契
機
に
全
世
界
人

長
を
震
憾
さ
せ
た
中
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ

男
大
革
命
を
経
た
現
代
は
「プ
ロ
レ
タ

シ
ア
文
化
大
革
命
の
時
代
」
と
宮
え
よ

う
。
激
動
の
世
界
の
中
で
A
・
A
・
L

A
人
民
の
革
命
闘
争
を
始
め
、
資
本
主

競
国
内
部
か
ら
叛
乱
を
起
す
人
民
に
と

っ
て
、
一
切
の
革
命
の
問
題
は
プ
ロ
文

輩
を
抜
き
に
は
完
結
し
え
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

か
っ
て
西
欧
聰
国
・
ア
メ
リ
カ
・日

本
の
帝
国
主
義
諸
国
と
、
国
内
封
建
主

義
体
制
の
二
重
の
支
配
と
抑
圧
を
受
け

て
い
た
中
国
人
民
は
、
五
四
運
動
の
全

人
民
的
な
決
起
を
き
っ
か
け
に
、
反
帝

反
封
贈
の
闘
争
を
開
始
し
、
中
国
共
産

党
の
結
成
と
共
に
最
下
層
労
働
者
・
農

民
の
解
放
-

社
会
主
義
革
命
の
質
を

内
包
す
る
ζ
と
に
な
っ
た
。
中
国
人
民

の
支
配
者
は
封
建
ギ
義
・
軍
閥
か
ら
、

北
閥
戦
争
を
経
て
国
民
党
反
動
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ノ
ー
に
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
最
後

に

「満
州
事
変
」
以
後
大
阻
へ
の
全
面

的
な
慢
略
戦
争
口
植
民
地
化
を
開
始
し

た
日
本
帝
国
主
義
と
、
円
帝
を
打
倒
で

昏
ず
、
そ
の
尖
兵
と
し
て
侵
略
に
加
担

し
た
日
本
人
民
1ー
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

が
抑
圧
者
と
し
て
君
臨
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
中
国
人
民
は
毛
沢
東
の
指
導
の

下
に
、
人
民
戦
毎
を
全
人
民
で
闘
い
抜

懲
、
お
び
た
だ
し
い
血
の
犠
牲
を
乗
り

越
え
て
敵
を
打
ち
破
リ
ア
ジ
ア
で
初
の

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
指
導
す
る
革
命

謁

就
毒

た
・

'ロ
シ
ア
華
命
U
降
の
ソ
連
は
、
国
内

の
階
級
矛
盾
の
放
置
と
実
践
田
誤
謬
、

そ
し
て
全
世
界
の
人
民
の
闘
い
へ
の
裏

糠
り
を
経
て
、
レ
r
ニ
ン
の
ロ
シ
ア
革

で命
を
挫
折
さ
せ
、
社
会
主
義
を
変
質
さ

せ
、
「平
和
的
に
」

(ま
さ
に
平
和
的

に
だ
ノ
)
修
旺
主
義
に
転
落
し
て
い
つ

た
、
さ
ら
に
世
界
国
に
は
、
ア
メ
リ
カ

と
共
に
勢
力
分
野
の
分
割
を
行
い
、
国

内
に
は
西
欧
プ
ル
フ
ヨ
ア
ジ
ー
か
ら
賛

美
さ
れ
る
「
自
由
化
」
を
漉
め
て
資
本

主
義
の
「夢
」
を
追
い
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

一
方
革
命
後
の
人
民
中
国
は
、
初
期

に

「国
際
共
産
主
義
運
助
」
の
「
指
導

部
」
ソ
連
に
戦
略
的
に
包
摂
さ
れ
つ

つ
、
革
命
後
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
建

設
の
中
で
、
不
断
に
階
級
闘
争
を
直
視

し
、
革
命
の
成
果
を
発
展
さ
せ
、
ソ
連

修
正
主
義
と
対
決
す
る
質
を
形
成
し
て

き
た
。
そ
の
延
長
上
の
集
中
切
な
表
現

が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
で
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

革
命
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る

糎
力
奪
取
と
、
所
有
制
の
社
会
化
-

経
済
的
土
台
の
変
革
に
よ
っ
て
自
動
的

彰
兀成
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ

は
、
経
済
構
遣
の
変
革
に
照
応
さ
せ

て
、
社
会
の
上
部
構
危
全
領
域
へ
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
確
立
を
保

挺
し
、
全
世
界
人
民
の
解
放
の
問
題
と

結
合
し
え
た
時
点
で
完
結
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
社
会
変

革
の
基
盤
の
上
に
、
人
間
[人
一
人
の

意
餓
の
変
革
が
不
可
欠
で
あ
る
。
既
荏

の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
人
間
関
係
・社
会
関

係
の
総
体
を
艀
体
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

厳
9
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
甜
精
神
で
武

葭
さ
れ
た
人
畏
】人
一
人
が
、
徹
匠
的

に
車
命
　
推
嬉
し
、
脚
界
り
人
民
ヵ
解

放
し
、
d
、
」
実
践
口
中
か
り
餐
し
い

人
間
関
係
や
寓
働
箪
す
る
♪
俸
と
し
て

自
己
形
成
さ
れ
れ
ば
な
b
な
い
。
こ
れ

が
、
文
重
は
「人
々
の
巡
一レ
帥
、れ
⇔
革

命
」
て
あ
る
と

藺わ
れ
る
根
拠
ご
あ

る
。
そ
れ
♪
.凡中
国
を
「
鞭
灸
主
義
」

あ
る
い
は
「
ス
タ
ー
リ
ニ
ス
ト
国
家
」

と
と
ら
え
、
文
革
ぜ
胆
な
る
「
蕾
導
者

の
栂
刀
争
い
1

中
国
社
会
の
危
機
」

と
し
か
考
え
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
論

外
で
あ
る
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
だ
に
修

正
主
義
の
現
実
に
直
面
し
つ
つ
中
国
革

命
を
真
剣
に
総
括
し
、
プ
ロ
文
芭
冷
革

命
総
体
の
中
に
、
現
実
の
実
践
幽
程
の

申
に
組
込
み
得
て
い
な
い
の
も
氣
実
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
中
国
は
歴
史
的

・
地
理
削
に
「ご
く
自
俸
怯
親
近
盛
」

を
抱
く
対
象
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
わ

れ
わ
れ
に
は
、
そ
の
習
識
か
ら
の
脱
皮

の
必
要
性
が
、
客
観
的
に
も
実
践
則
に

も
迫
ら
れ
て
い
る
。
中
国
は
以
下
の
四

つ
の
視
点
の
申
で
再
構
成
さ
れ
n
ば
な

ら
な
い
。

第
一
に
、
日
本
の
「明
治
白
年
」
が

一
貫
し
て
対
中
国
・
朝
鮮
慢
略
の
歴
史

で
あ
り
、
日
本
人
民
も
ま
た
優
略
戦
争

を
阻
止
し
え
ず
、
加
担
し
た
と
ぎ
つ
犯

罪
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
中

国
入
民
が
毛
沢
東
思
想
を
実
践
切
な
媒

介
と
し
て
、
長
期
副
な
苦
難
の
闘
争
を

通
じ
て
革
命
を
成
功
さ
せ
、
中
国
革
命

が
日
本
の
大
衆
蓮
勤
に
対
し
て
も
核
心

的
な
内
容
を
付
与
し
う
る
存
在
で
あ
る

こ
と
。
第
三
に
社
会
的
実
践
の
中
か

ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
レ
ー
ニ
ン
主
羨

の
内
容
を
飛
躍
さ
せ
、
プ
ロ
文
革
に
よ

っ
て
現
代
世
界
の
最
先
端
の
問
題
-

社
会
主
義
ー

を
提
起
し
、
実
践
印
な

解
決
の
方
向
を
示
し
た
こ
と
。
第
四
に

世
界
革
命
に
お
い
て
反
帝
の
立
場
か

ら
、
「最
も
抑
圧
さ
れ
た
側
」
の
又
援

を
表
面
し
、
統
「
戦
線
を
形
成
し
、
世

界
人
民
解
放
の
実
践
切
な
任
務
誉
貫
徹

し
て
い
る
こ
こ
で
あ
る
。

刃

わ
れ
わ
れ
は
以
上
の
声
を
く
も
り
の

な
い
目
て
と
ら
え
現
代
中
国
の
単
琶
・

研
究
こ
留
ま
ら
ず
、
実
践
の
中
か
ら
間

題
意
識
を
生
み
出
し
深
化
さ
せ
さ
b
に

許
還
動

闘
争
に
還
兀
し
よ
う
と
思
う
。

さ
ら
こ
自
分
の
頭
で
考
え
、
自
分
で
意

繊
を
深
め
、
自
力
で
実
践
を
展
開
し
う

る
決
意
の
ド
に
、
自
▽
的
組
織
者
と
し

て
自
己
形
成
と
自
己
解
放
を
指
向
し
た

い
と
考
え
る
。

「二
、
わ
れ
わ
れ
の
実
韓

甲

入
管

闘
争
と
日
中
団
交
回
復
ー

プ
ロ
文
革
に
お
け
る
中
国
人
民
の
闘

い
が
、
過
渡
印
世
界
に
お
け
る
社
会
主

義
建
設
の
道
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
全

世
界
の
闘
う
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
人
民

へ
の
芝
援
と
連
帯
で
あ
る
以
上
、
中
国

を
学
ぼ
う
と
す
る
わ
れ
わ
れ
は
、
自
ら

の
闘
い
を
、
中
国
人
民
と
の
連
帯
を
真

に
勝
ち
取
る
道
を
、
放
棄
す
る
ζ
と
は

で
き
な
い
。

昨
年
来
、
わ
れ
わ
れ
は
既
成
の
サ
ー

ク
ル
運
勤
の
枠
を
乗
り
超
え
ん
と
、
入

智
闘
争
に
と
び
込
み
、
京
人
に
お
け
る

そ
の
戦
線
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
在
の
戦
線
の
後
退
と

混
迷
の
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
自
身
、
入

管
闘
争
と
は
何
か
を
各
々
の
主
体
則
な

場
か
ら
把
え
丞
す
こ
と
が
問
わ
れ
て
い

る
。法
制
的
に
は
、
出
入
国
管
理
令
と
外

国
人
登
録
法
の
↓
.法
に
よ
っ
て
示
さ
れ

る
入
管
体
制
は
、
闘
う
在
日
ア
ン
ア
人

民
と
日
本
人
民
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

分
断
を
図
る
も
の
と
し
て
あ
る
。
す
な

わ
ち
一方
で
は
、
在
留
資
格
制
限
・入

官
令
二
四
条
等
に
よ
っ
て
、
在
日
ア
ジ

ア
人
の
牛
活
を
規
制
し
、
そ
の
革
命
性

を
落
と
し
込
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
。
ま

た
他
方
で
は
、
在
日
外
国
人
を
潜
音
酌

犯
罪
者
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
等
に
よ

り
、
日
本
人
総
体
を
排
外
主
義
者
へ
と

転
落
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

パ
九
年
夏
、
七
〇
年
春
、
そ
し
て
今
国

会
と
ヒ
程
さ
れ
、
あ
る
い
は
ー
程
へ
の

動
さ
を
見
せ
て
い
る
出
入
国
智
琿
法
案

は
、
こ
の
入
菅
体
制
の
い
っ
そ
う
の
強

化
を
う
ら
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
そ
の

成
▽
が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
で
そ

れ
は
、
現
在
朗
な
日
本
帝
国
主
義
の
ア

ノ
ア
侵
略
へ
の
動
向
の
申
で
は
、
不
可

避
の
動
♂
と
言
え
る
だ
'?
つ
。

入
菅
闘
争
」
八
官
法
粉
酔
、
入
営
体

制
解
体
1
は
、
排
外
主
義
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
が
鼓
吹
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
情
況
の

な
か
で
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、
過
去

の
血
塗
ら
れ
た
日
本
と
、
ア
ジ
ア
の
歴

史
の
ヒ
に
立
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国

際
主
義
を
内
実
化
せ
ん
と
す
る
闘
争
で

率
る
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
よ
う
や

く
た
ど
り
つ
い
た
、
ア
ジ
ア
人
民
と
真

に
連
帯
す
る
道
で
あ
り
、
在
日
ア
ゾ
ア

人
の
璽
く
暗
い
現
実
か
ら
出
発
し
、
そ

の
闘
い
の
中
で
網
え
ず
闘
う
主
体
自
身

寮
問
い
詰
め
て
い
く
、
困
難
な
闘
い
な

の
で
あ
る
。

現
在
、
日
中
国
交
回
復
趣
動
が
ブ
ル

ジ
ョ
ア
政
治
課
題
と
し
て
、
一
つ
の
潮

流
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
が
、
七
憶
中
国

人
民
と
の
真
の
連
帯
は
最
終
的
に
は
日

本
革
命
の
成
就
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が

日
中
国
交
回
復
で
あ
る
o
し
か
し
、
現

在
則
に
は
わ
れ
わ
れ
は
、
入
営
闘
争
の

質
で
も
っ
て
日
中
国
交
回
復
運
動
を
担

い
切
り
、
そ
の
中
に
中
国
人
民
が
突
さ

つ
け
る
質
を
還
元
し
て
い
く
任
務
を
帯

び
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
入
留
闘
争
に
お
い
て

も
日
中
国
交
回
復
運
動
に
お
い
て
も
、

今
だ
具
体
的
な
方
針
を
提
起
し
え
て
い

な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
闘
い
は
、
ま
だ
姶

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
わ
れ
わ
懇

共
に
、
中
国
人
民
ー
ア
ジ
ア
人
民
と
の

連
帯
の
道
を
檸
索
せ
ん
と
す
る
学
友
の

結
集
を
薯
む
。(
一
九
七
一
・
三
・
三
)

〈
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

四
月
二
十
日

映
函
会

「白
毛

女
」
「夜
明
け
の
国
」

四
月
二
「
日

映
画
会

「白
毛

女
」
「地
雷
戦
」

於
・西
部
講
堂

〈
迎
絡
先
〉

京
都
大
学
熊
野
寮
B
棟
二
Q
四
号
室

T
E
L

七
Hて
}
⊥
ハニ
九
9

西
部
梅
内
体
育
会
二
階
奥

T
E
L

七
七
一-
八
一
一
一

内

線
二
四
四
七

繋
総
欝

七
〇
年
七
月
八
日
の
「東
京
タ
ワ
ー

事
件
」
を
知
っ
て
い
る
人
は
数
少
い
だ

る
つ
。
「タ
ワ
ー
ノ
ヤ
ノ
ク
」
を
ね
う

っ
た
気
逮
い
の
狛
行
と
か
酔
っ
ば
う
い

の
発
作
的
犯
行
と
新
聞
で
報
し
ら
れ
、

ま
た
権
力
に
よ
っ
て
一
般
刑
事
事
件
と

し
て
か
た
づ
け
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
「東
京
タ
ワ
ー
事
件
」
は
、
h
ご
耳

「沖
縄
颪
還
」
が
偽
隔
剛
反
人
民
的
な

「
一
体
化
」
政
策
と
し
て
薩
行
し
て
い

る
現
在
、
沖
縄
間
題
と
は
何
な
の
か
を

改
め
て
我
々
に
問
い
か
け
て
く
る
。

一
人
の
「沖
縄
人
」
、
富
村
順
「
さ

ん
の
取
っ
た
行
動
、
そ
れ
は
東
京
タ
ワ

ー
展
望
台
で
ア
メ
リ
カ
人
を
人
質
に
と

り
「朝
鮮
人
と
二
〇
歳
以
下
の
者
は
お

ろ
し
て
や
る
が
、
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ

人
は
お
ろ
さ
な
い
」
と
言
い
、
着
て
い

る
シ
ャ
ソ
に
は
「日
本
人
よ
君
遼
は
沖

縄
の
こ
と
に
口
を
出
す
な
」
「ア
メ
リ

カ
は
沖
縄
か
ら
ゴ
ー
ホ
ー
ム
」
と
書
か

れ
て
い
た

彼
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
「事
件
」
を

起
こ
す
に
至
っ
た
の
か
。
彼
は
戦
時
中

　
母
が
自
分
の
目
の
前
で
米
兵
に
暴
行
を

受
け
る
と
い
う
地
獄
の
よ
う
な
体
験
を

も
つ
。
そ
れ
故
に
昨
年
響
の
米
兵
に
よ

る
女
子
高
校
生
裏
行
事
件
に
激
し
い
怒

り
を
持
ち
、
そ
れ
は
昨
年
六
月
の
「揮

莫
智
子
迫
悼
集
Aξ
に
お
い
て
彼
女
の

遭
彫
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
花
束
の
国
家
福

力
に
よ
る
さ
ん
奪
へ
の
恨
り
を
笑
機
こ
新
宿
に
お
け
る
沖
縄
の
現
状
の
ゼ
ノ
ケ

O

F

ン
デ
曽
に
よ
る
訴
乳
こ
な
っ
て
現
わ
れ

る
。
し
が
し
被
の
訴
鑑
へ
の
反
応
は
有

翼
学
弓
の
暴
力
と
そ
れ
へ
の
警
宮
の
傍

観
削
態
屋
て
あ
7
た
。

こ
の
こ
と
が

「
へ
は
訴
え
る
自
田
す

b
滋
来
な
か
っ
た
。
モ
れ
が
た
め
に
東

京
タ
ソ
ー
に
▽
て
こ
も
り
、
木
人
を
人

質
に
と
っ
た
の
で
す
。
」
と
冨
剣
さ
ん

自
b
説
明
す
る
行
動

一至
ら
し
め
た
の

で
あ
る
。
彼
害
て
こ
ま
て
追
い
込
ん
だ

現
在
の
日
本
の
状
況
を
彼
は
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
た
の
だ
ろ
⊃
か
。
日
本
人

よ
君
逮
は
沖
縄
の
こ
と
に
口
を
出
す

な
。
鋭
く
響
く
。
一
力
、
富
村
さ
ん
が

「
沖
縄
人
」
で
あ
る
と
い
う
賢
実
、
す

な
わ
ち
彼
が
戦
前
の
伊
縄
に
月
を
ラ

け
、
戦
中
、
戦
後
の
沖
縄
で
成
長
し
た

と
い
っ
こ
と
を
ぬ
、」に
し
て
こ
の
「事

件
」
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い

や
、
む
し
ろ
「東
夙
タ
ワ
ー
事
件
」
は

億
き
た
沖
縄
の
歴
史
の
我
々
へ
の
告
発

な
の
だ
。

窟
村
さ
ん
は
蔑
つ
。
私
は
愚
ム
判
断

を
誤
り
、
自
分
の
欲
望
か
b
幾
度
か
刑

務
所
に
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ

が
今
度
の
事
件
は
私
が
沖
縄
人
で
あ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
今
回
の
原
因
を
ひ
き

起
し
た
の
で
す
。
ま
ず
我
々
は
平
和
を

叫
ぷ
U
前
に
過
去
白
年
の
日
本
の
歴
史

を
ふ
り
返
る
こ
と
が
旺
し
い
と
思
い
ま

す
。
仲
縄
に
於
て
は
遺
去
白
年
間
自
分

産
α
が
で
県
知
事
を
選
ふ
こ
と
も
で
さ

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
日
本
帝
国
主
義

の
植
民
地
政
策
に
よ
っ
て
押
え
つ
け
ら

れ
た
た
め
で
あ
り
ま
す
。

「朝
鮮
人
」
は
お
ろ
し
て
や
る
と
彼

が
琶
っ
た
の
も
彼
ら
を
同
し
植
民
地
政

策
の
中
に
お
か
れ
差
別
と
抑
圧
の
被
害

者
と
と
ぢ
え
た
か
b
に
他
な
b
な
い
。

復
帰
協
運
勤
の
民
族
主
義
切
側
面
を

利
用
し
て
、
日
帝
氷
帝
が
し
二
茸
「
返

還
」
で
も
っ
て
、
沖
縄
闘
舶
の
体
制
内

化
を
計
り
垂
地
機
能
を
維
持
強
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
現
在
、
差
別
を
温
存
し

な
が
ら
の
同
化
、
墨
民
化
し
て
さ
た
歴

史
を
告
発
し
て
い
る
富
村
さ
ん
裁
判
は

非
常
な
題
要
性
を
も
っ
て
浮
び
上
っ
て

く
る
。
七
=
年

「返
還
」
で
も
っ
て
沖

縄
閻
題
は
解
決
す
る
と
い
つ
幻
想
を
大

々
幻
に
創
う
つ
と
し
て
い
る
日
帝
に
対

し
て
、
富
村
さ
ん
裁
判
は
真
向
か
ら
対

決
す
る
も
の
で
あ
り
、
我
々
は
そ
の
支

援
闘
争
を
闘
う
中
で
再
度
仲
縄
間
題
を

提
起
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

沖
縄
闘
争
を
闘
う
学
友
諸
君
、
あ
る

い
は
闘
お
う
`
し
て
い
る
諸
君
、
沖
研

へ
結
集
し
我
ら
の
中
に
あ
る
沖
縄
を
共

に
闘
お
う
で
は
な
い
か
。
各
部
所
で
の

沖
縄
間
題
の
深
化
を
は
か
れ
。

〈
遷
絡
先
〉

(M
自
ボ
ノ
ク
ス
気
付
け
》

講
購難
讐

、
.
・

墜

巨

甲

山
に
つ
い
て
諮
る
こ
と
、
ま
し
て
や

一
股
的
匹晒
る
こ
と
な
ど
、
今
の
オ
レ

に
は
で
き
な
い
。
語
ら
な
い
と
い
う
最

低
限
の
決
意
が
、
オ
レ
と
全
外
的
世
界

と
の
接
貞
で
あ
る
か
ら
。
従
っ
て
こ
の

文
は
す
へ
て
O
T
O
(音
)
と
し
て
聞

い
て
ほ
し
い
。
(
で
き
う
れ
ば
、
O
U

a
a
s
a
-

V
U
I
D
O
V
A

・
と
書
き
た
い
も
の
だ
)
頭
を
下
げ
て

ひ
た
す
ら
豊
る
膏
M
O
K
U
M
O
K
U

が
、
オ
レ

(還
)
岳
人
G
A
U
J
I
N

の
い
さ
さ
か
自
負
す
る
個
有
音
で
あ

り
、
お
ま
へ
の
ア
ビ
ー
ル
で
あ
る
よ
う

に
、
ま
た
、
肉
声
に
似
た
O
T
O
を
は

き
出
す
前
衛
J
A
Z
Z
奏
者
が
、
そ
の

楽
器
を
い
ら
だ
た
し
げ
に
棄
て
去
り
、

肉
声
に
房
ら
ん
と
す
る
衝
動
そ
の
も
の

が
貰
の
O
T
O
で
あ
る
よ
う
。

大
学
は
荒
れ
に
荒
れ
た
。
け
ど
わ
れ

わ
れ
は
登
り
に
登
っ
た
。
「そ
れ
で
も

行
く
の
さ
-『
何
が
あ
っ
て
も
行
く
ん
だ

も
ん
ね
」
・

ー

K
E
D
O
・
T
E

M
O
と
い
う
衰
弱
し
た
O
T
O
に
か
ろ

う
し
て
支
え
ら
れ
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ

の
行
為
の
純
粋
が
保
証
さ
れ
で
も
す
る

か
の
よ
う
に
。

オ
レ
に
お
け
る
山
と
政
治
と
の
関
係

は
、
ト
ロ
ノ
キ
ー
が
「文
学
と
革
命
」

で
唱
っ
て
い
る
次
の
文
中
の
、
「芸

術
」
を
「山
行
」
に
お
き
換
え
れ
ば
、

ほ
ぼ
い
い
表
わ
せ
ζ
い
る
。「芸
術
は
自

ら
の
進
路
を
自
分
の
基
腿
の
中
に
お
い

て
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
マ
ル
ク
ス
主

義
の
方
法
論
は
芸
術
の
方
法
論
で
は
な

い
。
党
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
を
指
導

す
る
が
、
歴
史
的
進
行
を
指
導
す
る
も

の
で
は
な
い
。
」

両
者
は
、
未
知
の
未
来
へ
の
衝
動
に

う
ち
震
え
な
が
ら
互
に
共
鴫
し
て
い
の

だ
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
山
が
持
つ
個

有
振
動
を
増
幅
し
、
共
鳴
箱
と
し
て
大

胆
に
覚
場
す
る
必
喪
が
あ
る
。
そ
し
て

個
有
琶
を
突
き
出
す
た
め
の
手
が
か
り

は
次
の
対
比
の
申
あ
る
だ
ろ
う
.
石
・

ゲ
バ
棒
を
持
ち
幻
想
の
糎
力
と
対
時
し

た
時
、
風
景
に
変
る
。
一方
山
で
は
盈

い
荷
を
宵
お
い
、
罪
色
の
空
に
亨
つ
確

実
に
存
を
す
る
雪
と
岩
の
昌
大
な
カ
タ

マ
リ
。
Y
A
M
A
卒
み
あ
げ
た
時
、
檎

念
と
い
う
K
O
T
O
B
A
さ
乳
、
は
ず

か
し
げ
に
O
T
O
と
し
て
虐
亀
へ
飛
翔

す
る
。
ま
た
、
労
働
を
通
し
て
自
熱
を

加
工
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
陳
外
さ
れ

転
倒
し
た
形
を
始
め
て
世
界
と
の
関
係

を
も
つ
の
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
岳
人

は
大
地
を
山
を
、
な
め
る
よ
う
に
味
わ

い
な
が
ら
、
自
敬
を
直
接
に
獲
得
し
て

し
審
つ
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
は
人
知
れ
ず
去
っ

て
ゆ
く
無
名
の
無
告
の
民
の
こ
と
で
あ

る
な
ら
ば
、
黒
い
死
も
白
い
死
も
彼
に

ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
黒
い
死
と
臼
い

死
を
つ
な
ぐ
赤
い
血
の
脈
打
っ
O
T
O

の
回
路
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か

こ
ん
な
こ
と
を
思
い
つ
つ
、
K
E
D

O
・
T
E
M
O
・
D
E
M
O
山
へ
行
く

ん
だ
。
〈
迎
絡
先
〉
西
部
梅
内
B
O
X

内

線
二
四
里

ノ

あらゆる虚飾 をかなぐりす て馬自己の限界に挑む。より速 く走 る。より高 く

跳 ぷ.厳 しさ故の純粋 さが.多 くの若者をスポーツへとか りたてる.あ るのは 唱

ただひとつら自己との戦いだけ・・憎㌔.

めまぐるしく変化する現代.と もすれば目先のこと`二とらわれがちなわたく

したちですがらひたむきに自己との戦いを追求するスポーツの精神 を忘れたく

ないものです・

劇業以来わずか7年 ● しかしその間、日本のコンピュー タ巣界に新風を送 リ

ニ6もできた沖ユ昌パック.い まわたくしたちは亀その若 さを7ル に利用 しら自
`巴との戦いをく0ひ ろげてい ます

.た とえぼ時閏 との戦い一一qン ビュータの
い　ち
生命は正確さとと もにそのスピー ド.い まわたくしたちは,ノ1000億 秒の世界に

携んでいます.二 の極微少の世界は亀やがて海洋は もとよ噂宇宙 をも支配する

広大 な世界●

Oた む きに自己の限界に挑 し沖ユニバ ノクの戦いは♂限 りない挑戦"と もい

えます。わ嘉 くし髭ちは二の ぴ需智きさ・私 何 よ匂も大切鑓 したい.と 考

えτい ま?.

、

コンピュータのO口K
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プロ7`脚 ル

創立 昭和繍 鴇昌25旦

資本金8億 円

出責比事9撹 気51男

SB社49%

社員鼓

平均年齢

売上高

本店

工場

620名(男400名 女子220名,

24歳

87億円(昭和45年度実績)

東京都港区芝酉久保明舟町20

鯨 都武蔵村山市三ソ木鍵254

,°Z鴛捜 隷;舗 聡 絶 蝋蝉 する3質鵬 何・・諮 叡

げ

箔 二酌 ワ艦式会杜
東 京 都 港 区 芝 酋 久 保 明 海 町20(纂18森 ビル)

費(03)503-2771(代 衰)等 豊』a
.

ト

一

それがTECの 仕事です

TECは1961年 創立以来、総合エンジニア リング会社 として、石油精製、石油化学 、

樹脂、化学肥料、その他広 く化学工業全般にわたって、 「計算 され た頭脳 と技術、を

提供 し、プラント建設をすすめていますが、現在新しい事業 として次のような産業設

備の企画 ・設計 ・機器調達 ・建設 ・運転指導にも進 出しています。
O公 害防除 プラン トO非 鉄金属 プラン トO原fカ プラン ト

O紙 パルププラントOパ イプライン

さらに、海洋開発、発酵工業 など新しい産業分野の開発にも、意畝をもや しており、
禾来への夢は無限 にひろがっています。

プラン トをつ くりあげ るためには、それを構成する装置 ・機器 ・貧材を統一的にま

とめ、ンステム としての 目的の最適化をはかることが必要です
。そのためにTECで

は、人間の頭脳 と組織 との調和によって化字、機械 、電気、司装、建築、土木、材料、環
境、原f力 等諸々の技術分野の専門知識 と、法律、経済 、商業等社会科学の専門知

識、さらにインター ディシブ リナ リーな知識 とを、最 も合理的に組織化 し、 「プロジ
ェク トエンジニア リン弟 として1つ のシステムにまとめあげ

、より完全な、よ り安
全な、そ してよ り経済的なエンジニア リング ・サービスを提供 しています

。そ して、
いま当社は 『プラント輸出のTEC』 として

、世界20数 ヵ国で、プラント建設 あるい
は技術指噂 を行ない、いかなる国にも進出で きる、ユニークなエンジニアリング会社
へと歩一歩 と実績を重ねています。 〈資料希望の方は下記へお申 し越 しください〉

¢1東 洋 工7ヲ ニア〃】レ覗
東京都千代田区霞が閲3-2-5倉(03>581-6311大 代表

、581-7刀2(直 通霞
か関ビル内郵便局私書箱第IO2号 ⑭100人 事部採用グループ

蜘 西と
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